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建 学 の 精 神
　『医療人育成機関の使命は、教育と研究であり、またこれらは医療の実践に活か

すことで達成される』

学　　　　　是
　『至誠仁術』

大阪医科薬科大学の理念
　建学の精神及び学是（至誠仁術）に基づき、国際的視野に立った教育、研究或い

は良質な医療の実践をとおして、人間性豊かで創造性に富み人類の福祉と文化の発

展に貢献する医療人を育成する。

大阪医科薬科大学の目的
　本学の理念に基づき、豊かな人間性と国際的視野を備えた次の人材を育成するこ

とを目的とする。

（1）�人類共通の課題である健康の維持増進並びに疾病の予防と克服及び苦痛の軽

減に努める人材

（2）変化する社会に対応し最新の知識と最良の技術を生涯学び続ける人材

（3）�地域医療から世界に通じる研究開発にわたる領域で探究心を持って活躍する

人材

薬学部薬学科の目的
　本学の目的に基づき、薬学部薬学科の目的は、次の各号のとおりとする。

（1）�生命の尊厳と人権の尊重を基本に、人々の生き方や価値観を尊重できる豊かな

人間性を育成する｡

（2）�多様な人材と共同し､薬学や医療の分野で国際的に通用する新しい知識や技術

を創造できる能力を育成する｡

（3）�科学的知識と倫理的判断に基づき、薬学に関する専門知識､情報や技術を効果

的に活用した医療が実践できる能力を育成する｡

（4）�薬剤師として地域社会の特性を学び、多職種と連携し協働してさまざまな健康

課題に取り組むことができる能力を育成する｡

（5）�薬剤師として専門能力と教育能力を自律的に探求し、継続的に発展させる基本

的姿勢を育成する｡
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薬学部薬学科

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　薬学部薬学科において、必要な所定の単位を修得し、以下の資質と能力を有した学生に
対して卒業を認定し、「学士（薬学）」を授与します。
1．医療人として相応しい倫理観と社会性を有していること。
2．国際化に対応できる基礎的な語学力を有していること。
3．薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度を有していること。
4．薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
5．チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
6．�薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有して
いること。

7．�地域における必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献す
る能力を有していること。

8．�薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度
を有していること。

9．�薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行する意欲と科学的根拠・研究に基づ
く問題発見・解決能力を有していること。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　薬学部薬学科では、薬に対する幅広い知識を持つとともに、医療人に相応しい、高い実
践能力と研究力、倫理観と使命感を併せ持つ、社会に貢献できる質の高い薬剤師の養成を
目的とし、以下のカリキュラムを編成しています。
1．基礎教育・ヒューマニズム教育
　 �薬学を学ぶ上での基礎学力の養成と医療人に相応しい倫理観と社会性、及びコミュ
ニケーション能力の基本を身に付けます。

2．語学教育
　 �国際化に対応できる語学力を養います。
3．薬学専門教育
　 �「薬学教育モデル・コアカリキュラム」を基本とした、薬物に関する幅広い科学的知
識を修得します。

4．医療薬学教育
　 �薬の専門家として患者や医療チームから信頼される薬剤師を養成します。また、薬剤
師として必要な知識・技能及び態度を修得するために、病院と薬局において参加型
実務実習を行い、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力及び生涯にわた
る自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度の必要性を体得します。さ
らに、地域における人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を養います。

5．実習科目
　 �講義で得た知識に基づいて、研究活動に必要な技能・態度を身に付けます。さらに、
問題発見・解決能力を醸成するために、４年次から研究室に所属し卒業研究を行い
ます。
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薬学科カリキュラムマップ（平成２７年度～平成２９年度入学生）
カリキュラム・ポリシー 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 ディプロマ・ポリシー

基礎教育
ヒューマニズム教育
薬学を学ぶ上での基礎学力の
養成と医療人に相応しい倫理
観と社会性、及びコミュニケ
ーション能力の基本を身に付
けます。

（必修科目）
数学１・２、 物理学１・２
化学、 化学演習　
情報科学演習
身体運動科学
スポーツ・運動実習１
薬学入門
早期体験学習１

（選択科目）
情報科学

教養（選択科目）
文学の世界、 歴史と社会、 地球環境論、 政治と社会、 基礎心理学、 
法と社会、 経済の世界、 社会分析の基礎、 人間と宗教、 文化人類
学、 倫理と社会、 コーチング論、 スポーツ・運動実習２、 数理論理
学

（必修科目）
数理統計学
心理社会
（選択科目）
医工薬連環科学

（必修科目）
コミュニケーション
医療と法

（必修科目）
生命医療倫理
制度経済

（選択科目）
医療政策論
医療倫理論

医療人として相応しい倫理観
と社会性を有していること。

語学教育
国際化に対応できる語学力を
養います。

（必修科目）
英語リスニング１・２
英語リーディング１・２
（選択必修科目）
ドイツ語１・２
フランス語１・２
中国語１・２
ハングル１・２

（必修科目）
英語スピーキング１・２
英語ライティング１・２

（必修科目）
異文化言語演習１・２

（必修科目）
薬学英語

国際化に対応できる基礎的な
語学力を有していること。

※　学術論文講読 ※　学術論文講読 ※　学術論文講読

薬学専門教育
「薬学教育モデル・コアカリ
キュラム」を基本とした、薬
物に関する幅広い科学的知識
を修得します。

（必修科目）
基礎有機化学
有機化学１
生物学
基礎細胞生物学
生化学１、 生薬学
物理化学１、 分析化学１

（必修科目）
有機化学２・３
有機スペクトル解析学
生化学２・３
微生物学、 病原微生物学
基礎漢方薬学
薬用天然物化学１
物理化学２・３
分析化学２
生物無機化学、 衛生薬学１

（必修科目）
有機化学４、 合成化学
分子細胞生物学
免疫学、 ゲノム医科学
病態生化学
薬用天然物化学２
放射化学、 応用分析学
衛生薬学２・３・４
　
（選択科目）
応用放射化学

（必修科目）
医薬品化学１・２
 
（選択科目）
薬品合成化学
生物物理化学

（選択科目）
先端分子医科学１
先端分子医科学２
先端分子医科学３
　
　

薬の専門家として必要な幅広
い科学的知識・技能・態度を
有していること。

医療薬学教育
薬の専門家として患者や医療
チームから信頼される薬剤師
を養成します。また、薬剤師
として必要な知識・技能及び
態度を修得するために、病院
と薬局において参加型実務実
習を行い、コミュニケーショ
ン能力、プレゼンテーション
能力及び生涯にわたる自己研
鑽力と次世代を担う人材を育
成する意欲と態度の必要性を
体得します。さらに、地域に
おける人々の健康増進、公衆
衛生の向上に貢献する能力を
養います。

（必修科目）
機能形態学１
人体の構造と病態１・２
早期体験学習２

（必修科目）
生物薬剤学１
機能形態学２
薬理学１
薬物治療学１・２

（必修科目）
生物薬剤学２
薬物動態解析学
物理薬剤学
製剤学
薬理学２・３
薬物治療学３・４
医薬品情報学
医療統計学

（必修科目）
臨床薬物動態学
薬理学４、医薬品安全性学
医療薬剤学、個別化医療
薬事関連法・制度
コミュニティファーマシー
医薬品情報演習
薬学基礎演習
臨床導入学習１・２

（選択科目）
アドバンスト薬物治療学１
病態・薬物治療学演習
臨床感染症学、臨床栄養学
臨床化学、 臨床生理学

（必修科目）
病院実務実習
薬局実務実習

（必修科目）
薬局方総論
医薬品情報評価学
薬学総合演習
　
（選択科目）
漢方医学概論
レギュラトリーサイエンス
アドバンスト薬物治療学２
アドバンスト薬物治療学３
創薬薬理学
医療情報学

薬剤師として医療に関わるた
めの基本的知識・技能・態度
を有していること。

チーム医療や薬物療法に必要
な専門的知識・技能・態度を
有していること。

薬の専門家に必要なコミュニ
ケーション能力及びプレゼン
テーション能力を有している
こと。

地域における必要な情報を適
切に発信し、人々の健康増
進、公衆衛生の向上に貢献す
る能力を有していること。

薬学・医療の進歩に対応する
ために自己研鑽し、次なる人
材を育成する意欲と態度を有
していること。

実習科目
講義で得た知識に基づいて、
研究活動に必要な技能・態度
を身に付けます。さらに、問
題発見・解決能力を醸成する
ために、４年次から研究室に
所属し卒業研究を行います。

（必修科目）
基礎薬学実習
基礎有機化学実習
 

（必修科目）
生物学実習
漢方・生薬学実習
物理・放射化学実習
分析化学実習

（必修科目）
有機化学実習
生物科学実習
衛生薬学実習
薬剤学実習
薬理学実習

特別演習・実習（必修科目） 薬学・医療の進歩と改善に役
立てる研究を遂行する意欲と
科学的根拠・研究に基づく問
題発見・解決能力を有してい
ること。

※　卒業研究の一環として実施しています。
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薬学科カリキュラムマップ（平成２７年度～平成２９年度入学生）
カリキュラム・ポリシー 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 ディプロマ・ポリシー

基礎教育
ヒューマニズム教育
薬学を学ぶ上での基礎学力の
養成と医療人に相応しい倫理
観と社会性、及びコミュニケ
ーション能力の基本を身に付
けます。

（必修科目）
数学１・２、 物理学１・２
化学、 化学演習　
情報科学演習
身体運動科学
スポーツ・運動実習１
薬学入門
早期体験学習１

（選択科目）
情報科学

教養（選択科目）
文学の世界、 歴史と社会、 地球環境論、 政治と社会、 基礎心理学、 
法と社会、 経済の世界、 社会分析の基礎、 人間と宗教、 文化人類
学、 倫理と社会、 コーチング論、 スポーツ・運動実習２、 数理論理
学

（必修科目）
数理統計学
心理社会
（選択科目）
医工薬連環科学

（必修科目）
コミュニケーション
医療と法

（必修科目）
生命医療倫理
制度経済

（選択科目）
医療政策論
医療倫理論

医療人として相応しい倫理観
と社会性を有していること。

語学教育
国際化に対応できる語学力を
養います。

（必修科目）
英語リスニング１・２
英語リーディング１・２
（選択必修科目）
ドイツ語１・２
フランス語１・２
中国語１・２
ハングル１・２

（必修科目）
英語スピーキング１・２
英語ライティング１・２

（必修科目）
異文化言語演習１・２

（必修科目）
薬学英語

国際化に対応できる基礎的な
語学力を有していること。

※　学術論文講読 ※　学術論文講読 ※　学術論文講読

薬学専門教育
「薬学教育モデル・コアカリ
キュラム」を基本とした、薬
物に関する幅広い科学的知識
を修得します。

（必修科目）
基礎有機化学
有機化学１
生物学
基礎細胞生物学
生化学１、 生薬学
物理化学１、 分析化学１

（必修科目）
有機化学２・３
有機スペクトル解析学
生化学２・３
微生物学、 病原微生物学
基礎漢方薬学
薬用天然物化学１
物理化学２・３
分析化学２
生物無機化学、 衛生薬学１

（必修科目）
有機化学４、 合成化学
分子細胞生物学
免疫学、 ゲノム医科学
病態生化学
薬用天然物化学２
放射化学、 応用分析学
衛生薬学２・３・４
　
（選択科目）
応用放射化学

（必修科目）
医薬品化学１・２
 
（選択科目）
薬品合成化学
生物物理化学

（選択科目）
先端分子医科学１
先端分子医科学２
先端分子医科学３
　
　

薬の専門家として必要な幅広
い科学的知識・技能・態度を
有していること。

医療薬学教育
薬の専門家として患者や医療
チームから信頼される薬剤師
を養成します。また、薬剤師
として必要な知識・技能及び
態度を修得するために、病院
と薬局において参加型実務実
習を行い、コミュニケーショ
ン能力、プレゼンテーション
能力及び生涯にわたる自己研
鑽力と次世代を担う人材を育
成する意欲と態度の必要性を
体得します。さらに、地域に
おける人々の健康増進、公衆
衛生の向上に貢献する能力を
養います。

（必修科目）
機能形態学１
人体の構造と病態１・２
早期体験学習２

（必修科目）
生物薬剤学１
機能形態学２
薬理学１
薬物治療学１・２

（必修科目）
生物薬剤学２
薬物動態解析学
物理薬剤学
製剤学
薬理学２・３
薬物治療学３・４
医薬品情報学
医療統計学

（必修科目）
臨床薬物動態学
薬理学４、医薬品安全性学
医療薬剤学、個別化医療
薬事関連法・制度
コミュニティファーマシー
医薬品情報演習
薬学基礎演習
臨床導入学習１・２

（選択科目）
アドバンスト薬物治療学１
病態・薬物治療学演習
臨床感染症学、臨床栄養学
臨床化学、 臨床生理学

（必修科目）
病院実務実習
薬局実務実習

（必修科目）
薬局方総論
医薬品情報評価学
薬学総合演習
　
（選択科目）
漢方医学概論
レギュラトリーサイエンス
アドバンスト薬物治療学２
アドバンスト薬物治療学３
創薬薬理学
医療情報学

薬剤師として医療に関わるた
めの基本的知識・技能・態度
を有していること。

チーム医療や薬物療法に必要
な専門的知識・技能・態度を
有していること。

薬の専門家に必要なコミュニ
ケーション能力及びプレゼン
テーション能力を有している
こと。

地域における必要な情報を適
切に発信し、人々の健康増
進、公衆衛生の向上に貢献す
る能力を有していること。

薬学・医療の進歩に対応する
ために自己研鑽し、次なる人
材を育成する意欲と態度を有
していること。

実習科目
講義で得た知識に基づいて、
研究活動に必要な技能・態度
を身に付けます。さらに、問
題発見・解決能力を醸成する
ために、４年次から研究室に
所属し卒業研究を行います。

（必修科目）
基礎薬学実習
基礎有機化学実習
 

（必修科目）
生物学実習
漢方・生薬学実習
物理・放射化学実習
分析化学実習

（必修科目）
有機化学実習
生物科学実習
衛生薬学実習
薬剤学実習
薬理学実習

特別演習・実習（必修科目） 薬学・医療の進歩と改善に役
立てる研究を遂行する意欲と
科学的根拠・研究に基づく問
題発見・解決能力を有してい
ること。

※　卒業研究の一環として実施しています。
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薬剤師として求められる基本的な資質

豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊さを深く認識し、生涯にわ
たって薬の専門家としての責任を持ち、人の命と健康な生活を守ることを通して社会に貢
献する。
６年卒業時に必要とされている資質は以下の通りである。

（薬剤師としての心構え）
薬の専門家として、豊かな人間性と生命の尊厳について深い認識をもち、薬剤師の義務

及び法令を遵守するとともに、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理観を有
する。

（患者・生活者本位の視点）　
患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者の立場に立っ

て、これらの人々の安全と利益を最優先する。

（コミュニケーション能力）
患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を提供する

ためのコミュニケーション能力を有する。

（チーム医療への参画）
医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬剤師に求

められる行動を適切にとる。

（基礎的な科学力）
生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関する

基本的知識・技能・態度を有する。

（薬物療法における実践的能力）　
薬物療法を総合的に評価し、安全で有効な医薬品の使用を推進するために、医薬品を供

給し、調剤、服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理を実践する能力を有する。

（地域の保健・医療における実践的能力）
地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、地域における人々の健康

増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有する。

（研究能力）
薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を

有する。

（自己研鑽）
薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯に

わたり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する。

（教育能力）
次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。
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学修にあたって（平成27～平成29年度入学生）
薬学科
　薬学科は、薬を主体として生体との関わりにおいて薬が及ぼす諸現象を総合的に科学する学科と位置
づけ、薬と生体との関連を有機的・体系的に教育するカリキュラムを採用しています。医薬品の使い方
と効かせ方、医薬品管理と医薬品情報など、薬剤師として必要な専門知識を基礎から理解できるように
します。５年次、６年次では高度医療に対応できる薬剤師育成のための実践的なプログラムが用意され
ており、高い実践能力と倫理観、使命感を併せ持つ質の高い薬剤師を育成します。
　このため、前掲のとおり「学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」「教育課程編成・実施の方針（カ
リキュラム・ポリシー）」を定めており、これらのポリシーを具体化するため、「大阪医科薬科大学　薬
学部規程」（以下、「薬学部規程」）第３条に規定されている授業科目（基礎教育科目、基礎薬学科目、応
用薬学科目、医療薬学科目、実習）が設けられていて、１年次から種々の専門的な科目が開講されます。
　卒業すると、「学士（薬学）の学位」と「薬剤師国家試験の受験資格」が与えられます。
　履修にあたっては、“薬学部規程”、“大阪医科薬科大学　薬学部規程細則（平成２７～平成２９年度入学生
適用）”（以下「薬学部規程細則」、“大阪医科薬科大学　薬学部薬科学科規程（以下「薬学部薬科学科規
程」）、“授業の内容”および“学生生活の手引”などを熟読し、アドバイザーの指導、助言を参考に、履
修に必要な手続きなどを薬学学務部教務課で行う必要があります。

薬学学務部教務課について
　薬学学務部教務課は学生諸君が授業科目を履修していく際、いろいろな疑問に答えるとともに各種
願、届出などの《薬学学務部教務課事務分掌》に規定されている事項を取り扱っています。学生諸君が
充実した学生生活を送るにあたり、大いに薬学学務部教務課に相談してください。
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授業科目と単位について
　授業科目は薬学部規程第３条に規定されているように、基礎教育科目、基礎薬学科目、応用薬学科目、
医療薬学科目および実習に大分類されます。授業科目一覧は、薬学部規程細則別表１、薬学部薬科学科
規程別表１に記載されています。また、これをもとに「授業の内容」（シラバス）にも記載されていま
す。

◇�各授業科目は前期あるいは後期で終了する２学期制（semester）で行われ、一般的に、講義・演習を
中心に授業を進める科目は0.5～1.5単位、実習・実技を中心に授業を進める科目は時間数により0.5～
１単位として計算されます。なお、薬学科の「臨床導入学習１」（４単位）、「病院実務実習」（10単
位）、「薬局実務実習」（10単位）、「薬学総合演習」（３単位）、「特別演習・実習」（18単位）、および薬
科学科の「特別演習・実習（前期）」（５単位）、「同（後期）」（６単位）の単位数は、必要な学習等を
考慮して定められています。

◇�薬学部規程細則別表１、薬学部薬科学科規程別表１には学科別に今後の開講予定が示されています
が、変更されることもありますので、毎年次の始めに配布される「授業の内容」（シラバス）および掲
示などに気をつけてください。

◎単位の定義と卒業に必要な単位について
　単位とは、学習の時間数により定められる学修の量を示す基準となるものです。
　授業科目の種類、授業時間数によって単位が定められています。これらの授業科目を履修すると、出
席、平常の成績および試験の成績などを考査して修了の認定が行われ、単位が授与されます。進級およ
び卒業の査定は、この単位数により行われます。
　卒業に必要な単位数は、薬学部規程細則別表２、薬学部薬科学科規程別表２に記載されています。
　①　授業科目は講義、演習、実習、実技のいずれかの方法で、またこれらの併用により行われます。
　　　�　１単位の授業科目は45時間の学修を要する内容で構成されるものを標準に、授業の方法に応

じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修を考慮しながら定められています。
　②　講義、演習は15～30時間までの範囲内で定められた時間の授業をもって１単位とされています。
　③　実習、実技は30～45時間までの範囲内で定められた時間の授業をもって１単位とされています。
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履修上の注意について
◎履修届
　必修科目の受講手続きは必要ありませんが、選択科目は授業開始後、授業時間表に基づいて各自、履
修計画を立て、受講手続きを期限内に行ってください。
　進級や卒業に必要な選択科目の要件は、薬学部規程細則別表２、薬学部薬科学科規程別表２に記載さ
れています。

◎履修できる授業科目の上限
　薬学部規程細則第２条第４項において、各学年次において１年間に履修できる授業科目の単位数の合
計は、原則として55単位を上限としています。
　これを一般的にキャップ制といい、大学設置基準第27条の２第１項でも「大学は、学生が各年次にわ
たって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として学生が修得すべき単位数について、学生が１
年間又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めるよう努めなければならな
い」と記載されています。
　なお、各学年次での履修単位数を算定する際、複数の学年時にわたり配当されている授業科目（「特別
演習・実習」）は、その授業科目の単位数を各学年次に案分し算定します。
　卒業要件は、このキャップ制と「選択科目の履修について」で説明する選択科目の卒業要件単位およ
び履修要件を念頭において履修計画を立てるようにしてください。

（参考）薬学部薬学科　各学年次で開講する授業科目の単位数
科目の区分 授業科目 1年 2年 3年 4年 5年 6年

必修
当該年次配当科目 32.5 39 41 28.7 27.2 8.6
下位年次配当科目の持ち
上がり（最大５科目）

7.5 7.5 7.5

選択必修 第二外国語 2

選択

基礎教育

教養科目 2 2
教養科目以外
（「情報科学」他）

1 1.5

他学部・他大学科目
（単位互換）

2 2

応用薬学
医療薬学

「応用放射化学」他
「アドバンスト薬物治療
学１」他

1 9 5.5

計 39.5 52 49.5 45.2 27.2 14.1
（備考）
・選択科目の単位数は後述する履修要件の上限により算出しています
・「特別演習・実習」は各学年次に単位数を案分しています

　単位互換履修制度を利用して他学部・他大学等の科目を履修可能なだけ修得していくと、２年次では
55単位を超過する場合がありますので気をつけてください。履修科目数が上限を超過している場合、薬
学学務部教務課より連絡があり、いずれかの授業科目の履修申請を取り下げてもらうこととなります。
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◎授業について
①�　開講科目と授業時間表：学年を前期（４月から）と後期（10月から）の２学期に分け、授業が開講
されます。授業日程は各学期開始前に授業時間表および実習日程表として学生に配布し通知されま
す。なお、後期の授業は、日程の都合により９月中旬から開講されることがあります。

②�　都合により授業が行われない場合（休講）や、変更になる場合などは掲示及びポータルサイトによ
り通知されますので、常に掲示板及びポータルサイトを見るよう心掛けてください。

③　休講になった場合、あるいは通常の授業で時間が不足の場合、別に補講が行われることがあります。
④�　講義は、Ｃ棟、Ｄ棟内の講義室、セミナー室およびＢ棟内にあるセミナー室などを使用して行われ
ます。

⑤　実習は、Ｃ棟の３・４階およびＤ棟の２階にある実習室を使用して行われます。

◎出席
　授業（講義・実習）には病気、忌引などやむを得ない場合を除き、出席するのが当然です。
　実習および実技の出席回数が授業回数の３分の２に満たない場合、その科目の単位は認定されませ
ん。（３分の２以上出席すれば単位を認定する、ということを意味するものではありません。）
　また講義科目の出席回数が授業回数の３分の２に満たない場合、定期試験を受験することができない
場合があります。
　以上常に気をつけ、勉学に励んでください。

◎授業欠席届
　授業を欠席する、あるいは欠席した場合、その欠席理由を明記した欠席届を各科目担当者に提出する
よう心掛けてください。この欠席届には特に定められた効力はありませんが、理由によっては担当者の
配慮が期待できます。

◎試験欠席届
　定期試験を欠席しても、再試験を受験することができます。通常、再試験には上限点に制限があり、
受験には受験料が必要ですが、後述する「試験について」の説明にあるように、定期試験の欠席理由が
「忌引」「大学院入学試験」「就職試験」「傷病」などの場合は、試験欠席届に必要書類を添付の上、定期
試験終了後の定められた期日までに薬学学務部教務課に届け出れば、審議の上、上限点や受験料が配慮
されることがあります。なお、「その他やむを得ない理由」は、相当な理由がない限り認められませんの
で注意してください。



11

基礎教育科目の選択科目の履修について
　２年次から３年次への進級要件の一つとして、１年次および２年次で、基礎教育科目の選択科目を５
単位以上修得することとなっており、その対象となる科目には大きく分けて次の３種類があります。

１．教養科目
　「教養科目とは科目名の末尾に（教養）と記載された科目で、１科目１単位となります。進級要件の
５単位のうち３単位以上は、必ず「教養科目」から修得しなければなりません。また、「教養科目」は各
学期に１科目のみ履修可能ですので、計画的に履修するようにしてください。

２．発展的・学際的な内容の科目
　基礎教育科目の選択科目として本学が開講する科目には、教養科目のほかに発展的・学際的な内容の
科目として、１年次配当の「情報科学」（１単位）、２年次配当の「医工薬連環科学」（1.5単位）があり
ます。

３．単位互換履修制度による科目履修
　単位互換履修制度とは、本学が協定を結んでいる他の大学などが開講する授業科目について、皆さん
が履修し単位を修得した場合、本学で履修した科目の単位として扱う制度です。具体的には次の２つの
プログラムがあります。修得した科目は１科目１単位として、２科目２単位まで、基礎教育科目の選択
科目として、進級・卒業要件に参入することができます。

○「「医工薬連環科学」教育システムの構築と社会還元」プログラム
　医学、看護学、工学、薬学の専門的学際的分野を学びます。参加大学は関西大学と本学です。薬学部
は２年次配当の選択科目「医工薬連環科学」などを提供しています。また医学部は「生命誌」、関西大学
は「福祉工学概論」などの科目を提供しており、遠隔講義システムを利用して、阿武山キャンパスにい
ながらにして双方向かつリアルタイムに授業を履修できます。

○「大学コンソーシアム大阪」の単位互換制度
　大阪府下の38大学が参加しています。各大学の提供科目を各大学のキャンパスで受講したり、大阪に
関する科目を学んだりすることができます。

※�旧「大阪薬科大学」が加盟し、武庫川女子大学など５大学を中心とした近畿圏の大学が参加して実施
していた「広域大学連携　臨床医工学・情報学　高度人材育成教育プログラム」（「５大学連携」と略
す）により修得した単位も、単位互換履修制度による科目履修として取り扱います。

　以上の３種類の科目の中から、各自の興味や関心に応じて履修をすることができます。履修の手続き
方法や締切については、それぞれ異なる場合がありますので、薬学学務部教務課からのお知らせに注意
してください。なお、科目によっては履修者数に制限が設けられる場合があります。
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試験について
　試験には、定期試験、再試験、特別再試験があり、大半の授業科目の単位認定は、これらの試験の成
績に基づいて行われています。必修または選択必修の授業科目の単位修得の機会は、定期試験、再試験、
翌年度以降に実施される再試験または特別再試験となります。選択科目の場合は再試験は履修した年度
のみ受験することができます。（基礎教育科目以外の選択科目は、再試験、特別再試験を実施する場合が
あります）。ただし、留年すればこの限りではありません。
　なお、再試験および特別再試験の受験には、原則として受験料が必要です。試験の実施方法等の詳細
については、年度により変更されることがあります。

【定期試験】
①各学期末に「前期定期試験」「後期定期試験」が行われます。
②�定期試験の受験には、原則としてその学期の授業回数の３分の２以上の出席が必要です。正当な理由
のない出席不足により、定期試験の受験資格がなくなる場合もありますので注意してください。

③�定期試験の評点は100点を満点とし、成績は、試験の評点、平常の成績などを考査して評定されます。
60点以上であれば、Ｃ以上（合格）と評定され、授業科目の修了が認定され、単位が与えられます。

④欠席届について
　�　定期試験を欠席しても再試験を受験できますが、次に示す欠席理由があれば薬学学務部教務課に欠
席届を提出することができます。欠席届が承認された場合、次に示す上限点で再試験を受験できます。
また、受験料は免除されます。

欠席理由 添付書類 評定上限点
忌引（一親等、または二親等の死亡）＊ 忌引届 100点
大学院入学試験 試験要項等 100点
就職試験 試験案内等 100点
傷病 診断書 80点
その他やむを得ない理由 理由書 審議の上決定

＊　一親等…必要な日数、二親等…３日以内

【再試験】
①各定期試験終了後に「前期再試験」「後期再試験」が行われます。
②�定期試験の成績の評点が59点以下（評定Ｄ：不合格）の場合、ならびに定期試験を欠席した場合、「再
試験」を受験することができます。

③�再試験の評定は60点（【定期試験】④の場合を除く）を限度とし、成績は、試験の評点、平常の成績な
どを考査して評価されます。60点以上であれば、Ｃ（合格）と評価され、授業科目の修了が認定され、
単位が与えられます。

④�「再試験」で不合格と判定されても、未修得科目が薬学部規程細則の規定以下であれば進級できます。
その場合、必修科目および選択必修科目の未修得科目は進級後改めて当該科目の配当年次に実施する
定期試験を再試験として受験し、成績が合格と判定されなかった場合、再度、再試験を受験しなけれ
ばなりません。

⑤選択科目の再試験は、履修した年度のみ受験できます。
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【特別再試験】
〔４年次特別再試験〕　薬学科・薬科学科共通
①　対象科目
　　４年次後期の再試験を終えた時点で、
　　１）�４年次までに課せられた必修科目および選択必修科目に未修得科目がある場合、その未修得科

目。
　　２）�３年次および４年次配当の「基礎教育科目以外の選択科目」の進級（薬学科）または卒業（薬

科学科）に必要な単位が不足している場合、その未修得科目。
②　受験資格
　�　４年次までに課せられた必修科目および選択必修科目の未修得科目が５科目以下であること（未修
得科目が６科目以上あるときは「４年次特別再試験」の受験資格は与えられず、留年となります）。

　（備考）�３年次および４年次配当の「基礎教育科目以外の選択科目」については、これまでに履修し
不合格となった科目のうち、（不足科目数＋２）科目まで受験することができます。

③�　特別再試験の評定は60点を限度とし、成績は、試験の評点、平常の成績などを考査して評価されま
す。60点であれば、Ｃ（合格）と評価され、授業科目の修了認定がされ、単位が与えられます。

〔６年次特別再試験〕　薬学科
①　対象科目
　　６年次前期の再試験を終えた時点で、
　　１）６年次前期に履修した必修科目に未修得科目がある場合、その未修得科目。
　　２）�６年次配当の「基礎教育科目以外の選択科目」の卒業に必要な単位が不足している場合、その

未修得科目。
②　受験資格
　　未修得科目数に制限なく受験できます。
　　（備考）�６年次配当の「基礎教育科目以外の選択科目」については、これまでに履修し不合格とな

った科目のうち、（不足科目数＋２）科目まで受験することができます。
③�　特別再試験の評定は60点を限度とし、試験の評点、平常の成績などを考査して評価されます。60点
であれば、Ｃ（合格）と評価され、授業科目の修了認定がされ、単位が与えられます。

注）�「基礎教育科目の選択科目」や、定期試験を実施せずに他の適切な方法で学修の成果を評価し単位を
与える科目（実習、実技、演習等）、および６年次配当の「薬学総合演習」については、特別再試験
を実施しません。
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成績の評定について
　授業科目を履修した後、各試験（定期試験、再試験、特別再試験など）の成績、平常の成績などを考
査して授業科目修了の認定が行われ、単位が与えられます。

①�　試験を重視する講義科目においても、試験の成績に平常の成績などが付加されることがありますの
で、講義には必ず出席することが肝要です。

②�　演習、実習および実技の授業科目の成績の評定は、筆記試験、レポート、課題研究などと併せて評
価され、実習および実技の成績は点数で、また特別実習および演習などの成績の評定は、論文あるい
は報告書などの審査により合否として判定されます。

②�　授業科目修了の認定で「定期試験」による成績の評定は、定期試験の評点および平常の成績などが
考慮されて、100点を満点とした点数で表示されます。

　�　また、「再試験」「特別再試験」による成績の評定は、各試験の評点および平常の成績などが考慮さ
れて、60点を限度とした点数で表示されます。

　�　ただし、正当な理由により定期試験を欠席した場合の再試験は、上限点などが配慮されます（「試験
について」参照）。

　授業科目の成績の評定は薬学部規程細則第３条第２項の規定により、
Ａ（100～80点）
Ｂ（79～70点）
Ｃ（69～60点）
Ｄ（59点以下）

　と表示され、Ｃ以上が合格で、その授業科目の単位が認定されます。

④�　成績の評定結果は、前期および後期の２期に分け、アドバイザーから本人および保証人に報告され
ます。
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進級と卒業について
　成績の評定は、試験による成績、平常の成績などを考査して評価、ついで授業科目修了による単位認
定がなされます。単位未修得の科目が、「薬学部規程細則」「薬学部薬科学科規程」に規定されている科
目数以内の場合は進級可、超えた場合は進級不可の査定が下されます。
　進級不可の場合、同一学年に留まり（留年）、単位未修得科目を授業の始めから履修する必要がありま
す。なお、１年次から４年次までは同一学年に２年を超えて在学することはできません。

◎入学から卒業までの流れ
薬学科

４年次 ５年次 ６年次

進級査定
学科配属 進級査定 進級査定 卒業査定

卒業

１年次 ２年次 ３年次

入学 進級査定 進級査定 薬科学科

４年次

進級査定
学科配属

卒業査定
卒業

◎進級査定＜薬学部規程細則第11条参照＞
　進級査定は年度末に行われます。各年次での進級要件は次のとおりです。なお、必修科目、選択必修
科目、選択科目には実習、演習、実技も含まれます。また、複数の要件がある場合は、すべて満たさな
ければなりません。
　１年次→２年次：１年次配当の必修科目および選択必修科目の未修得科目が５科目以下。
　２年次→３年次：①２年次までに課せられた必修科目および選択必修科目の未修得科目が５科目以下。
　　　　　　　　　③�基礎教育科目の選択科目を６単位以上修得。ただし、「教養科目」は３単位以上修

得していること。
　３年次→４年次：３年次までに課せられた必修科目および選択必修科目の未修得科目が５科目以下。
　４年次→５年次：①４年次までに課せられた必修科目および選択必修科目をすべて修得。
　　　　　　　　　②３年次から４年次に課せられた基礎教育科目以外の選択科目を４単位以上修得。
　５年次→６年次：５年次での１年以上の在学（休学期間は在学年数に入りません）。

◎卒業査定
　卒業査定は原則年度末に行われます。薬学科においては、本学に６年以上在学し、卒業査定において、
薬学部規程細則第12条に定められている卒業に必要なすべての単位を修得したとき、薬科学科において
は、本学に４年以上在学し、卒業査定において、薬学部薬科学科規程第19条に定められている卒業に必
要なすべての単位を修得したとき、卒業が認められます。
　薬学部薬学科を卒業すると「学士（薬学）」、薬学部薬科学科を卒業すると「学士（薬科学）」の学位が
与えられます。
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成績評価に関する情報開示について
　薬学部では成績評価の透明性および厳格性を保証することや、学生の皆さんの学習の参考としてもら
うことを目的として、定期試験（追試験、再試験、特別再試験を含む）問題とその解答例、答案やその
他成績評価に関する資料を原則開示することとしています。

・�試験問題、解答例を薬学部内専用WEBサイトに掲載する等の方法により開示します（開示の期間は、
原則３年間とします）。

・�成績評価に関して疑義がある場合は、確認の申請を行うことができます（別に定める「成績評価に関
する確認について」を参照してください）。

具体的な方法や期間は各学期の定期試験開始前までに別途掲示等でお知らせします。
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休学、退学、転学、復学、再入学について
◇休学
①�　病気、その他のやむを得ない理由で３か月以上にわたって修学できない場合、その理由（病気の場
合は医師の診断書）と休学願（保証人連署）を薬学学務部教務課に提出し、許可を受けなければなり
ません。

②�　休学期間は１年以内とし、年度をまたぐことはできません。引き続き休学しようとする場合は、あ
らためて願い出て許可を受ける必要があります。

③　休学期間は、通算して３年を超えることはできません。
④　休学期間は在学年数に算入されません。
⑤�　休学期間中（新入学生の前期を除く。）は学費を免除（月割）します。ただし、学部学生について
は、在籍料（月額20,000円）を納付しなければなりません。

　※�休学期間が前期の全期間の場合は３月末日、後期の全期間の場合は９月末日迄に薬学学務部教務課
へ提出してください。

◇退学と転学
　退学または転学には、その理由を明記して退学願（保証人連署）を薬学学務部教務課に提出し、許可
を受ける必要があります。

◇復学
①�　休学者の復学には復学願（保証人連署）を薬学学務部教務課に提出し、許可を得なければなりませ
ん。

②�　病気による休学者の復学には、修学に耐え得ることの医師の証明書を添付することが望ましいとし
ています。

③　復学が許可された場合、休学前の既修得単位および成績の評点は、そのまま認められます。

◇再入学
　退学あるいは除籍された者が、退学あるいは除籍の日から２年以内に再入学を願い出た場合、学力等
についての審議の上、再入学を許可されることがあります。
　ただし、除籍された者の再入学は、その事由が学費未納に限られ、未納学費を納付することも条件と
なります。
　また、退学、除籍までの在学年数は再入学後の在学年数に算入されますので、学則第７条第２項に規
定する在学年限を超過することが見込まれる場合は、再入学は許可されません。
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＜シラバス内の記載について＞

　平成27年度入学生からの本学のカリキュラムは薬学教育モデル・コアカ

リキュラム（平成25年度改訂版）に基づいて作成されています。

　薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成25年度改訂版）については、

巻末に掲載していますので、参照してください。

　GIO　　�general�instructional�objective� 一般目標�

薬剤師として求められる基本的な資質を身に付けるための一般目標

　SBO　　�specific�behavioral�objective� 到達目標�

GIO を達成するための到達目標

　コアカリキュラム番号・・・・・改訂コアカリキュラム番号

　　例：【Ａ⑴①-1】【Ｃ1⑴①-1】

　【＊】・・・・・�コアカリキュラムとは別の薬学アドバンスト教育の内容や、�

大学独自の内容

　科目担当者についての記載

　　☆・・・・・・・科目の担当代表者

　　〇・・・・・・・兼担教員

　　※・・・・・・・非常勤講師
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令和３年度　開講科目

担 当 教 員 一 覧
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令和３年度 ５年次開講科目担当教員一覧（※印は非常勤を示す）
（☆印は担当代表者を示す）
（○印は兼担教員を示す）

実習
病 院 実 務 実 習 ☆教 授 博士(医学) 中 村 敏 明

〃 教 授 博士(薬学) 中 村   任
〃 教 授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
〃 教 授 博士(医学) 矢 野 良 一
〃 教授(特任) 薬 学 士 金   美恵子
〃 教授(特任) 薬 学 士 井 上   薫
〃 教授(特任) 博士(薬学) 神 林 祐 子
〃 教授(特任) 博士(薬学) 和 田 恭 一
〃 准教授 博士(薬学) 角 山 香 織
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児
〃 准教授(特任) 学士(薬学) 津 山 俊 子
〃 助 教 学士(薬学) 羽 田 理 恵

薬 局 実 務 実 習 ☆教 授 博士(医学) 中 村 敏 明
〃 教 授 博士(薬学) 中 村   任
〃 教 授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
〃 教 授 博士(医学) 矢 野 良 一
〃 教授(特任) 薬 学 士 金   美恵子
〃 教授(特任) 薬 学 士 井 上   薫
〃 教授(特任) 博士(薬学) 神 林 祐 子
〃 教授(特任) 博士(薬学) 和 田 恭 一
〃 准教授 博士(薬学) 角 山 香 織
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児
〃 准教授(特任) 学 士(薬 学) 津 山 俊 子
〃 助 教 学士(薬学) 羽 田 理 恵

特 別 演 習 ・ 実 習
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令和３年度 ６年次開講科目担当教員一覧（※印は非常勤を示す）
（☆印は担当代表者を示す）
（○印は兼担教員を示す）

応用薬学科目
薬 局 方 総 論 ☆教 授 博士(薬学) 戸 塚 裕 一

〃 教 授 博士(薬学) 芝 野 真喜雄
〃 講 師 博士(薬学) 山 口 敬 子

先 端 分 子 医 科 学 １ ☆教 授 理 学 博 士 福 永 理己郎
〃 准教授 博士(薬学) 坂 口   実

先 端 分 子 医 科 学 ２ ☆教 授 博士(農学) 藤 森   功
〃 教 授 医 学 博 士 駒 野   淳
〃 講 師 博士(薬学) 土 屋 孝 弘

講 師 博士(医学) 小 池 敦 資
先 端 分 子 医 科 学 ３ ☆教 授 医 学 博 士 駒 野   淳

〃 教 授 博士(薬学) 平 野 智 也
医療薬学科目

アドバンスト薬物治療学２ ☆准教授 博士(薬学) 井 尻 好 雄
〃 教 授 博士(医学) 福 森 亮 雄
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児

アドバンスト薬物治療学３ ☆准教授 博士(薬学) 井 尻 好 雄
〃 教 授 博士(薬学) 岩 永 一 範
〃 教 授 博士(薬学) 天 滿   敬
〃 教 授 博士(薬学) 平 野 智 也
〃 准教授 博士(薬学) 山 田 剛 司

医 薬 品 情 報 評 価 学 ☆准教授 博士(薬学) 井 尻 好 雄
〃 教 授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
医 療 政 策 論 准教授 修士(法学) 城 下 賢 一
医 療 倫 理 論 教 授 博士(文学) 阪 本 恭 子
医 療 情 報 学 ※講 師 博 士(歯 学)

博士(情報科学) 野 崎 一 徳
漢 方 医 学 概 論 ☆教 授 博士(薬学) 芝 野 真喜雄

〃 ○名誉所長 博士(医学) 後 山 尚 久
レギュラトリーサイエンス 教 授 博士(薬学) 奥 平 桂一郎
創 薬 薬 理 学 ☆教 授 医 学 博 士 大 野 行 弘

〃 教 授 博士(薬学) 大喜多   守
〃 准教授 博士(薬科学) 清 水 佐 紀
〃 准教授 博士(医学) 田 和 正 志

薬 学 総 合 演 習 教 授 博士(薬学) 大喜多   守
実習

特 別 演 習 ・ 実 習

令和３年度　専任教員オフィスアワー一覧（５０音順）

教員氏名 場所 曜日 時間帯

浅野　晶子 分子構造化学研究室（B棟4階) 月曜日～金曜日 17：00～19：00

東　剛志 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

天ヶ瀬　葉子 研究室 月曜日 11：30～12：30

井尻　好雄 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8：00～8：50

伊藤　千紘 生化学研究室（B棟5階） 月曜日・金曜日 12：10～13：00

井上　薫 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

井上　晴嗣 薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～金曜日 18：00～19：00

岩永　一範 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日・金曜日 12：00～13：00

尹　康子 薬品物理化学研究室（B棟４階） 水曜日・木曜日 17：30～18：30

宇佐美　吉英 有機薬化学研究室（B棟6階） 金曜日 17：00～18：00

内山　博雅 製剤設計学研究室（B棟4階） 月曜日～金曜日 13:00～17：00

浦田  秀仁 機能分子創製化学研究室（B棟6階） 火曜日 18：00～19：00

大喜多 守 病態分子薬理学研究室（B棟3階） 木曜日 12：20～13：00

大野　行弘 薬品作用解析学研究室　教授室（B棟3階） 毎週金曜日 12：00～13：00

大桃　善朗 薬学教育研究センター（Ｂ棟4階） 月曜日 12：00～13：00

奥平　桂一郎 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

音窪　麻衣 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日・水曜日・木曜日 16：00～19：00

恩田　光子 社会薬学・薬局管理学研究室（B棟3階） 月曜日 16：30～18：00

加藤　巧馬 分子構造化学研究室(B棟4階) 月曜日・金曜日 12：00～13：00

加藤　隆児 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8:00～8:50

門田　和紀 製剤設計学研究室（B棟4階） 水曜日・木曜日 17：00～18：00

角山  香織 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日 18：00～19：00

金井　泰和 関西BNCT共同医療センター（本部キャンパス） 月曜日～金曜日 9:30～12:00

河合　悦子 生涯学習センター（B棟1階） 火曜日・水曜日 17：00～18：00

神林　祐子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

金　美惠子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

國澤　直史 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 火曜日 17：00～18：00

倉田　里穂 薬学教育研究センター（B棟4階） 月曜日 16：00～19：00

桒原　健 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

小池　敦資 病態生化学研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日 12：10～13：00（昼休み）

幸田  祐佳 薬物治療学研究室(Ｂ棟6階) 木曜日
12：15～12：50
17：00～18：00

駒野 淳 感染制御研究室（B棟3階） 水曜日 17：00～18：00

近藤　直哉 生体分析学研究室（B棟2階） 月曜日～金曜日 18：00～19：00

坂口　実 生体機能解析学研究室（B棟5階）
（前期）金曜日
（後期）担当授業日

12：10～13：00（昼休み）

阪本　恭子 104研究室（B棟1階） 月曜日 12：10～13：00（昼休み）

佐久間  覚 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～木曜日 実習終了時～19：30

C304実習室 火曜日～木曜日 17：30～実習終了時

C201講義室 月曜日 12：30～13：00（3年次対象）

C202講義室 金曜日 12：30～13：00（2年次対象）

芝野　真喜雄 生薬科学研究室（Ｂ棟5階：508） 水曜日 12：20～12：50

清水　佐紀 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 月曜日・金曜日 12：10～13：00（昼休み）

庄司　雅紀 社会薬学・薬局管理学研究室 第一研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日
10：00～17：00（月曜日・金曜日）
10：00～11：30（火曜日～木曜日）

城下  賢一 112室（B棟1階） 月曜日 16：30～18：00

スミス　朋子 105研究室（B棟１階) 水曜日 12：30～13：30

当麻　成人 110室（B棟１階) 水曜日・木曜日 12：00～13：00

竹林　裕美子 薬剤学研究室 (B棟2階) 月曜日～金曜日 12：00～13：00

竹本  宏輝 106室（B棟１階) 月曜日～金曜日 13：00～17：00（出張・会議時を除く）

田中  早織 薬物治療学研究室（B棟6階） 金曜日 16：00～17：00

佐藤　卓史

※臨時の会議や出張などにより担当教員が不在の可能性もあります。
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令和３年度　専任教員オフィスアワー一覧（５０音順）

教員氏名 場所 曜日 時間帯

浅野　晶子 分子構造化学研究室（B棟4階) 月曜日～金曜日 17：00～19：00

東　剛志 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

天ヶ瀬　葉子 研究室 月曜日 11：30～12：30

井尻　好雄 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8：00～8：50

伊藤　千紘 生化学研究室（B棟5階） 月曜日・金曜日 12：10～13：00

井上　薫 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

井上　晴嗣 薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～金曜日 18：00～19：00

岩永　一範 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日・金曜日 12：00～13：00

尹　康子 薬品物理化学研究室（B棟４階） 水曜日・木曜日 17：30～18：30

宇佐美　吉英 有機薬化学研究室（B棟6階） 金曜日 17：00～18：00

内山　博雅 製剤設計学研究室（B棟4階） 月曜日～金曜日 13:00～17：00

浦田  秀仁 機能分子創製化学研究室（B棟6階） 火曜日 18：00～19：00

大喜多 守 病態分子薬理学研究室（B棟3階） 木曜日 12：20～13：00

大野　行弘 薬品作用解析学研究室　教授室（B棟3階） 毎週金曜日 12：00～13：00

大桃　善朗 薬学教育研究センター（Ｂ棟4階） 月曜日 12：00～13：00

奥平　桂一郎 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

音窪　麻衣 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日・水曜日・木曜日 16：00～19：00

恩田　光子 社会薬学・薬局管理学研究室（B棟3階） 月曜日 16：30～18：00

加藤　巧馬 分子構造化学研究室(B棟4階) 月曜日・金曜日 12：00～13：00

加藤　隆児 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8:00～8:50

門田　和紀 製剤設計学研究室（B棟4階） 水曜日・木曜日 17：00～18：00

角山  香織 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日 18：00～19：00

金井　泰和 関西BNCT共同医療センター（本部キャンパス） 月曜日～金曜日 9:30～12:00

河合　悦子 生涯学習センター（B棟1階） 火曜日・水曜日 17：00～18：00

神林　祐子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

金　美惠子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

國澤　直史 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 火曜日 17：00～18：00

倉田　里穂 薬学教育研究センター（B棟4階） 月曜日 16：00～19：00

桒原　健 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

小池　敦資 病態生化学研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日 12：10～13：00（昼休み）

幸田  祐佳 薬物治療学研究室(Ｂ棟6階) 木曜日
12：15～12：50
17：00～18：00

駒野 淳 感染制御研究室（B棟3階） 水曜日 17：00～18：00

近藤　直哉 生体分析学研究室（B棟2階） 月曜日～金曜日 18：00～19：00

坂口　実 生体機能解析学研究室（B棟5階）
（前期）金曜日
（後期）担当授業日

12：10～13：00（昼休み）

阪本　恭子 104研究室（B棟1階） 月曜日 12：10～13：00（昼休み）

佐久間  覚 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～木曜日 実習終了時～19：30

C304実習室 火曜日～木曜日 17：30～実習終了時

C201講義室 月曜日 12：30～13：00（3年次対象）

C202講義室 金曜日 12：30～13：00（2年次対象）

芝野　真喜雄 生薬科学研究室（Ｂ棟5階：508） 水曜日 12：20～12：50

清水　佐紀 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 月曜日・金曜日 12：10～13：00（昼休み）

庄司　雅紀 社会薬学・薬局管理学研究室 第一研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日
10：00～17：00（月曜日・金曜日）
10：00～11：30（火曜日～木曜日）

城下  賢一 112室（B棟1階） 月曜日 16：30～18：00

スミス　朋子 105研究室（B棟１階) 水曜日 12：30～13：30

当麻　成人 110室（B棟１階) 水曜日・木曜日 12：00～13：00

竹林　裕美子 薬剤学研究室 (B棟2階) 月曜日～金曜日 12：00～13：00

竹本  宏輝 106室（B棟１階) 月曜日～金曜日 13：00～17：00（出張・会議時を除く）

田中  早織 薬物治療学研究室（B棟6階） 金曜日 16：00～17：00

佐藤　卓史

※臨時の会議や出張などにより担当教員が不在の可能性もあります。
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教員氏名 場所 曜日 時間帯

田中　智 生体機能解析学研究室（B棟5階） 月曜日 18：00～19：00

田邊　久美子 研究室（B棟１階) 水曜日 12：30～13：00

谷口  雅彦 生薬科学研究室（Ｂ棟5階） 火曜日 17：00～18：00

田和　正志 病態分子薬理学研究室（B棟3階） 月曜日 12：10～13：00

土屋　孝弘 感染制御学研究室第2研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日
12：30～13：00
17：00～19：00

津山　俊子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

天滿　敬 生体分析学研究室（B棟2階） 火曜日 17：00～18：00

土井　光暢 分子構造化学研究室（Ｂ棟4階） 火曜日～金曜日 17：00～19：00

戸塚　裕一 製剤設計学研究室（Ｂ棟4階） 火曜日 17：00～19：00

友尾  幸司 薬品物理化学研究室（B棟4階：R423） 金曜日 17：00～19：00

永井　純也 薬剤学研究室（B棟2階） 水曜日・木曜日 12：20～12：50

中川　恵輔 病態分子薬理学研究室（B棟3階） 月曜日 12：00～13：00（昼休み）

永田　誠 108室（B棟1階） 月曜日 12：10～13：00

中村　任 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日 12：10～13：00 

中村　敏明 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日 18：30～19：30

長谷井　友尋 薬学教育研究センター（B棟4階） 木曜日 16：00～17：00

羽田　理恵 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

林　淳祐 機能分子創製化学研究室（B棟6階） 月曜日・金曜日
12：10～13：00
16：30～18：00

葉山　登 有機薬化学研究室（B棟6階） 月曜日 16：00～17：00

平田　雅彦 生体分析学研究室（B棟1階） 月曜日・金曜日 12：30～13：30

平田　佳之 生薬科学研究室（B棟5階） 月曜日 12：10～13：00

平野 智也 医薬分子化学研究室（B棟6階） 火曜日 18：00～19：00

福永　理己郎 生化学研究室（B棟5階） 月曜日～金曜日
12：10～13：00（平日）
16：10～17：30（金曜日のみ）

福森　亮雄 薬物治療学II研究室（B棟6階） 火曜日 17：00～18：00

藤井　忍 生化学研究室(R517)（B棟5階） 金曜日 16：30～18：00

藤嶽  美穂代 MS室 水曜日 12：00～13：00

藤森　功 病態生化学研究室（B棟3階) 火曜日 12：10～13：00

細畑　圭子 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 講義日 各講義終了後1時間

前原　都有子 病態生化学研究室（B棟3階） 月曜日 18：00～19：00

松村 人志 薬物治療学研究室（B棟6階） 火曜日 17：00～18：00

箕浦　克彦 中央機器研究施設　NMR室 金曜日
12：10〜13：00
16：30〜19：00

宮崎　誠 薬学教育研究センター（B棟4階）
（前期）月曜日～水曜日
（後期）月曜日・金曜日

13：00～18：00

宮本  勝城 感染制御学研究室（B棟3階） 金曜日 17：00～19：00

本橋 秀之 薬剤学研究室（B棟2階） 水曜日・木曜日 12：20～12：50

柳田　寛太 薬物治療学II研究室（B棟6階） 月曜日・水曜日 17:00～18:00

矢野　良一 C棟3階 C305室
水曜日
金曜日

12：10～13：00
17：00～18：00

山沖　留美 管理室（B棟地下1階） 火曜日 12：00～13：00

山口 敬子 薬物治療学II研究室（B棟6階） 火曜日 12：00～13：00

山田　剛司 医薬分子化学研究室（B棟6階：615） 金曜日
7：00～9：00
17：00～19：00

米山　弘樹 有機薬化学研究室（B棟６階) 月曜日・金曜日 16：00～18：00

和田　恭一 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

和田　俊一 機能分子創製化学研究室（B棟6階:616） 月曜日～金曜日 12：10～13：00

※臨時の会議や出張などにより担当教員が不在の可能性もあります。
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１年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基

礎

教

育

科

目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 　　　▲：選択必修科目
地 球 環 境 論(教養) ○ 1 　○：選択科目　　
政 治 と 社 会(教養) ○ 1
基 礎 心 理 学(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 ２(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 学 １ ● 1
数 学 ２ ● 1
物 理 学 １ ● 1
物 理 学 2 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 2 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 2 ● 1
ド イ ツ 語 1 ※１ ▲ 1 ※ 1　	ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより

１カ国語を選択必修ド イ ツ 語 2 ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 1 ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 2 ※１ ▲ 1
中 国 語 1 ※１ ▲ 1
中 国 語 2 ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル 1 ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル 2 ※１ ▲ 1
身 体 運 動 科 学 ● 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 1 ● 1
情 報 科 学 ○ 1
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

薬 学 入 門 ● 1
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 1 ● 1.5
物 理 化 学 1 ● 1.5
分 析 化 学 1 ● 1.5
生 化 学 1 ● 1.5
機 能 形 態 学 1 ● 1.5

応用薬
学科目 生 薬 学 ● 1.5

医
療
薬

学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 病 態 1 ● 1.5
人 体 の 構 造 と 病 態 2 ● 1.5

実習
基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1
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２年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基

礎

教

育

科

目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 ○：選択科目		　
地 球 環 境 論(教養) ○ 1
政 治 と 社 会(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学(教養) ○ 1
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基

礎

薬

学

科

目

有 機 化 学 ２	 ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学	 ● 1.5
機 能 形 態 学 ２	 ● 1.5
生 物 無 機 化 学	 ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １	 ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実
　
習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1
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５
年
次
生

３年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目	　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目	　
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ● 1.5
医 療 と 法 ● 1

基
礎
薬
学

科
目

有 機 化 学 ４	 ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

医 療 統 計 学 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
ゲ ノ ム 医 科 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1
物 理 薬 剤 学 ● 1.5
合 成 化 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２	 ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
製 剤 学 ● 1.5
生 物 薬 剤 学 ２ ● 1.5
薬 物 動 態 解 析 学 ● 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5
医 薬 品 情 報 学 ● 0.5

実

習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
薬 剤 学 実 習 ● 1
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４年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ●：必修科目　　
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ● 1.5 　○：選択科目　　
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊	選択科目は同時間に複数科

目開講することがある分 子 設 計 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １	 ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度	 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 ４	 ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
病 態 ・ 薬 物 治 療 学 演 習 ○ 1
生 命 医 療 倫 理 ● 1.5
制 度 経 済 ● 1.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 0.5
臨 床 化 学 ○ 1
臨 床 生 理 学 ○ 1

実　
習

臨 床 導 入 学 習 １ ● 4

※ 2　	薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行い、
18単位取得する。

臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 演 習 ・ 実 習 ( 前 期 ) ● 5
特 別 演 習 ・ 実 習 ( 後 期 ) ● 6
特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
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５
年
次
生

５年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
５年次

単位 備　　考
前期 後期

実　

習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ●：必修科目　　
薬 局 実 務 実 習 ● 10 　○：選択科目　　

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
※ 2　	特別演習・実習は 4年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。

６年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
６年次

単位 備　　考
前期 後期

応
用
薬
学
科
目

薬 局 方 総 論 ● 1 ●：必修科目　　
先 端 分 子 医 科 学 １ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ２ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ３ ○ 0.5 ○：選択科目　　

医
療
薬
学
科
目

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ２ ○ 0.5 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ３ ○ 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
医 療 政 策 論 ○ 0.5
医 療 倫 理 論 ○ 0.5
医 療 情 報 学 ○ 0.5
漢 方 医 学 概 論 ○ 0.5
レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス ○ 0.5
創 薬 薬 理 学 ○ 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 3 ※ 2　	特別演習・実習は４年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ● 18



病院実務実習	 Comprehensive	Clinical	Practice	in	Hospital

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆中村　敏明　　中村　　任　　恩田　光子　　矢野　良一　　金　美惠子
　井上　　薫　　神林　祐子　　和田　恭一　　角山　香織　　加藤　隆児
　津山　俊子　　羽田　理恵

5年次・通年 10 必修

・授業の目的と概要
本科目は、６年制薬学教育にあたって義務付けられている病院における参加型実務教育科目であり、臨床に係る実践的能力を
持つ薬剤師を養成することを目的とする。
・一般目標（GIO）
・�患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医
療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。
・�医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的管
理の基本的な流れを把握する。
・�処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を修得する。
・�患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報
を基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。
・�医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医療における多職種
の役割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。
・�地域での保険・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅医療、地域保健、福祉、プライマリケア、セルフ
メディケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、地域住民の健康の回復、維持、向
上に関わることができる。
・自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度の必要性を体得する。

・授業の方法
病院での実習
なお、状況に応じて遠隔実習を実施する場合がある。

・成績評価
I.概略評価
指導薬剤師と実習生が、定期的（２～４週間毎を目安）に、概略評価表を基に評価を行い、実習の振り返りを行うことで実習
生がどの程度、何が成長したか評価する。
II.実務実習記録（日誌・レポート）による評価
実習生は、毎日の日誌に自分がその日学習した内容、体験した事例、修得した能力等を簡潔に記録して指導薬剤師、教員等の
指導者に提示する。指導者は、その日誌の報告で実習生の実習の進捗状況を確認するとともに、実習についてフィードバックを
行う。実習生は、指導者からのアドバイスを受けて薬剤師として求められる臨床能力の成長を確認する。
III.合否に関わる成績の決定
大学では、実務実習記録による評価50%、学生との懇談内容10%、指導薬剤師による評価30%、学生のルーブリック10%とい
う割合で、総合評価を行う。
・試験・課題に対するフィードバック方法
日誌への記載、必要に応じて指導薬剤師ならびに担当教員が直接フィードバックする。

・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容
中村敏（薬剤師）・中村任（薬剤師）・矢野（薬剤師）・金（薬剤師）・井上薫（薬剤師）・神林（薬剤師）・和田恭（薬剤師）・
角山（薬剤師）・津山（薬剤師）・羽田（薬剤師）／病院・薬剤師実務経験、薬局薬剤師実務経験などを活かし、臨床（病院）に
係る実践的能力を持つ薬剤師を養成するため、参加型実務教育に係る指導を行う。
・学位授与方針との関連
本科目は以下のディプロマポリシーと関連している。
○薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
○薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
○地域において必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
○薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。

・関連科目
関連科目：「医療薬剤学」「医薬品情報学」「医薬品安全性学」「コミュニティファーマシー」「臨床導入学習１」「臨床導入学習
２」「薬物治療学１～５」「アドバンスト薬物治療学１～２」
・教科書
『薬学生のための病院・薬局実務実習テキスト』日本病院薬剤師会近畿ブロック／日本薬剤師会大阪・近畿ブロック（編）　
じほう

（☆印は担当代表者）

（☆印は担当代表者）
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・参考書
『治療薬マニュアル』医学書院

・備考
11週に渡る病院での実習の中で、薬学教育モデル・コアカリキュラムの「F薬学臨床」のうち以下のSBOｓを学習する。また、
Ａ領域に関する項目も学習する。
・授業計画

回 項　　目
（１）薬学臨床の基礎
【①早期臨床体験】
・患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、その体験が薬剤師業務の重要性について討議する。（知
識・態度）
・地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度）
【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕
・医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
・患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）
・薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ることができる。（態度）
・職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）
【③臨床実習の基礎】
・病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連付けて説明できる。
・代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管理について説明できる。
・入院から退院に至るまで入院患者の医療に継続して関わることができる。（態度）
・急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理について説明できる。
・周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。
・終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。
・外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。
・保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概説することができる。
（２）処方せんに基づく調剤
【①法令・規則等の理解と遵守】〔Ｂ（２）、（３）参照〕
・調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（知識・技能）
・法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適正に実施する。（技能・態度）
【②処方せんと疑義照会】
・処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・処方せんの正しい記載方法を例示できる。（技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。（知識・技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から判断して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）
【③処方せんに基づく医薬品の調製】
・主な医薬品の一般名・剤形・規格が該当する製品を選択できる。（技能）
・適切な手順で後発医薬品を選択できる。（知識・技能）
・処方せんに従って計数・計量調剤ができる。（技能）
・錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
・一回量一包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）
・注射処方せんに従って注射薬調剤ができる。（技能）
・注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。
・注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作を実施できる。（技能）
・抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を実施できる。（知識・技能）
・特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができる。（知識・技能）
・調製された薬剤に対して、監査が実施できる。（知識・技能）
【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】
・患者・来局者に合わせて適切な応対ができる。（態度）
・患者・来局者が、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順
で聞き取ることができる。（知識・態度）
・医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）
・患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。（知識・態度）
・妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。（知識・態度）
・お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。（態度）
・収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知識・技能）
【⑤医薬品の供給と管理】
・医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。（知識・技能）
・医薬品の適切な在庫管理を実施する。（知識・技能）
・医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。
・劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・技能）
・特定生物由来製品の適切な管理と取り扱いを体験する。（知識・技能）
【⑥安全管理】
・特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の安全管理を体験する。（知
識・技能・態度）
・調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。
・施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と発生後の適切
な対処法を提案することができる。（知識・態度）
・施設内の安全管理指針を遵守する。（態度）
・施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。（技能）
・臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。（技能・態度）
・院内での感染対策（予防、蔓延防止など）について具体的な提案ができる。（知識・態度）
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（３）薬物療法の実践
【①患者情報の把握】
・基本的な医療用語、略語を適切に使用できる。（知識・態度）
・患者・来局者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）が、薬物療法に必要な
情報を収集できる。（技能・態度）
・患者の身体所見を薬学的管理に活かすことができる。（技能・態度）
【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕
・施設内において使用できる医薬品の情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能）
・薬物療法に対する問い合わせに対し、根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）
・医療スタッフおよび患者のニーズに合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）
・安全で有効な薬物療法に必要な医薬品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）
・緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱うことができる。（知識・態
度）
【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】
・代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。
・治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。
・患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬剤の特徴（作用機序
や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。（知識・態度）
・処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態度）
・入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。（知識・態度）
・アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）
・処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。
・処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師等に判りやすく説明できる。
（知識・態度）
【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】
・医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。（知識・技能）
・薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の提案ができる。（知識・態度）
・薬物血中濃度の推移が薬物療法の効果および副作用について予測できる。（知識・技能）
・臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。
・薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などが評価できる。
・副作用の発現について、患者の症状や検査所見などが評価できる。
・薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等
の変更を提案できる。（知識・態度）
・報告に必要な要素（５W1H）に留意して、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）
・患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、形式等で適切に記録する。（知識・技能）
・医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）
（ 4）チーム医療への参画
【①医療機関におけるチーム医療】
・�薬物療法上の問題点を解決するために、他の薬剤師および医師・看護師等の医療スタッフと連携できる。（態度）
・�医師・看護師等の他職種と患者の状態（病状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、治療開始後の変化（治療効
果、副作用、心理状態、QOL�等）の情報を共有する。（知識・態度）
・�医療チームの一員として、医師・看護師等の医療スタッフと患者の治療目標と治療方針について討議（カンファレンス
や患者回診への参加等）する。（知識・態度）
・�医師・看護師等の医療スタッフと連携・協力して、患者の最善の治療・ケア提案を体験する。（知識・態度）
・�医師・看護師等の医療スタッフと連携して退院後の治療・ケアの計画を検討できる。（知識・態度）
・�病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の立場で参加できる。（知
識・態度）
（ 5）地域の保健・医療・福祉への参画�
【④災害時医療と薬剤師】
・災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できる。
・災害時における病院・薬局と薬剤師の役割について討議する。（態度）
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５
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次
生

薬局実務実習	 Comprehensive	Clinical	Practice	in	Pharmacy

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆中村　敏明　　中村　　任　　恩田　光子　　矢野　良一　　金　美惠子
　井上　　薫　　神林　祐子　　和田　恭一　　角山　香織　　加藤　隆児
　津山　俊子　　羽田　理恵

5年次・通年 10 必修

・授業の目的と概要
本科目は、６年制薬学教育にあたって義務付けられている薬局における参加型実務教育科目であり、臨床に係る実践的能力を
有する薬剤師を養成することを目的とする。
・一般目標（GIO）
・�患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医
療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。
・�医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師が活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的管
理の基本的な流れを把握する。
・�処方せんに基づく調剤業務を安全かつ適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的な調剤業務を修得する。
・�患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報
を基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。
・�医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療へ積極的に参画するために、チーム医療における多職種
の役割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。
・�地域での保健・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅医療、地域保健、福祉、プライマリ・ケア、セル
フメディケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、地域住民の健康の回復、維持、
向上に関わることができる。

・授業の方法
薬局での実習
なお、状況に応じて遠隔実習で実施する場合がある。

・成績評価
I.概略評価
指導薬剤師と実習生が、定期的（２～４週間毎を目安）に、概略評価表を基に評価を行い、実習の振り返りを行うことで実習
生がどの程度、何が成長したか評価する。
II.実務実習（日誌・レポート）による評価
実習生は、自分がその日学習した内容、体験した事例、修得した能力等を実務実習記録（日誌・レポート）に毎日簡潔に記録
し、指導薬剤師及び教員等の指導者に提示する。指導者は、提出された当該記録の内容などに基づき、実習の進捗状況を確認す
るとともに、適宜フィードバックを行う。実習生は、指導者からのアドバイスを受けて薬剤師として求められる臨床能力を自覚
し、自己成長の度合いを省察する。
III.合否に関わる成績の決定
大学では、実務実習記録による評価50%、学生との懇談内容10%、指導薬剤師による評価30%、学生のルーブリック10%とい
う割合で、総合評価を行う。
・試験・課題に対するフィードバック方法
日誌への記載、必要に応じて指導薬剤師ならびに担当教員が直接フィードバックする

・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容
中村敏（薬剤師）・中村任（薬剤師）・矢野（薬剤師）・金（薬剤師）・井上薫（薬剤師）・神林（薬剤師）・和田恭（薬剤師）・
角山（薬剤師）・津山（薬剤師）・羽田（薬剤師）／病院・薬剤師実務経験、薬局薬剤師実務経験などを活かし、臨床（薬局）に
係る実践的能力を持つ薬剤師を養成するため、参加型実務教育に係る指導を行う。
・学位授与方針との関連
本科目は以下のディプロマポリシーと関連している。
○薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
○薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
○地域において必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
○薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。

・関連科目
関連科目：「医療薬剤学」「医薬品情報学」「医薬品安全性学」「コミュニティファーマシー」「臨床導入学習１」「臨床導入学習
２」「薬物治療学１～５」「アドバンスト薬物治療学１～２」
・教科書
『薬学生のための病院・薬局実務実習テキスト』日本病院薬剤師会近畿ブロック／日本薬剤師会大阪・近畿ブロック（編）　
じほう

（☆印は担当代表者）
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・参考書
『治療薬マニュアル』医学書院

・備考
11週に渡る薬局での実習の中で、薬学教育モデル・コアカリキュラムの「F薬学臨床」のうち以下のSBOｓを学習する

・授業計画

回 項　　目
（ 1）薬学臨床の基礎
【①早期臨床体験】
・患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、薬剤師業務の重要性について討議する。（知識・態度）
・地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づき、その重要性や課題を討議する。（知識・態度）
【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕
・医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
・患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）
・薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ることができる。（態度）
・職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）
【③臨床実習の基礎】
・保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概説することができる。
・薬局における薬剤師業務の流れを相互に関連付けて説明できる。
・来局者の調剤に対して、処方せんの受付から薬剤の交付に至るまで継続して関わることができる。（知識・態度）
（２）処方せんに基づく調剤
【①法令・規則等の理解と遵守】〔Ｂ（２）、（３）参照〕
・調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（知識・技能）
・法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適正に実施する。（技能・態度）
・保険薬局として必要な条件や設備等を具体的に関連付けて説明できる。
【②処方せんと疑義照会】
・処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・処方せんの正しい記載方法を例示できる。（技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。（知識・技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から判断して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）
【③処方せんに基づく医薬品の調製】
・主な医薬品の一般名・剤形・規格から該当する製品を選択できる。（技能）
・適切な手順で後発医薬品を選択できる。（知識・技能）
・処方せんに従って計数・計量調剤ができる。（技能）
・錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
・一包化調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）
・注射処方せんに従って注射薬調剤ができる。（技能）
・注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。
・注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作を実施できる。（技能）
・特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができる。（知識・
技能）
・調製された薬剤に対して、監査が実施できる。（知識・技能）
【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】
・患者・来局者に合わせて適切な応対ができる。（態度）
・患者・来局者が、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順
で聞き取ることができる。（知識・態度）
・医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）
・患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。（知識・態度）
・妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。（知識・態度）
・お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。（態度）
・収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知識・技能）
【⑤医薬品の供給と管理】
・医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。（知識・技能）
・医薬品の適切な在庫管理を実施する。（知識・技能）・医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。
・劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・技能）
【⑥安全管理】
・特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の安全管理を体験する。（知
識・技能・態度）
・調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。
・施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と発生後の適切
な対処法を提案することができる。（知識・態度）
・施設内の安全管理指針を遵守する。（態度）・施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。（技能）
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（３）薬物療法の実践
【①患者情報の把握】
・基本的な医療用語、略語を適切に使用できる。（知識・態度）
・患者・来局者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）が、薬物療法に必要な
情報を収集できる。（技能・態度）
・患者の身体所見を薬学的管理に活かすことができる。（技能・態度）
【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕
・施設内において使用できる医薬品の情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能）
・薬物療法に対する問い合わせに対し、根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）
・医療スタッフおよび患者のニーズに合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）
・安全で有効な薬物療法に必要な医薬品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）
・緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱うことができる。（知識・態
度）
【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】
・代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。
・治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。
・患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬剤の特徴（作用機序
や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。（知識・態度）
・処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態度）
・入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。（知識・態度）
・アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）
・処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。
・処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師等に判りやすく説明できる。
（知識・態度）
【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】
・医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。（知識・技能）
・薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の提案ができる。（知識・態度）
・薬物血中濃度の推移が薬物療法の効果および副作用について予測できる。（知識・技能）
・臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。
・薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などが評価できる。
・副作用の発現について、患者の症状や検査所見などが評価できる。
・薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等
の変更を提案できる。（知識・態度）
・報告に必要な要素（５W1H）に留意して、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）
・患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、形式等で適切に記録する。（知識・技能）
・医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）
（ 4）チーム医療への参画
【①地域におけるチーム医療】
・地域における医療機関と薬局薬剤師の連携を体験する。（知識・態度）
・地域医療を担う職種間で地域住民に関する情報共有を体験する。（技能・態度）
（ 5）地域の保健・医療・福祉への参画�
【①在宅（訪問）医療・介護への参画】
・在宅医療・介護に関する薬剤師の管理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務）を体験する。（知識・態度）
・地域における介護サービスや介護支援専門員等の活動と薬剤師との関わりを体験する。（知識・態度）
・在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集と報告を体験する。（知識・態
度）
【②地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への参画】
・学校薬剤師の業務を体験する。（知識・技能）
・地域住民の衛生管理（消毒、食中毒の予防、日用品に含まれる化学物質の誤嚥誤飲の予防等）における薬剤師活動を体
験する。（知識・技能）
【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】
・薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等をリスクに応じ適切に
取り扱い、管理できる。（技能・態度）
・来局者から収集した情報や身体所見などに基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調を推測できる。（知識・態度）
・来局者に対して、病状に合わせた適切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品・一般用医薬品および検査
薬などの推奨、生活指導等）を選択できる。（知識・態度）
・選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等の使用方法や
注意点などを来局者に適切に判りやすく説明できる。（知識・態度）
・疾病の予防および健康管理についてのアドバイスを体験する。（知識・態度）
【④災害時医療と薬剤師】
・災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できる。
・災害時における病院・薬局と薬剤師の役割について討議する。（態度）

39



312

特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
６年次前期 18 必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課
題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）
研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま
とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。　
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
配属した研究室における研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施
と「卒業論文」の作成を行う。評価項目として、配属期間における研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技
能」、さらに「研究発表」および「卒業論文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階
で評価する。「態度」、「技能」の評価項目では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業
論文」については、１点の評価の細目数が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。なお、「研究発表」の
評価に際しては、プレゼンテーション能力に関するルーブリック表を取り入れて実施する。
・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を養
う。さらに、医療の進歩と改善に資する研究を遂行する意欲を醸成するとともに、研究活動を通して科学的根拠に基づく問題発
見・解決能力を修得する。

IS5014
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特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
６年次前期 18 必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課

題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）
研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま

とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。　
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
配属した研究室における研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施

と「卒業論文」の作成を行う。評価項目として、配属期間における研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技
能」、さらに「研究発表」および「卒業論文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階
で評価する。「態度」、「技能」の評価項目では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業
論文」については、１点の評価の細目数が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。なお、「研究発表」の
評価に際しては、プレゼンテーション能力に関するルーブリック表を取り入れて実施する。
・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を養

う。さらに、医療の進歩と改善に資する研究を遂行する意欲を醸成するとともに、研究活動を通して科学的根拠に基づく問題発
見・解決能力を修得する。
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薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳調

節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分子
レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発

アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造化
学的に解明する。
③放線菌におけるATP結合カセット(ABC)トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明

放線菌 S.thermoviolaceus OPC-520株由来キシロオリゴ糖トランスポーターは、微生物ABCトランスポ
ーターの一つであり、 4 種のBxlタンパク質群からなる。これらの各Bxlタンパク質の構造と機能を解析し、
本放線菌における糖輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明

病原細菌の一つである Vibriovulnificus M2799株は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り
込みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタン
パク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り
込み阻害物質の分子設計を行う。

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造が機能発現に大きな影響を与えることがある。これら
のペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を変化させ、構造と活性の関係について調べる。

②αヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすいアミノ酸配列が知られている。これらを基により
安定な構造や制御された会合体のデザインを行う。

③膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送するためのツールとして注目されている。天然のアミノ
酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新しいタイプの膜透過性ペプチドを設計し、その機能
評価を行う。

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤(分子イメージングプローブ)の開発研究：各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾
患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳神経疾患や、それら多くの疾患に共通す
る病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、
各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画像診断薬剤(分子イメージングプロー
ブ)の開発研究を行う。

②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究：これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤
(分子イメージングプローブ)と各種の病態モデル動物を用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡
の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージングバイオマーカーとした診断への応用可能性につ
いて検討する。

③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
ス研究：がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法(BNCT)は、革新的
な治療効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の
開発、および、その有効性を評価するための方法論開発にある。本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行
う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。
②複素環化合物の官能基導入反応の開発と医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した
新たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。
③合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発とその応用
④市販の原料から創薬研究で求められる非天然アミノ酸への直接変換を触媒する新反応の開発

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
�　核酸医薬の生体内安定性の向上と遺伝子発現抑制作用の両立を目指した新規プロドラッグ型修飾核酸
を設計、合成および活性評価を行っている。
②細胞内移送能を有するキャリアペプチドの開発
�　細胞膜を透過する機能を有するペプチド（細胞膜透過性ペプチド）は、極性を有する化合物（医薬品）
を細胞内に入れる有力なデバイスの 1つである。
　この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用いてその細胞膜透過能の評価を行う。
③細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用
�　アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通
過して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細
胞内への移行性を細胞を用いて評価する。
④がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発
�　�がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を
組み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子
の開発を行う。
⑤金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究
�　DNAの核酸塩基間に金属イオンが配位した金属錯体型塩基対がDNAポリメラーゼの複製反応により形
成されることを初めて見出した。この反応の金属選択性等について検討を行っている。
⑥天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の
開発
�　天然には存在しないL型リボースから成るDNAやRNAを化学合成し、その優れたな生体内安定性をを
利用してin�vivoで応用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

生薬・天然物科学
谷 口　 雅 彦
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②サプリメントの有用性に関する研究
③タンパク質間相互作用並びにエピゲノムを制御する天然成分の探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。

②複素環化合物の官能基導入反応の開発と医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した
新たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。

③合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発とその応用
④市販の原料から創薬研究で求められる非天然アミノ酸への直接変換を触媒する新反応の開発

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
�　核酸医薬の生体内安定性の向上と遺伝子発現抑制作用の両立を目指した新規プロドラッグ型修飾核酸
を設計、合成および活性評価を行っている。

②細胞内移送能を有するキャリアペプチドの開発
�　細胞膜を透過する機能を有するペプチド（細胞膜透過性ペプチド）は、極性を有する化合物（医薬品）
を細胞内に入れる有力なデバイスの 1つである。
　この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用いてその細胞膜透過能の評価を行う。

③細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用
�　アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通
過して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細
胞内への移行性を細胞を用いて評価する。

④がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発
�　�がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を
組み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子
の開発を行う。

⑤金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究
�　DNAの核酸塩基間に金属イオンが配位した金属錯体型塩基対がDNAポリメラーゼの複製反応により形
成されることを初めて見出した。この反応の金属選択性等について検討を行っている。

⑥天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の
開発
�　天然には存在しないL型リボースから成るDNAやRNAを化学合成し、その優れたな生体内安定性をを
利用してin�vivoで応用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

生薬・天然物科学
谷 口　 雅 彦
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②サプリメントの有用性に関する研究
③タンパク質間相互作用並びにエピゲノムを制御する天然成分の探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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臨 床 漢 方 薬 学
芝 野　 真 喜 雄

①　漢方生薬の薬能に関する科学的研究
　　滋陰生薬の老化細胞に対する抗炎症作用に関する研究
　　漢方製剤を用いたがん悪液質の予防・治療薬の開発に関する研究
②　生薬資源と品質評価に関する研究
　　ウラルカンゾウの育種研究と品質評価法の開発に関する研究
　　キキョウの品質評価と効率的栽培法の開発に関する研究
③　生薬の副作用に関する研究
　　シコンやオウゴンの肝機能障害原因成分の探索と評価法に関する研究

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
伊 藤　 千 紘

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明造血サイトカイン、特にＧ-ＣＳＦ（顆粒球
コロニー刺激因子）による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分化の分子メカニズムを明らかにするため
に、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内情報伝達に関わるタンパク質の分子機
能と生理的役割を研究する。

②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割
を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特にＭＡＰキナーゼカスケードに焦点を当て、
ＭＡＰキナーゼやＭｎｋキナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、その分子的・生理的機能を明らか
にする。

③ロイシンリッチα 2グリコプロテイン（LRG）の機能解明ほ乳類の血液中に存在するLRGは毒ヘビ血液中
に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を示す。LRGノックアウトマウスの表現形を野生
型と比較することによってLRGの生理機能を明らかにするとともに、哺乳類細胞発現系を用いて組換え
LRGを大量発現させて分子機能を明らかにする。

④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明本研究室で発見した 3種類のホスホリパーゼ
A2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組換えタンパク質の大量発現とX線結晶解析、部
位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の解析などについて検討する。

⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用い
た発現系を構築して精製し、酵素反応速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機
構で酵素が基質に作用するのかを明らかにする。

⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造の
よく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害作用、およびその物質と酵素との結合を酵素
反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質との結合様式を明らかにする。

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①脂質代謝異常疾患、特に肥満に関する研究肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･予防する薬
剤を開発する。
1）脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
2）NASH進展における脂質メディエーターの機能解明
3）筋細胞への糖取込み促進機構の解明
4）肥満のエピジェネティクス制御

②天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
1）肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
2）脂肪細胞の褐色化（ベージュ化）を誘導する成分の同定と作用機構の解析
3）筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
4）脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
5）活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析

③脂質メディエーターによる炎症制御に関する研究
1）肺炎などの呼吸器疾患における脂質メディエーターの機能解明
2）アスピリン喘息に関する研究

④マクロファージの機能制御に関する研究 1）マクロファージの活性化制御に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
 ( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
 ( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
 ( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
 ( 4 )病原微生物の分子疫学的解析

②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究

 ( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
 ( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
 　各種がん細胞の増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検討する。

②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。
 　細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用
を目指す。

③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。
 　生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗
がん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。

⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究
河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも

に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
 ( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
 ( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
 ( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
 ( 4 )病原微生物の分子疫学的解析

②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究

 ( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
 ( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
 　各種がん細胞の増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検討する。

②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。
 　細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用
を目指す。

③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。
 　生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗
がん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。

⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究
河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも

に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 剤 学
永 井　 純 也
本 橋　 秀 之
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究薬物動態
の主要な 4 つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素などの薬
物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御分子の発
現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。

②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究薬物が薬効を発現するためには、
作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因の一つに望まない部位への薬物の到
達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランスポーターなどの薬物動態制御分子が
関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標的とすることで、特定部位への効率
的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは副作用低減を目指した研究を行う。

③間葉系幹細胞を用いた新規薬物送達法及び治療法の開発間葉系幹細胞の一つである脂肪幹細胞は、がん
組織特異的な集積性を有するとされ、がん組織に抗がん剤を選択的に送達するためのDDS素材として注
目されている。一方、脂肪幹細胞は組織障害を軽減することも報告されており、細胞医薬としての応用も
期待されている。本研究では、抗がん剤のキャリアーとしての脂肪幹細胞の有用性評価に加え、薬剤性組
織障害に対する脂肪幹細胞の低減効果について、検討を進め、脂肪幹細胞を用いた新規治療法の開発に向
けた研究を行う。

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善新規の製剤設計あるいは機能性食品
開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。

②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノ
クラスター構造などを開発する。

③経肺投与に適した機能性微粒子の研究人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の
開発を目指す

④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品
や健康食品に有用な粒子開発を行う。

⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計数値シミュレーションを利用して高効率で肺内
に送達可能な粉末吸入製剤の設計

⑥in vitro-in vivoの関係性を精度よく予測できる試験系の構築 (注射および経肺投与に関して) in vitro-in 
vivoの関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミレーションによる予測の精度を高める研究 

(細胞および動物も使用予定)

病態分子薬理学
大 喜 多　 守
田 和　 正 志
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管作動性物質の産生調節機構
 　培養血管内皮細胞を用い、エンドセリンや一酸化窒素の産生調節機構について、遺伝子発現および転写
調節機構の観点から検討する。

②種々循環器疾患の発症と進展機構における血管作動性物質の病態生理学的役割
 　高血圧、急性・慢性腎臓病、虚血性・慢性心臓病などの疾患モデル動物を作製し、病態の発症と進展に
おける種々の生体因子(ノルアドレナリン・エンドセリン・一酸化窒素など)の役割を検討する。

③腎疾患と血管機能
 　急性・慢性腎障害モデル動物を用いて、尿毒症物質により誘発される血管機能障害発症メカニズムと
新たな治療法の確立について検討する。

④循環器疾患と性差
 　虚血性・慢性・薬剤性腎障害、虚血性心疾患、容量負荷心不全などの疾患モデル動物を作製し、病態の
発症・進展における性差メカニズムについて検討する。

⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構
 　腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観
点から検討する。

⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究
 　高血圧や糖尿病などの疾患モデル動物に対する抗酸化性機能性食品素材(天然物由来ポリフェノール
成分など)の病態改善効果について検討する。

⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療
 　種々の肺性高血圧実験モデル動物を用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討す
る。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

45



318

薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患（統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など）の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患（パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など）の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル （Kir4.1チャネル）の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質2A （Synaptic vesicle glycoprotein 2A SV2A）の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」・酸化ストレスが動脈硬
化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性・睡眠時無呼吸症候群に関連す
る間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態
学的メカニズムと治療薬の開発・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解
明・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムに
よる重篤副作用の予測・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子
柳 田　 寛 太

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックアウト・イン細胞や生物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質（腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など）の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患（統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など）の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患（パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など）の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル （Kir4.1チャネル）の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質2A （Synaptic vesicle glycoprotein 2A SV2A）の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」・酸化ストレスが動脈硬
化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性・睡眠時無呼吸症候群に関連す
る間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態
学的メカニズムと治療薬の開発・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解
明・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムに
よる重篤副作用の予測・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子
柳 田　 寛 太

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックアウト・イン細胞や生物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質（腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など）の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

315

４
年
次
生

社 会 薬 学・ 
薬 局 管 理 学
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

・多職種連携によるポリファーマシー対策
・薬局における副作用モニタリング
・服薬アドヒアランスの維持・改善
・薬剤師による在宅ケアサービスの推進
・生活習慣改善支援／生活習慣病の療養支援
・認知行動療法に基づく、うつ病患者の療養支援
・薬局における認知症への対応力向上
・セルフメディケーション支援
・薬局薬剤師業務に関する国際比較研究
・病院感染菌のバイオフィルム研究

臨 床 薬 学 教 育 
研 究 セ ン タ ー
岩 永　 一 範
中 村 　 任
中 村　 敏 明
矢 野　 良 一
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
羽 田　 理 恵
音 窪　 麻 衣

薬局・病院クリニカルリサーチ実務実習終了後に 6 か月以上、薬局や病院において臨床研修を継続し、臨
床の実践能力を培うと同時に、臨床研修の中から課題を見出し、研究する。研究室における研究下記のテー
マに関連した研究を主に研究室で行う。
①服用mediaが薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討(担当：岩永一範)ジュースをはじめ、様々

な飲料(服用media)を用いて医薬品を服用した際の薬物溶解性や小腸膜透過性に及ぼす影響について明
らかにすることにより、安全かつ有効な医薬品服用方法に関する情報提供を行う。

②がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価
(担当：中村任)がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の薬効や副作用の個体差を規定する因子の探
索を行い、医療機関とも連携しながら臨床上の有用性を検証する。

③医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究(担当：中村敏明、角山香織)１)いろい
ろな医療データベースの活用やアンケート調査などから、薬物療法のリスク最小化に必要な医薬品情報
を構築し、その有用性を評価する。２)医薬品の適正使用に不可欠な情報の効率的かつ効果的な提供方法

(お薬手帳の活用や患者向け情報資材の作成など)を開発し、患者さんが安心・安全に薬を使うための研
究を行う。

④教育プログラムの改善・充実や教育効果の評価に関する研究(担当：角山香織、矢野良一、中村敏明)１)
課題発見・解決能力の向上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築
とその評価に関する研究を行う。２)薬学生における基礎と臨床の知識統合プロセスを理解し、これを促
進する効果的な教育手法を開発するための研究を行う。３)経験学習の場の一つとして症例検討会に着目
し、臨床における薬剤師教育、あるいは薬学部教育への導入・展開を目指した研究を行う。)課題発見・
解決能力の向上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築とその評価
に関する研究を行う。

⑤医薬品の有効性および安全性の評価に向けた医療情報データベースの活用(担当：細畑圭子)実臨床から
構築されたデータベースを用いて、一般患者集団における医薬品の有用性や安全性、使用実態を解析し、
副作用重篤化回避や患者指導に有用な知見を得る研究を行う。

薬 学 教 育 研 究 
セ ン タ ー
大 桃　 善 朗
井 上　 晴 嗣
宮 崎 　 誠
佐 藤　 卓 史
長 谷 井　 友 尋
倉 田　 里 穂

(１)薬学教育研究
(２)学術調査研究(各教員の研究テーマキーワード)

① 分子イメージング、画像診断用医薬品
② 血清タンパク質
③ 薬理効果の速度論解析、薬物の最適投与計画、生体リズム
④ シスプラチン耐性がん、制がん性金属錯体
⑤ 疫学、環境、エピジェネティクス
⑥ 自己炎症性疾患、免疫

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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目　　次（令和３年度６年次生）

応用薬学科目　
薬局方総論･･････････････････････････････････････････････････････････････	 58
先端分子医科学１････････････････････････････････････････････････････････	 60
先端分子医科学２････････････････････････････････････････････････････････	 62
先端分子医科学３････････････････････････････････････････････････････････	 63

医療薬学科目
アドバンスト薬物治療学２････････････････････････････････････････････････	 64
アドバンスト薬物治療学３････････････････････････････････････････････････	 66
医薬品情報評価学････････････････････････････････････････････････････････	 68
医療政策論･･････････････････････････････････････････････････････････････	 70
医療倫理論･･････････････････････････････････････････････････････････････	 71
医療情報学･･････････････････････････････････････････････････････････････	 73
漢方医学概論････････････････････････････････････････････････････････････	 74
レギュラトリーサイエンス････････････････････････････････････････････････	 76
創薬薬理学･･････････････････････････････････････････････････････････････	 77
薬学総合演習････････････････････････････････････････････････････････････	 79

実習
特別演習・実習･･････････････････････････････････････････････････････････	 81
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１年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基

礎

教

育

科

目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 　　　▲：選択必修科目
地 球 環 境 論(教養) ○ 1 　○：選択科目　　
政 治 と 社 会(教養) ○ 1
基 礎 心 理 学(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 ２(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 学 １ ● 1
数 学 ２ ● 1
物 理 学 １ ● 1
物 理 学 2 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 2 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 2 ● 1
ド イ ツ 語 1 ※１ ▲ 1 ※ 1　�ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより

１カ国語を選択必修ド イ ツ 語 2 ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 1 ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 2 ※１ ▲ 1
中 国 語 1 ※１ ▲ 1
中 国 語 2 ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル 1 ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル 2 ※１ ▲ 1
身 体 運 動 科 学 ● 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 1 ● 1
情 報 科 学 ○ 1
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

薬 学 入 門 ● 1
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 1 ● 1.5
物 理 化 学 1 ● 1.5
分 析 化 学 1 ● 1.5
生 化 学 1 ● 1.5
機 能 形 態 学 1 ● 1.5

応用薬
学科目 生 薬 学 ● 1.5

医
療
薬

学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 病 態 1 ● 1.5
人 体 の 構 造 と 病 態 2 ● 1.5

実習
基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1

６
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生
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１年次科目配当表
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２年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基

礎

教

育

科

目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 ○：選択科目��　
地 球 環 境 論(教養) ○ 1
政 治 と 社 会(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学(教養) ○ 1
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基

礎

薬

学

科

目

有 機 化 学 ２� ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学� ● 1.5
機 能 形 態 学 ２� ● 1.5
生 物 無 機 化 学� ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １� ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実

　習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1
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２年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基

礎

教

育

科

目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 ○：選択科目��　
地 球 環 境 論(教養) ○ 1
政 治 と 社 会(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学(教養) ○ 1
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基

礎

薬

学

科

目

有 機 化 学 ２� ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学� ● 1.5
機 能 形 態 学 ２� ● 1.5
生 物 無 機 化 学� ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １� ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実

　習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1
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３年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目�　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目�　
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ● 1.5
医 療 と 法 ● 1

基
礎
薬
学

科
目

有 機 化 学 ４� ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

医 療 統 計 学 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
ゲ ノ ム 医 科 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1
物 理 薬 剤 学 ● 1.5
合 成 化 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２� ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
製 剤 学 ● 1.5
生 物 薬 剤 学 ２ ● 1.5
薬 物 動 態 解 析 学 ● 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5
医 薬 品 情 報 学 ● 0.5

実

習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
薬 剤 学 実 習 ● 1

６
年
次
生
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３年次科目配当表
(R3-6)
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４年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ●：必修科目　　
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ● 1.5 　○：選択科目　　
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊�選択科目は同時間に複数科

目開講することがある分 子 設 計 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １� ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度� ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 ４� ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
病 態 ・ 薬 物 治 療 学 演 習 ○ 1
生 命 医 療 倫 理 ● 1.5
制 度 経 済 ● 1.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 0.5
臨 床 化 学 ○ 1
臨 床 生 理 学 ○ 1

実　
習

臨 床 導 入 学 習 １ ● 4

※ 2　�薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行い、
18単位取得する。

臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 演 習 ・ 実 習 ( 前 期 ) ● 5
特 別 演 習 ・ 実 習 ( 後 期 ) ● 6
特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
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４年次科目配当表
(R3-6)
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５年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
５年次

単位 備　　考
前期 後期

実　

習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ●：必修科目　　
薬 局 実 務 実 習 ● 10 　○：選択科目　　

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
※ 2　�特別演習・実習は 4年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。

６年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
６年次

単位 備　　考
前期 後期

応
用
薬
学
科
目

薬 局 方 総 論 ● 1 ●：必修科目　　
先 端 分 子 医 科 学 １ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ２ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ３ ○ 0.5 ○：選択科目　　

医
療
薬
学
科
目

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ２ ○ 0.5 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ３ ○ 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
医 療 政 策 論 ○ 0.5
医 療 倫 理 論 ○ 0.5
医 療 情 報 学 ○ 0.5
漢 方 医 学 概 論 ○ 0.5
レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス ○ 0.5
創 薬 薬 理 学 ○ 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 3 ※ 2　�特別演習・実習は４年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ● 18
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４年次科目配当表
(R3-5)

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ●：必修科目　　
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ● 1.5 　○：選択科目　　
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊�選択科目は同時間に複数科

目開講することがある分 子 設 計 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １� ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度� ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 ４� ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
病 態 ・ 薬 物 治 療 学 演 習 ○ 1
生 命 医 療 倫 理 ● 1.5
制 度 経 済 ● 1.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 0.5
臨 床 化 学 ○ 1
臨 床 生 理 学 ○ 1

実　

習

臨 床 導 入 学 習 １ ● 4

※ 2　�薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行い、
18単位取得する。

臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 演 習 ・ 実 習 ( 前 期 ) ● 5
特 別 演 習 ・ 実 習 ( 後 期 ) ● 6
特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
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年
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５年次科目配当表
(R3-6)

６年次科目配当表
(R3-6)



薬局方総論	 Introduction	to	the	Japanese	Pharmacopoeia

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆戸塚　裕一　　芝野　真喜雄　　山口　敬子 6 年次・前期 1 必修

・授業の目的と概要
医薬品の有効性と安全性が保証されるためには、医薬品としての優良な品質が確保され、使用方法が適切であることが必要で

ある。医薬品の品質はそれぞれに設定された規格と試験方法で保証され、適切な使用方法は臨床試験によって確立される。薬局
方は医薬品の品質とその品質を試験する方法を定めた公定の規格書であり、現行の日本薬局方は「第18改正日本薬局方(The 
Japanese Pharmacopoeia Eighteenth Edition」である。日本薬局方は、医薬品の製造、販売、使用に当たって最も基本となる公
定書であって、薬剤師にとってこれを理解し、有効に活用することは重要である。本講義では、まず「通則」で薬局方全体に関
わる規則、定義、適否の判定基準などを示し、「製剤総則」で製剤に関する一般的規則と個々の剤形についての定義、製法、基
準などを講述する。ついで、「生薬総則」では生薬の一般的な扱いや定義及び生薬総則と生薬試験法の適用を受ける生薬の種類
を示し、「一般試験法」では、収載医薬品に共通して用いられる試験法、医薬品の品質評価に有用な試験法、標準品、標準液、
試薬・試液、用器などを講述する。
・一般目標（GIO）

(１)試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬品、その他の化学物質の定性・定量法を含
む各種の分離分析法の基本的知識と技能を修得する。(２)医薬品の用途に応じた適切な剤形を調製するために、製剤の種類、
有効性、安全性、品質などに関する基本的知識と調製を行う際の基本的技能を修得する。(３)医薬品開発と生産の実際を理解
するために、医薬品創製と製造の各プロセスに関する基本的知識を修得し、社会的重要性に目を向ける態度を身につける。
・授業の方法

板書を中心に、プリント、パワーポイントなどを用いて、効果的に授業を進める。状況によっては、オンデマンドと対面授業
を併用する。薬局方に関わる授業であり予習は必要としないが、復習は必修である。
・成績評価

最低限の出席(全授業の 2 / 3 以上)は試験を受ける上で必修。定期試験のみで成績は判定し(100％)、担当教員 3 人の各々
の範囲(戸塚50％、芝野25％、山口25％)の得点配分で定期試験を行う。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験問題・答案については開示する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に、日本薬局方に関して総論的に理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：製剤学、生薬学、分析化学
臨床系関連科目・内容：薬剤師をはじめとした医療関係者には、日本薬局方に示した医薬品の品質の他に、薬効、適用方法、

服薬指導、更にはその基礎をなす副作用、薬物動態、相互作用などについても最新の情報を得ておく必要があり、これら関連科
目と総合的に理解することが望ましい。
・教科書

教科書は使用せず、各教員のプリントなどを用いる。
・参考書

「第18改正日本薬局方解説書」廣川書店

(☆印は担当代表者)

(☆印は担当代表者)
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬局方総論及び通則 (戸
塚)

日本薬局方の意義と内容について概説できる。
【B-⑵-2-8】 汎用される容器、包装の種類や特
徴について説明できる。【E5-⑵-2-3】

(復習)薬局方の総論的理解および通則に関し
て復習を要する( 3 時間)

2 製剤総則(１) (戸塚) 製剤化の概要と意義について説明できる。【E5-
⑵-1-1】 経口投与する製剤の種類とその特性に
ついて説明できる。【E5-⑵-1-2】 代表的な医薬
品添加物の種類・用途・性質について説明でき
る。【E5-⑵-2-2】 粘膜に適用する製剤(点眼
剤、吸入剤など)の種類とその特性について説
明できる。【E5-⑵-1-3】 注射により投与する製
剤の種類とその特性について説明できる。【E5-
⑵-1-4】

(復習)剤形(固形製剤、半固形製剤や液剤な
ど)に関して復習を要する( 3 時間)

3 製剤総則(２) (戸塚) 皮膚に適用する製剤の種類とその特性について
説明できる。【E5-⑵-1-5】 その他の製剤(生薬
関連製剤、透析に用いる製剤など)の種類と特
性について説明できる。【E5-⑵-1-6】

(復習)剤形(無菌製剤など全体的な剤形)に
関して復習を要する( 3 時間)

4 生薬関連製剤、生薬総則
(芝野)

生薬関連製剤の種類と特性について説明できる。
【E5-⑵-1-6】 日本薬局方の生薬総則および生薬
試験法について説明できる。【C5-⑴-4-2】 生薬
の同定と品質評価法について概説できる。【C5-
⑴-4-1】

(復習)薬局方において生薬総則および生薬関
連製剤の部分であり、これまでに学んできた生
薬や漢方薬との知識と関連付けるために復習を
必要とする( 3 時間)

5 一般試験法(１)(山口) 代表的な無機イオンの定性反応を説明できる
【C2-⑶-１-1)】。日本薬局方収載の代表的な医
薬品の確認試験を列挙しその内容を説明できる。

【C2-⑶-１-２)】日本薬局方収載の代表的な医
薬品の純度試験を列挙しその内容を説明できる。

【C2-⑶-１-6)】日本薬局方収載の容量分析法な
どを説明できる。【C2-⑵-２-４)、C2-⑵-２-5)】
中和滴(非水滴定)の原理、操作法および応用
例を説明できる【C2-⑶-2-1)】キレート滴定の
原理、操作法および応用例を説明できる。【C2-
⑶-2-2)】沈殿滴定の原理、操作法および応用例
を説明できる。【C2-⑶-2-3)】酸化還元滴定の
原理、操作法および応用例を説明できる。【C2-
⑶-2-4】

(復習)医薬品の品質管理などにも関連する項
目であり、薬剤師として必要な知識の習得( 3
時間)

6 一般試験法(２)(山口) 紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説
明できる。【C３-⑷-１-1】 蛍光光度法の原理お
よび応用例を説明できる。【C３-⑷-１-2】 原子
吸光光度法、誘導結合プラズマ(ICP)発光分
光分析法およびICP質量分析法の原理および応
用例を説明できる。【C３-⑷-１-4】 薬局方収載
の生物学的試験法の原理および操作法を説明で
きる。【C2-⑵-2-5】

(復習)医薬品の品質管理などにも関連する項
目であり、薬剤師として必要な知識の習得( 3
時間)

7 一般試験法(３)(芝野) 日本薬局方収載の物理的試験法の原理および操
作法を説明できる。核磁気共鳴スペクトル測定
法の原理を説明できる。【C2-⑷-2-1】 質量分析
法の原理を説明できる。【C2-⑷-3-1】 比旋光度
測定法の概略を説明できる。【C2-⑷-1-5】 赤外
吸収(IR)スペクトル測定法の原理および応用
例を説明できる。【C2-⑷-1-3】

(復習)これまでに有機化合物の構造解析で学
んできた各種スペクトル法の応用となる部分で、
それぞれの基礎的な原理の復習が必要( 3 時間)

8 一般試験法(４) (戸塚) 製剤に関連する試験法を列挙し、説明できる。
E5-⑵-2-4】 日本薬局方収載の生物学的定量法
の特徴を説明できる。【E1-⑴-3-1】

(復習)剤形設計に関連する一般試験法につい
て習得し品質保証について復習を要する( 3 時
間)
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先端分子医科学１	 Advanced	Molecular	Medical	Sciences	1

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆福永　理己郎　　坂口　実 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
基礎生物学，機能形態学，生化学，微生物学，免疫学，衛生薬学などで習得した基礎を踏まえて，がんの分子生物学について

最先端の知見を修得する。さらに，プロテインキナーゼの機能・構造とその阻害薬，がんのシグナル伝達と分子標的治療薬，乳
がんの分子医科学，微生物による発がんのメカニズムとその予防，がんのゲノム解析・診断と個別化医療などについて修得し，
発がん・がん進展に関する分子メカニズムや最先端の治療戦略について理解を深める。
・一般目標（GIO）

細胞内シグナル伝達や細胞周期制御におけるがん原遺伝子産物・がん抑制遺伝子産物の機能を理解し，各種の分子標的薬の作
用機序を修得する。さらに，ウイルスや細菌による発がんの分子機構，乳がんの分子病態とその治療戦略，がんゲノムの解析・
診断に基づく個別化医療の進展について最先端の知見を修得する。
・授業の方法

オムニバス形式による５回(各講師１回)の講義を行う。配付プリントを中心にパワーポイントと板書により講義形式で行
う。感染症の蔓延などの社会情勢により、授業の一部あるいは全部を遠隔講義(オンデマンド配信動画)などで実施する可能性
がある。
・成績評価

各回の講義で提示する小レポートによって評価する(20% x ５回)。
・試験・課題に対するフィードバック方法

各回の小レポートの採点結果を開示する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

福永(企業等の研究者)／国内や海外の研究機関での生化学・分子生物学の研究経験を活かし、がんの分子生物学についての
最先端の知見を指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に、生命情報を担う遺伝子の役割について理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：生物学、基礎細胞生物学、生化学 1 ， 2 ， 3 、分子細胞生物学、免疫学、微生物学、病態生化学
臨床系関連科目・内容：薬物治療学３，薬理学４，個別化医療：今日のがんの診断・治療・予防において，その分子的基盤の

理解は不可欠であり，がんの薬物治療の論理とその現実についての洞察を深める授業である。
・教科書

なし
・参考書

(１)『ワインバーグ がんの生物学(原書第 2 版)』Robert A. Weinberg (原著) 武藤 誠 (翻訳) 青木 正博 (翻訳)　南江堂
(２)『よくわかるゲノム医学(第２版)』服部成介，水島-菅野純子　東京化学同人
(３)『がん生物学イラストレイテッド(第２版)』渋谷正史，湯浅保仁／編　羊土社
(４)『デヴィータがんの分子生物学(第２版)』宮園浩平 石川冬木 間野博行(訳)　メディカルサイエンスインターナショナル

(☆印は担当代表者)
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 プロテインキナーゼの構
造・機能とその阻害薬

(福永)

細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介す
る細胞内情報伝達について説明できる。【C6⑹
②3】プロテインキナーゼの構造・機能・活性化
機構・阻害薬の作用機序について説明できる。

【＊】

予習：３年次授業で使用した教科書『生物系薬
学Ⅰ：生命現象の基礎』の第32章(がん細胞
p308-314)を読んで，内容を復習・理解してお
くこと(30分)。復習：第１回授業の重要用語を
理解・整理して、レポートを作成する(60分)

2 乳がんの分子医科学(坂
口)

乳がんの遺伝学的性質(遺伝性乳がん、乳がん
感受性遺伝子)、乳がんの薬物療法(内分泌療
法、分子標的薬療法など)について最近の知見
を説明できる。【＊】

予習：乳がんの遺伝学的性質や薬物療法につい
てこれまでに学習した内容を復習しておく(30
分)。復習：第２回授業の重要用語を理解・整理
して、レポートを作成する(60分)

3 微生物による発がん(特
別講師)

DNA腫瘍ウイルス・RNA腫瘍ウイルス・ピロ
リ菌による発がんの分子機構について説明でき
る。微生物による発がんの予防法について説明
できる。【＊】

予習：微生物による発がんについてこれまでに
学習した内容を復習しておく(30分)。復習：第
３回授業の重要用語を理解・整理して、レポー
トを作成する(60分)

4 がんのシグナル伝達と分
子標的治療薬(特別講師)

細胞内シグナル伝達経路におけるがん原遺伝子・
がん抑制遺伝子の機能を概説できる。【C6⑹②
3】「がん分子標的治療法」の過去・現在につい
て理解・検証し、今後の課題と将来展望につい
て説明できる。【＊】

予習：がん分子標的治療についてこれまでに学
習した内容を復習しておく(30分)。復習：第４
回授業の重要用語を理解・整理して、レポート
を作成する(60分)

5 がんゲノムと個別化医療
(特別講師)

がん原遺伝子・がん抑制遺伝子の変異とがん化
との関連を説明できる。【C6⑺③2】 がんのゲノ
ム解析・診断と個別化医療について説明できる。

【＊】

予習：がんのゲノム解析・診断と個別化医療に
ついてこれまでに学習した内容を復習しておく

(30分)。復習：第５回授業の重要用語を理解・
整理して、レポートを作成する(60分)
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先端分子医科学２	 Advanced	Molecular	Medical	Sciences	2

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆藤森　功　　駒野　淳　　土屋　孝弘　　小池　敦資 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
基礎生物学，機能形態学、生化学，微生物学，免疫学，衛生薬学などで習得した基礎を踏まえて，免疫疾患・炎症性疾患の発

症メカニズムについて最先端の知見を修得する。さらに，免疫・炎症性疾患の分子病態・治療戦略，および関連する最新の話題
について分子レベルでの理解を深め，最先端の分子医科学に基づいて免疫関連疾患を説明できるようになることを目的とする。
・一般目標（GIO）

アレルギー性疾患、自己免疫疾患、免疫不全疾患などの免疫疾患・炎症性疾患の発症機構について分子レベルで理解し，それ
に基づいて各種疾患の病態ならびに最先端治療薬の作用機序を説明できる。
・授業の方法

オムニバス形式による５回の講義を行う。プリント、スライド等を用いて講義形式で行う。
一部を遠隔講義で実施する場合がある。

・成績評価
レポートの提出状況、内容により評価する(100%)。

・試験・課題に対するフィードバック方法
希望者には、レポートを返却する。

・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容
藤森(企業等の研究者)・駒野(医師・企業等の研究者)／企業での生化学の研究経験、公的研究機関や病院機構での微生物学

の研究および臨床経験を活かし、免疫疾患・炎症性疾患および感染症の発生メカニズムについての最先端の知見を指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識，特に、免疫学の最先端の内容を身につける
・関連科目

関連科目：生物学，機能形態学1,2，生化学1-3，微生物学，免疫学，衛生薬学1-4など
臨床系関連科目・内容：薬理学3,4，薬物治療学3

・教科書
指定しない

・参考書
指定しない

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 腸管免疫と疾患(藤森) 生体機能の制御における腸管免疫の果たす役割
と、その異常により発症する疾患について説明
できる。【＊】

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)【復習】学
んだ内容を見直し、疑問点は調べておく( 1 時
間)

2 なぜエイズワクチンは作
れないのか？(駒野)

まだ効果的なワクチンが作られていないHIV/
AIDSをモデルとして、安全で効果のあるワクチ
ンを製造するための科学的基盤とは何かを議論
する。【＊】

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)【復習】学
んだ内容を見直し、疑問点は調べておく( 1 時
間)

3 免疫抑制剤，免疫チェッ
ク ポ イ ン ト 阻 害 薬 と
CAR-T療法(土屋)

T細胞の制御を目的とした治療法の概要を説明
できる。【＊】

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)【復習】学
んだ内容を見直し、疑問点は調べておく( 1 時
間)

4 (外部講師を予定) 最先端の免疫学の内容を理解し、考察できる。
【＊】

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)【復習】学
んだ内容を見直し、疑問点は調べておく( 1 時
間)

5 (外部講師を予定) 最先端の免疫学の内容を理解し、考察できる。
【＊】

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)【復習】学
んだ内容を見直し、疑問点は調べておく( 1 時
間)

(☆印は担当代表者)
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先端分子医科学３	 Advanced	Molecular	Medical	Sciences	3

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆駒野　淳　　平野　智也 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
基礎生物学，機能形態学、生化学、微生物学、免疫学、衛生薬学などで習得した基礎を踏まえて、細菌・真菌やウイルス感染

症の分子疫学、発症メカニズム、診断法、治療・予防法及びそれにかかる研究について最先端の知見を習得する。さらに、感染
性疾患の詳細な分子病態、新たな治療戦略、および関連する最新の話題について理解を深め、最先端の分子医科学に基づいて各
種感染症を説明できるようになることを目的とする。
・一般目標（GIO）

細菌・真菌・ウイルス感染症の病原体、疫学、宿主応答、治療、予防法を理解し、それに基づいて各種疾患の臨床像と予防・
治療にかかる問題点を説明できる。
・授業の方法

オムニバス形式による５回(各講師１回)の講義を行う。配付プリントを中心にパワーポイントと板書により授業をおこな
う。新型コロナウイルスの流行状況を鑑みてオンデマンド講義に変更することがある。
・成績評価

各講師が指示する課題レポート(100%)を総合的に評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

希望者にレポートなどに対する講評を開示する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

駒野(医師・企業等の研究者)／公的研究機関や病院機構での研究および臨床経験を活かし、感染症の分子疫学、発症メカニ
ズム、診断法、治療・予防法の最先端の知見を指導する。
・学位授与方針との関連

薬学の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に感染症の臨床に関わる最新の知識を身につける。
・関連科目

関連科目：生物学、微生物学、分子細胞生物学、ゲノム医科学、病態生化学、免疫学、衛生薬学(感染症)、病原微生物学、
薬物治療学、医薬品化学

臨床系関連科目・内容：臨床薬物動態学、臨床感染症学
・教科書

特に指定しない。
・参考書

特に指定しない。
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・
コアカリキュラム番号）・授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 感染症の数理モデル
(外部講師予定)

感染症の流行を理解するために数理モ
デルを応用した解析がある。本講義で
はこれを題材に感染症の疫学に関する
総合的な理解を深める。【＊】

事前学習：感染症の数理解析について関連科目の教科書やイ
ンターネットなどから情報を収集し講義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を振り返り理解
を深める( 2 時間)。

2 計算科学と感染症研
究の最前線(外部講
師予定)

感染症に対する治療薬開発の実例を通
じて計算科学の最先端技術に関する理
解を深める。【＊】

事前学習：計算科学について関連科目の教科書やインターネ
ットなどから情報を収集し講義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を振り返り理解
を深める( 2 時間)。

3 機能分子のデザイン
と開発戦略(平野)

研究、医療などで用いられる様々な機
能を持った分子に関する理解を深める。

【＊】

事前学習：有機化学、創薬科学について関連科目の教科書や
インターネットなどから情報を収集し講義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を振り返り理解
を深める( 2 時間)。

4 新型コロナウイルス
感染症の最前線(外
部講師予定)

新型コロナウイルス感染症を題材に、
新興・再興感染症に関する総合的な理
解を深める。【＊】

事前学習：新興・再興感染症について関連科目の教科書やイ
ンターネットなどから情報を収集し講義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を振り返り理解
を深める( 2 時間)。

5 遺伝子細胞療法の最
前線(駒野)

近年、実用化されている遺伝子細胞療
やワクチンに応用されているウイルス
ベクターに焦点を当てて基本的な理解
を深める。【＊】

事前学習：遺伝子細胞療法やウイルスベクターワクチンにつ
いて関連科目の教科書やインターネットなどから情報を収集
し講義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を振り返り理解
を深める( 2 時間)。

(☆印は担当代表者)
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アドバンスト薬物治療学２	 Advanced	Pharmacotherapeutics	2

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆井尻　好雄　　福森　亮雄　　加藤　隆児 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
必修科目である『薬物治療学 1 ～ 4 』では十分に深められなかった項目や、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者として

ぜひ知っておいた方がよいと思われるテーマを選択して、重点的に学ぶ。
・一般目標（GIO）

患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報を
基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を習得する。
・授業の方法

スライド、資料、板書等を利用して講義する。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となることがある。

・成績評価
定期試験は行わない。
1 コマで20点満点の小テストを行い、 5 コマで合計100点満点とする。評価点の寄与率は100%( 5 回の小テストの合計点)と

する。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となった場合、各配信講義後に小テストを行う。

・試験・課題に対するフィードバック方法
小テストの解答は授業の最後に提示し、疑義等がある場合は授業後またはオフィスアワーの時間帯に、当該教員と話し合うこ

とで解決する。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となった場合、各配信講義後に小テストを行い、解説は再試験終

了後にオンライン配信・公開する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

井尻(薬剤師)・福森(医師・企業等の研究者)／大学附属病院での薬剤師実務経験と厚労省重篤副作用疾患別対応マニュアル
作成委員である経験、国内や海外の研究機関での研究および臨床経験を活かし、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者とし
てぜひ知っておいた方がよいと思われる薬物治療に関するテーマについて重点的に指導する。
・学位授与方針との関連

チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を身につける。
・関連科目

関連科目：薬物治療学 1 ～ 4 、病態・薬物治療学演習、早期体験学習 2 、臨床感染症学、個別化医療、薬理学、病態生化学、
ゲノム医科学など
・教科書

指定しない。
・参考書

〇『薬物治療学』吉尾隆　他(編集)　南山堂
〇『Principal pharmacotherapy』亀井淳三、齋藤英胤(編集)　ネオメディカル

(☆印は担当代表者)
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６
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 Onco-Cardiology(井尻好
雄)

Onco-Cardiologyの概念について理解・説明でき
る。Onco-CardiologyとCardio-Oncologyの違い
について討議できる。【A⑴③-5】 患者及び家族
の状況を理解し、関連する重篤副作用を回避す
る手段を討議できる【A⑴③-5】

Onco-Cardiology及びCardio-Oncologyについて
インターネット等で調べておくこと(1.5時間)。
復習として、講義で扱った内容を中心に整理す
る(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

2 免疫関連有害事象(irAE)
(井尻好雄)

免疫関連有害事象(irAE)について説明でき
る。irAE(重篤副作用)の初期症状、好発時
期、対処法について討議できる。【A⑴③-5】

免疫関連有害事象についてインターネット等で
調べておくこと(1.5時間)。復習として、講義
で扱った内容を中心に整理する(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

3 がん遺伝子パネル検査と
コンパニオン診断(加藤
隆児)

がん遺伝子パネル検査とコンパニオン診断との
違いについて説明できる。【E3⑶⑤-2】 ゲノム
医療について説明できる。【E2⑻②-1】【E3⑶①
-1、3】

がん遺伝子パネル検査とコンパニオン診断につ
いてインターネット等で調べておくこと(1.5時
間)。復習として、講義で扱った内容を中心に整
理する(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

4 薬物性肝障害の発症機序
とその予測・予防(加藤
隆児)

薬物性肝障害の発症機序を検討し、その予測・
予防法について考える。【C2⑹②-5】【C7⑴⑨
-2】【E1⑵②-3、 6 、8】【E1⑶-1、2】【E1⑷
-1~4】【E2⑷②-3、③-1】

薬物性肝障害について予習すること(1.5時間)。
復習として、講義で扱った内容を中心に整理す
る(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

5 認知症に対するこれから
の治療戦略(福森亮雄)

現在研究・開発されている新規治療薬・治療法
に関する知見を概観しつつ、認知症の病態生理
をより深く理解する。【E2⑴③10、④1】

予習として、認知症に対する予防・治療戦略と
して、どのようなアイデアの下に研究・開発が
行われているのかをインターネット等を用いて
調査しておく( 1 時間)。復習として、授業で解
説した情報を整理するとともに、認知症につい
て教科書等を用いて理解しておく( 2 時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。
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アドバンスト薬物治療学３	 Advanced	Pharmacotherapeutics	3

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆井尻　好雄　　岩永　一範　　天滿　　敬　　平野　智也
　山田　剛司

6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
必修科目である『薬物治療学 1 ～ 4 』では十分に深められなかった項目や、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者として

ぜひ知っておいた方がよいと思われるテーマを選択して、重点的に学ぶ。
・一般目標（GIO）

ここでは特に、薬学出身の専門職としての特徴・能力を向上させるべく、テーマ選定においては、薬物の分子構造と臨床効果
との関係性に注目した。
・授業の方法

スライド、資料、板書等を利用して講義する。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となることがある。

・アクティブ・ラーニングの取組
3 回目の「放射性医薬品の構造と医療への利用」の授業では、レスポンを用いてフィードバックを行う。

・成績評価
定期試験は行わない。
1 コマで20点満点の小テストを行い、 5 コマで合計100点満点とする。評価点の寄与率は100%( 5 回の小テストの合計点)と

する。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となった場合、各配信講義後に小テストを行う。

・試験・課題に対するフィードバック方法
小テストの解答は授業の最後に提示し、疑義等がある場合は授業後またはオフィスアワーの時間帯に、当該教員と話し合うこ

とで解決する。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となった場合、各配信講義後に小テストを行い、解説は再試験終

了後にオンライン配信・公開する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

井尻(薬剤師)／大学附属病院での薬剤師実務経験を活かすとともに、厚労省重篤副作用疾患別対応マニュアル作成委員であ
る経験を活かし、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者としてぜひ知っておいた方がよいと思われる薬物治療に関するテー
マについて重点的に指導する。
・学位授与方針との関連

チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を身につける。
・関連科目

関連科目：薬物治療学 1 ～ 4 、病態・薬物治療学演習、早期体験学習 2 、臨床感染症学、個別化医療、薬理学、病態生化学、
ゲノム医科学、医薬品化学、応用放射化学など
・教科書

指定しない。
・参考書

『薬物治療学』吉尾隆　他(編集)　南山堂
『Principal pharmacotherapy』亀井淳三、齋藤英胤(編集)　ネオメディカル

(☆印は担当代表者)
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６
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 心室頻拍と低血糖(井尻
好雄)

重篤副作用である「心室頻拍」と「低血糖」を
どちらも誘発する可能性のある薬物を列記でき
る。また、これらの重篤副作用のメカニズムに
ついて構造活性相関から解析できる。患者及び
その家族の状況を理解し、これらの重篤副作用
を回避する手段を討議できる【A⑴③-5】

心室頻拍と低血糖について「重篤副作用疾患別
対応マニュアル」をインターネットで調べてお
くこと(1.5時間)。復習として、講義で扱った
内容を中心に整理する(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

2 飲料や食物中の成分と薬
物間における相互作用

(岩永一範)

飲料や食物中の成分が薬物の体内動態に及ぼす
影響と薬物の構造との関係について、例示しな
がら詳細に説明できる。【E4⑴②-1、 3 、4】

コアカリ「E4 薬の体内動態」のうち、吸収に関
連する項目E4-( 1 )-②-134 について予習(1.5
時間)及び復習しておくこと(1.5時間)。

3 放射性医薬品の構造と医
療への利用(天滿敬)

放射性医薬品の医療利用に関する最新の知見を
構造を踏まえて説明できる。【*】

放射性医薬品と画像診断について予習( 1 時間)
し、放射性医薬品の最新知見について十分に理
解できるように復習( 2 時間)する。

4 がんの分子標的薬(平野
智也)

リン酸化酵素などを標的としたがんの分子標的
薬について、特に近年の医薬品の代表例を列挙
して、説明できる。それらの開発の経緯から医
薬品構造に関する最先端の知見、開発戦略につ
いて概説できる。【C4⑵②-1、C4⑶②-1、2】

医薬品化学１、２等で学んだ医薬品の構造と機
能について予習する( 1 時間)。講義の内容を復
習して、理解したことを整理しておく。疑問点
があれば担当教員に直接質問をするなど解決し
ておくこと( 2 時間)。

5 ステロイドの構造と効果
(山田 剛司)

コレステロールからの生合成経路を有機化学の
観点から説明できる。また、ステロイドアナロ
グの代表的医薬品(抗炎症薬、性ホルモン系疾
患薬)を列挙し、化学構造に基づく効果・性質
について説明できる。【C4⑵④-1】【C4⑶⑤-3】

【E2⑵④-1】【E2⑸③-1】

予習： 1 時間；医薬品化学、薬理学及び薬物治
療学で使用した教科書で関連分野を確認し、不
明点を明らかにしておくこと。復習：2.5時間；
学んだ医薬品について、それらの化学構造と薬
効の関連を概説できるようにまとめること。
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医薬品情報評価学	 Evaluative	Analyses	of	Drug	Information	and	Medical	Evidence

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆井尻　好雄　　恩田　光子 6 年次・前期 1 必修

・授業の目的と概要
臨床において医薬品情報を有効利用できるようになることを目標として、「薬禍・薬害」、「重篤副作用」、「臨床治験」、「医療

経済」、「費用対効果」などの話題を提供する。
・一般目標（GIO）

臨床において医薬品情報を評価するために必要である以下の項目について知識を習得し、さらにそれらを有効利用する能力を
身に付ける。
・授業の方法

演習問題を提示するなどにより、各自で考えることを重視したうえで解説を行う。また、学生を指名して意見や考えを述べて
もらい、クラス全体での演習形式にしていく場合や、専門領域の講師を招聘し、現場での実際の話題を提供して頂く場合もあ
る。

※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となることがある。
・成績評価

定期試験は行わない。
1 コマで10点の小テストを行い、10コマで合計点が100点となるようにして評価する。評価点の寄与率は100%とする。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となった場合、各配信講義後に小テストを行う。

・試験・課題に対するフィードバック方法
小テストは授業終了時回収し、模範解答はポータルサイトにて公開する。
※なお、状況によりオンライン・オンデマンド(遠隔)講義となった場合、各配信講義後に小テストを行い、解説は再試験終

了後にオンライン配信・公開する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

井尻(薬剤師)／大学附属病院での薬剤師実務経験を活かすとともに、厚労省重篤副作用疾患別対応マニュアル作成委員であ
る経験を活かし、医療現場での実際の話題を提供することを通じ、医薬品情報を有効利用できる知識を指導する。
・学位授与方針との関連

臨床において医薬品情報を評価・加工する知識を習得し、薬物適正使用に応用できる能力を身に付ける。
・関連科目

関連科目：有機化学、物理化学、生化学、薬理学、薬物動態学、医薬品開発学、医薬品情報、医薬品情報演習、病態・薬物治
療学演習など
・教科書

〇『実践処方例とその解説第２版』井尻好雄、加藤隆児(編著)　じほう
〇『薬剤師業務のさらなる展開～患者中心のケアを目指して～2006年ハンドブック』中山健夫(翻訳版監修)　メディカルドゥ
〇『詳説　薬剤経済学』恩田光子他　京都廣川書店
〇『重篤副作用疾患別対応マニュアル』(PMDAホームページ)
　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/topics/tp061122-1.html
〇『リスクマネジメントプラン』(PMDAホームページ)
　　http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/items-information/rmp/0002.html

・参考書
〇『NEO薬学シリーズ③PrincipalPharmacotherapy』亀井淳三他(編集)　ネオメディカル
〇『疾患と治療薬−医師・薬剤師のためのマニュアル』大内尉義他編集　南江堂
〇『ハリソン内科学』福井次矢、黒川清(日本語版監修)』メディカル・サイエンス・インターナショナル
〇『内科学』杉本恒明、矢崎義雄(総編集)　朝倉書店
〇『カルテの読み方と基礎知識』長澤紘一、村田正弘(監修)　じほう
〇『薬剤師のための臨床検査の知識』池田千恵子　じほう
〇『病気の地図帳』(新版)山口和克(監修)　講談社

(☆印は担当代表者)
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６
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 １．薬禍・薬害
２．「Precision Medicine」
 3. リスクマネジメントプ
ラン(RMP) (井尻)

(教科書：図解薬害・副作用学改訂 2 版)
1 薬禍・薬害を列挙できる。【A⑴③-4、6 、7】
2「薬禍・薬害」と「Precision Medicine」の関
連性について説明できる｡【＊】
3 リスクマネジメントプラン(RMP)について
概説できる。【A⑴③-1、 3 、5】【E1⑷-1～3】

薬禍・薬害とPrecision Medicine、さらにRMP
についてインターネット等で調べておくこと(1.5
時間)。講義の内容を復習し、理解した内容の講義
ノートを作成しておくこと。疑問点があれば、次回
までに質問に来るなど解決しておくこと(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

2 予測・予防の医療と重篤
副作用疾患別対応マニュ
アル(井尻)

(重篤副作用疾患別対応マニュアル：ＰＭＤＡ
ホームページ、参考書：NEO薬学シリーズ③
PrincipalPharmacotherapy)重篤副作用疾患別
対応マニュアルを理解し、重篤副作用の初期症
状を列記し、対処することができる。肝、腎、
血液、生殖器、心、血管系、中枢神経、感覚器、
皮膚、呼吸器、消化器の副作用について被疑薬
物を列挙し、例をあげて説明できる。【A⑴③
-1、 3 、5】【E1⑷-1～3】

重篤副作用/RMPについて教科書、インターネ
ット等で予習すること(1.5時間)。講義の内容
を復習し、理解した内容の講義ノートを作成し
ておくこと。疑問点があれば、次回までに質問
に来るなど解決しておくこと(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

3 処方解析１(井尻) 処方せんを「見る」、「読む」のではなく「解読」
し、病態を想像することができる。【E3⑴① 1 -4】

【E3⑵① 1 、2】 循環器疾患処方解析【E2⑶①2】
内分泌系疾患の処方解析【E2⑸① 2 、② 1 -5】

「実践処方例とその解説第２版」(教科書)p 2 、
4 、 6 、10、14、15、22、27、372、367につい
て予習すること(1.5時間)。講義の内容を復習
し、理解した内容の講義ノートを作成しておく
こと。疑問点があれば、質問に来るなど解決し
ておくこと(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

4 処方解析２(注射薬)(井
尻)

処方せんを「見る」、「読む」のではなく「解読」
し、病態を想像することができる。
肝硬変・肝細胞がん処方解析【E2⑷②3】【E2⑺
⑧8】

「実践処方例とその解説第２版」(教科書)p73、
82について予習すること(1.5時間)。講義の内
容を復習し、理解した内容の講義ノートを作成
しておくこと。疑問点があれば、質問に来るな
ど解決しておくこと(1.5時間)。
※オンデマンド配信講義の場合、配信日の 1 週
間前に準備学習資料を送付する。この準備学習
資料を上記予習に加えて予習すること(1.5時
間)。講義後の小テストを受けた後、再度準備学
習資料にて復習を行う(1.5時間)。

5 薬剤経済学概説(恩田) ・薬剤経済学とは何か　学問体系からみた位置
づけ)・薬剤経済学を学ぶ意義(薬剤経済学は何
の役に立つのか・薬剤経済学を学ぶ上で大切な
視点(経済学的な基礎知識)・薬剤経済学研究の
フレームワーク医薬品の市場の特徴と流通の仕
組みについて概説できる。【B⑶②1】 薬物療法
の経済評価手法について概説できる。【B⑶②4】

薬剤経済学および医薬品の市場の特徴と流通の
仕組みについて予習すること(1.5時間)。講義
の内容を復習し、理解した内容の講義ノートを
作成しておくこと。疑問点があれば、次回まで
に質問に来るなど解決しておくこと(1.5時間)。

6 経済分析の方法論(恩田) ・薬剤経済評価分析の方法・コストとアウトカ
ム・費用最小化分析・費用効果分析・費用効用
分析・費用便益分析薬物療法の経済評価手法に
ついて概説できる。【B⑶②4】代表的な薬剤経済
評価手法を用いて、薬物治療の効率性を評価でき
る。【B③6】(薬学アドバンスト教育ガイドライン)

薬剤経済評価分析について予習すること(1.5時
間)。講義の内容を復習し、理解した内容の講義
ノートを作成しておくこと。疑問点があれば、
次回までに質問に来るなど解決しておくこと(1.5
時間)。

7 経済評価分析の結果の解
釈(薬剤師によるアウト
カムリサーチ)(恩田)

・ICERによる比較・費用効果需要曲線・経済評
価分析の留意点や薬物療法の経済評価手法につ
いて概説できる。【B⑶②4】代表的な薬剤経済評
価手法を用いて、薬物治療の効率性を評価でき
る。【B③6】(薬学アドバンスト教育ガイドライン)

ICERによる比較および費用効果需要曲線につい
て予習すること(1.5時間)。講義の内容を復習
し、理解した内容の講義ノートを作成しておく
こと。疑問点があれば、次回までに質問に来る
など解決しておくこと(1.5時間)。

8 分析のアプローチと演習
(恩田)

・決定樹(decision tree)によるモデル分析・
マルコフモデルによるモデル分析・感度分析・
薬物療法の経済評価手法について概説できる。

【B⑶②4】代表的な薬剤経済評価手法を用いて、
薬物治療の効率性を評価できる。【B③6】(薬学
アドバンスト教育ガイドライン)

決定樹(decisiontree)によるモデル分析および
マルコフモデルによるモデル分析について予習
すること(1.5時間)。講義の内容を復習し、理
解した内容の講義ノートを作成しておくこと。
疑問点があれば、次回までに質問に来るなど解
決しておくこと(1.5時間)。
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医療政策論	 Medical	Policy

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

城下　賢一 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
医療政策及びその関連政策にとって、取り組むべき課題、現在の政策内容、今後の政策の方向性について概観する。

・一般目標（GIO）
現在の日本の医療政策を体系的に把握し、その現代的課題について考察することを基本目標とする。

・授業の方法
プリント、板書などを組み合わせて講義を行う。
なお、授業の一部あるいは全てを遠隔講義(オンデマンド)で実施する場合がある。

・アクティブ・ラーニングの取組
短文論述にあたっては、毎回、学生間での教え合いを促す。

・成績評価
定期試験による評価(80％)と講義中の小テスト(オンラインで実施、20％)の評価を合算して最終的な評価とする。細かな

内訳は講義中に示す。小テストには授業への質問・意見を含み、基本的に毎回の授業で、前回の質問・意見についてリプライす
る。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験問題・解答例・答案(解説を付した)を開示する。小テスト(確認用紙)については模範解答を示し、期間・機会を設定
して問い合わせを受け付ける。
・学位授与方針との関連

医療人として相応しい社会性を身につけ、併せて薬剤師として医療に関わるための基本的知識・態度を身に付ける。
・関連科目

関連科目：医療と法、生命医療倫理、制度・経済、薬事関連法・制度、コミュニティファーマシー
・教科書

特に指定しない
・参考書

授業中に随時紹介する
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 医療政策の概観と課題 日本の社会保障制度、医療制度の枠組みと特徴、
医療政策が取り組むべき課題について説明でき
る【B⑶①1)2)】

今回の授業内容について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。今後の授業の進行に
ついて概要を把握すること(0.5時間)。

2 医療政策の立案・決定・
執行

医療政策がどのように立案、決定、執行されて
いるのかについて説明できる【B⑶①1)】

今回の授業内容について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。次回の授業内容につ
いて予習すること(0.5時間)。

3 医療政策と医療供給体制 医療供給体制に関する医療政策の現状と課題に
ついて説明できる【B⑷①1)2)6)】

今回の授業内容について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。次回の授業内容につ
いて予習すること(0.5時間)。

4 医療政策と医薬品の開発
供給

医薬品の供給開発に関する医療政策の現状と課
題について説明できる【B⑷①1)2)6)】

今回の授業内容について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。次回の授業内容につ
いて予習すること(0.5時間)。

5 医療政策の国際化 医療政策の国際化の現状と課題について説明で
きる【B⑶①1)2)】

今回の授業内容について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。授業全体を振り返り、
全体を把握すること(0.5時間)。
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６
年
次
生

医療倫理論	 Selected	Topics	on	Medical	Ethics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

阪本　恭子 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
これまでの生命医療倫理の学びと、実務実習で経験したことを思い起こしながら、薬のプロに求められるものは何かについて

考えて、薬のプロの責任と使命を自覚する。医療と倫理に関する自らの考えを明らかにするとともに、ひとの話をよく聴いて、
幅広い人間性を備えた医療人になる。生命の尊厳について深く理解し、誠実に行動するための心構えをもつ。最初の授業で、問
題解決能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力に関する評価基準(ルーブリック)を提示するので、最後の授
業では、それに従って自己評価と相互評価を行う。
・一般目標（GIO）

倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけて、医療の担い手としての感性を養う。
患者、生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につけ
る。生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動
力を身につける。
・授業の方法

ケーススタディと映像資料を活用して、講義の内容を具体的に示す。グループディスカッションとプレゼンテーションも取り
入れるので、自分の考えを他人に伝える能力を養う。死をめぐる様々なモラルジレンマを、生命医療倫理の原則を手がかりに解
決して、臨床の場での問題解決能力を高める。薬とひとをつなぐ医療人にふさわしい人間力を総合的に体得する。なお、授業の
一部を遠隔講義で実施する場合がある。
・アクティブ・ラーニングの取組

授業ではグループディスカッションとプレゼンテーションをできる限り行う。問題点を発見して自分自身で考えるだけでな
く、他人と良好なコミュニケーションを図りながら問題の解決策を探る。自分の考えやグループディスカッションの成果を人々
にわかりやすく伝える工夫をする。主体的で積極的な授業への参加を心がけてもらいたい。
・成績評価

・授業への参加態度(授業に臨む姿勢、課題小論文への取り組み方)…6０％
・最後の授業で行う自己評価と相互評価(ルーブリック)…4０％

・試験・課題に対するフィードバック方法
授業の内容や課題小論文に関する質問は、授業内とメールでいつでも受け付ける。

・学位授与方針との関連
医療に関わるのに必要な倫理観と社会性を身につけて、薬のプロに求められるコミュニケーション能力とプレゼンテーション

能力を開発する。
・関連科目

関連科目：生命医療倫理、コミュニティファーマシー、コミュニケーション、倫理と社会
・教科書

授業資料(パワーポイント、参考資料など)はポータルサイトに示す。
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 モラルジレンマと生命医
療倫理の原則

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。
生命倫理の諸原則について説明できる。【A⑵①
1 ～2】、医療倫理に関する規範について概説で
きる。薬剤師が遵守すべき倫理規範について説
明できる。医療の進歩に伴う倫理的問題につい
て説明できる。【A⑵② 1 ～3】、臨床研究におけ
る倫理規範について説明できる。「ヒトを対象と
する研究において遵守すべき倫理指針」につい
て概説できる。正義性・社会性・誠実性に配慮
し、法規範を遵守して研究に取り組む。【A⑵④
１～3】：生命倫理の 4 原則を学び、医療と倫理
の関わりを理解する。ルーブリックをもとに、
自らが獲得すべき能力を確認する。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

2 モラルジレンマ(１) 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。
科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観
の変遷について概説できる。【A⑵① 1 ～4】、地
域における薬局の機能と業務について説明でき
る。医薬分業の意義と動向を説明できる。かか
りつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義に
ついて説明できる。セルフメディケーションに
おける薬局の役割について説明できる。【B⑷①
１～4】：安楽死の意味と薬剤師の役割について
話しあう。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

3 モラルジレンマ(２) 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自
らの考えを述べる。科学技術の進歩、社会情勢
の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

【A⑵①３～4】 保健、医療、福祉、介護におけ
る他職種連携協働及びチーム医療の意義につい
て説明できる。多職種連携協働に関わる薬剤師、
多職種及び行政の役割について説明できる。自
己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に
協力・支援を求める。チームワークと情報共有
の重要性を理解し、チームの一員としての役割
を積極的に果たすように努める。【A⑷１～5】：
安楽死に関する問題点を新たに見出して、医療
の担い手となる自らの使命を問いなおす。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

4 モラルジレンマ(３) 患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値
観に配慮して行動する。【A⑶②2】、チーム医療
に関わる薬剤師、各職種および患者・家族の役
割について説明できる。【A⑷3】、生涯にわたっ
て自ら学習する重要性を認識し、その意義につ
いて説明できる。生涯にわたって継続的に学習
するために必要な情報を収集できる。【A⑸③１
～2】：安楽死に関する世界と日本の現状を知り、
今後の医療のあり方について考える。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

5 ジレンマを超えて 一人の人間として、自分が生きている意味や役
割を問い直し、自らの考えを述べる。様々な死
生観・価値観・信条等を受容することの重要性
について、自らの言葉で説明する。【A⑴①１～
7】、生命の尊厳について、自らの言葉で説明で
きる。【A⑵①１～4】、薬剤師の使命に後輩等の
育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。後輩等への適切な指導を実
践する。【A⑸④１～2】：全授業を通じて得た知
見、対話、思索をもとに、ひとと医療、生命に
関する自らの倫理観を確立して、その成果につ
いて話しあい、論述する。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)
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６
年
次
生

医療情報学	 Clinical	Informatics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

野崎　一徳 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
医療情報学は医療特有の配慮が必要となる情報の取り扱いに際して有効な知識の構築を行う。情報理論、セキュリティ、計算

機科学に基づいて、一般に社会で活用されている医療情報システムを考察する。さらに具体的な例をまじえて講義を進め、医療
情報システムの具体例、およびシステム利用のされかた，そして蓄積されたデジタルデータの再利用の事例を紹介し，医療情報
学の理解を支援する。
・一般目標（GIO）

一般の情報学の知識に医療情報学としての特殊性を組み込む。医療を支援するシステムの全体像と薬剤関連の情報処理につい
て具体的に理解する。また、医療情報学で構築する患者情報の位置づけを理解し，医療情報を扱う様々な場面で適切な対応を考
案できる力を身に着ける。
・授業の方法

講義形式で行い、スライドと配付資料を利用する。ただし、コロナウイルス感染症の影響により授業の一部を遠隔講義で実施
する場合がある。
・成績評価

期末試験70%、授業態度30%
・試験・課題に対するフィードバック方法

課題に関するレビュー等を含め、質疑応答を行う。
・学位授与方針との関連

幅広い科学的知識を有する薬の専門家および薬剤師をはじめとする医療従事者とし医療に関わるため、医療現場で必要不可欠
な医療情報の概念を理解し、その基礎知識を身につける。
・教科書

『医療情報サブノート』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)　篠原出版
・参考書

『医療情報−医療情報システム編』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)　篠原出版
『医療情報−医学医療編』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)　篠原出版
『医療情報−情報処理技術編』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)　篠原出版
『医療情報システム実践シリーズ１　注射に関するシステムの現状と課題』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(監修)・

松村泰志(編集)　篠原出版
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 情報通信技術の概要 パソコンの構造、クライアントサーバーモデ
ル、ネットワークの概要、電子メールの仕組
み、Webの仕組み、データベースシステムに
ついて説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい領
域について学ぶこと。個々の細部を記憶するので
はなく、個々の事例から本質を理解し、様々な応
用を自分でイメージできる能力を身につけること。

2 コンピューターでの情報
の表現

２進数、文字、日本語文字コード、画像、文
書(テキスト、Word、リッチテキスト、PDF、
html)、XMLについて説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい領
域について学ぶこと。個々の細部を記憶するので
はなく、個々の事例から本質を理解し、様々な応
用を自分でイメージできる能力を身につけること。

3 病院情報システムの概要 オーダエントリシステム、部門システム、電
子カルテシステム。画像システム、物流シス
テムについて説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい領
域について学ぶこと。個々の細部を記憶するので
はなく、個々の事例から本質を理解し、様々な応
用を自分でイメージできる能力を身につけること。

4 診察記録と電子カルテ 診察記録(定義、必要性、構成)、電子カルテ
(要件、具体例)、地域医療連携、Personal 
Health Recordについて説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい領
域について学ぶこと。個々の細部を記憶するので
はなく、個々の事例から本質を理解し、様々な応
用を自分でイメージできる能力を身につけること。

5 病院の薬剤業務とその支
援システム

薬剤取り扱い業務(内外用薬、注射薬、生物
由来製剤、麻薬)、医事会計の仕組み、病棟で
の指示、診療録への実施記録、処方オーダー、
注射オーダー、病棟での指示システム、薬剤
部門システム、薬剤の物流管理システムにつ
いて説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい領
域について学ぶこと。個々の細部を記憶するので
はなく、個々の事例から本質を理解し、様々な応
用を自分でイメージできる能力を身につけること。
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漢方医学概論	 Introduction	to	Kampo	Medicine

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆芝野　真喜雄　　後山　尚久 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
漢方医学は、古代中国医学を基盤に、多くの臨床経験を積み重ね、独自に発展してきた日本の伝統医学である。その信頼性の

高さから148処方の漢方製剤が薬価収載されている。さらに、近年では漢方薬の重要性が増し、実に90％以上の医師が漢方薬の
処方経験を持つ。すなわち、薬剤師はより専門的な漢方薬の知識が不可欠になっている。この授業では、実際の臨床例から漢方
治療の特徴を修得をする。
・一般目標（GIO）

本授業では、これまでに修得した漢方薬の知識を実際の臨床例から漢方薬物治療の特徴を捉え、「考え、応用できる漢方」の
知識修得を目的とする。
・授業の方法

スライドを用いて講義形式(オンデマンド)で授業を行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

症例演習を加え、自ら処方解析を行う時間を設ける。
・成績評価

定期試験結果(85％)、 5 回行う確認テスト(15％)により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示し、再試験受験対象者には解説を行う。(確認テストも解説する。)
・学位授与方針との関連

薬剤師として医療に関わるための基本的知識、特に漢方薬と漢方医学の知識を身につける。
・関連科目

関連科目：基礎漢方薬学、生薬学、薬用天然物化学、薬用植物学
臨床系関連科目・内容：臨床現場で使用される漢方薬を適切に使用、服薬指導するために、実践的な漢方治療について理解を

深める科目である。
・教科書

配布資料(プリント)
・参考書

『ミニマムファクター漢方生薬学』芝野真喜雄　京都廣川書店
『図解漢方処方のトリセツ』川添和義　じほう
『エビデンス・ベース漢方薬活用ガイド』松原和夫、伊藤美千穂　京都廣川書店

(☆印は担当代表者)
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 臨床に直結する漢方
の基礎１
漢方の概要、歴史、
特質
確認テスト１
(後山、芝野)

漢方の歴史について概説できる。【＊】漢方と中医学の特徴
について説明できる。【＊】漢方の特徴について概説でき
る。【E2-⑽-①-1】 陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証
など、漢方の基本用語を説明できる。【E2-⑽-①-2】 漢方
薬と西洋薬、民間薬、サプリメント、保健機能食品などと
の相違について説明できる。【E2-⑽-①-4】 漢方医学にお
ける診断法、体質や病態の捉え方、治療法について概説で
きる。【E2-⑽-②-1】 現代医療における漢方薬の役割につ
いて説明できる。【E2-⑽-②-3】 漢方薬の剤形と特徴につ
いて説明できる。【＊】

漢方医学独特の言葉や病態の捉え方があり、
到達目標に挙げられている用語については、
必ず、基礎漢方薬学で学んだ内容を授業プリ
ントなどを活用して復習しておくこと。ま
た、基礎理論は、各論での漢方薬の理解に必
要不可欠なため、疑問に感じたことは、オフ
ィスアワーなどを利用して解決しておくこ
と。これらの予習、復習に2.5時間は必要であ
る。

2 臨床に直結する漢方
の基礎２
漢方理論、漢方診断、
漢方治療
確認テスト２
(後山、芝野)

漢方の歴史について概説できる。【＊】漢方と中医学の特徴
について説明できる。【＊】漢方の特徴について概説でき
る。【E2-⑽-①-1】 陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証
など、漢方の基本用語を説明できる。【E2-⑽-①-2】 漢方
薬と西洋薬、民間薬、サプリメント、保健機能食品などと
の相違について説明できる。【E2-⑽-①-4】 漢方医学にお
ける診断法、体質や病態の捉え方、治療法について概説で
きる。【E2-⑽-②-1】 現代医療における漢方薬の役割につ
いて説明できる。【E2-⑽-②-3】 漢方薬の剤形と特徴につ
いて説明できる。【＊】

漢方医学独特の言葉や病態の捉え方があり、
到達目標に挙げられている用語については、
必ず、基礎漢方薬学で学んだ内容を授業プリ
ントなどを活用して復習しておくこと。ま
た、基礎理論は、各論での漢方薬の理解に必
要不可欠なため、疑問に感じたことは、オフ
ィスアワーなどを利用して解決しておくこ
と。これらの予習、復習に2.5時間は必要であ
る。

3 臨床例から学ぶ漢方
薬の効果１
気血水概念からのア
プローチ
確認テスト３
(後山、芝野)

日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、その基原、薬用
部位を説明できる。【C5-⑴-②-1】 日本薬局方収載の代表
的な生薬の薬効、成分、用途などを説明できる。【C5-⑴-
③-1】 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙
し、説明できる。【C5-⑴-③-2】 漢方薬の薬効を構成生薬
の薬能(古典的薬効)で説明できる。【＊】配合生薬の組み
合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明できる。【E2-⑽
-①-3】 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治
療法について概説できる。【E2-⑽-②-1】 日本薬局方に収
載される漢方薬の適応となる証、症状や疾患について例示
して説明できる。【E2-⑽-②-2】 現代医療における漢方薬
の役割について説明できる。【E2-⑽-②-3】 漢方薬の副作
用と使用上の注意点を例示して説明できる。【E2-⑽-③-1】
日本薬局方に収載されていない頻用漢方処方の適応となる
証、症状や疾患について例示して説明できる。【＊】

漢方病態の把握ツールとしての気血水概念を
復習しておく。よく耳にする漢方薬がどのよ
うな気血水病態の不均衡状態で処方されるの
かを理解するために２時間程度の予習が必要
である。
また、学習した漢方薬については、参考図書
などを利用し、理解を深めること。さらに、
疑問点などが出てきた場合は、オフィス・ア
ワーを積極的に利用し、解決するように心が
けること。これらの復習に1.5時間ぐらいが必
要である。

4 臨床例から学ぶ漢方
薬の効果２
五臓六腑論からのア
プローチ
確認テスト４
(後山、芝野)

日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、その基原、薬用
部位を説明できる。【C5-⑴-②-1】 日本薬局方収載の代表
的な生薬の薬効、成分、用途などを説明できる。【C5-⑴-
③-1】 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙
し、説明できる。【C5-⑴-③-2】 漢方薬の薬効を構成生薬
の薬能(古典的薬効)で説明できる。【＊】配合生薬の組み
合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明できる。【E2-⑽
-①-3】 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治
療法について概説できる。【E2-⑽-②-1】 日本薬局方に収
載される漢方薬の適応となる証、症状や疾患について例示
して説明できる。【E2-⑽-②-2】 現代医療における漢方薬
の役割について説明できる。【E2-⑽-②-3】 漢方薬の副作
用と使用上の注意点を例示して説明できる。【E2-⑽-③-1】
日本薬局方に収載されていない頻用漢方処方の適応となる
証、症状や疾患について例示して説明できる。【＊】

漢方病態の把握ツールとしての五臓六腑論を
復習しておく。よく耳にする漢方薬がどのよ
うな五臓六腑の不均衡状態で処方されるのか
を理解するために２時間程度の予習が必要で
ある。
また、学習した漢方薬については、参考図書
などを利用し、理解を深めること。さらに、
疑問点などが出てきた場合は、オフィス・ア
ワーを積極的に利用し、解決するように心が
けること。これらの復習に1.5時間ぐらいが必
要である。

5 臨床例から学ぶ漢方
薬の効果３
最近の漢方治療の特
徴、EBM
確認テスト５
(後山、芝野)

日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、その基原、薬用
部位を説明できる。【C5-⑴-②-1】 日本薬局方収載の代表
的な生薬の薬効、成分、用途などを説明できる。【C5-⑴-
③-1】 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙
し、説明できる。【C5-⑴-③-2】 漢方薬の薬効を構成生薬
の薬能(古典的薬効)で説明できる。【＊】配合生薬の組み
合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明できる。【E2-⑽
-①-3】 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治
療法について概説できる。【E2-⑽-②-1】 日本薬局方に収
載される漢方薬の適応となる証、症状や疾患について例示
して説明できる。【E2-⑽-②-2】 現代医療における漢方薬
の役割について説明できる。【E2-⑽-②-3】 漢方薬の副作
用と使用上の注意点を例示して説明できる。【E2-⑽-③-1】
日本薬局方に収載されていない頻用漢方処方の適応となる
証、症状や疾患について例示して説明できる。【＊】

参考図書や基礎漢方薬学でのノートや授業プ
リントなどを利用して、漢方薬に対するエビ
デンスなどを調査、理解するために２時間程
度の予習が必要である。
また、疑問点などが出てきた場合は、オフィ
ス・アワーを積極的に利用し、解決するよう
に心がけること。これらの復習に1.5時間ぐら
いが必要である。
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レギュラトリーサイエンス	 Regulatory	Science

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

奥平　桂一郎 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
レギュラトリーサイエンスとは「科学技術の成果を人と社会との調和の上でもっとも望ましい姿に調整するための科学」であ

る。科学技術の成果物である医薬品を最適な形で社会に適合させる(適正に使用する)という点において、薬剤師を含めた薬学
に関連する多くの業務がレギュラトリーサイエンスの概念に基づき遂行されている。本科目ではレギュラトリーサイエンスを理
解する上で必要な概念や基礎知識の修得を目的とする。
・一般目標（GIO）

レギュラトリーサイエンスの概念および必要性と意義を理解し、これを薬剤師業務に適用することにより、医療および広く公
衆衛生に寄与する。
・授業の方法

教科書、配布プリント、スライド等を用いて講義形式で授業を行う。講義において理解度を確認するための小テストを行うこ
とがある。コロナウイルス感染症の影響により授業の一部を遠隔講義で実施する場合がある。
・成績評価

定期試験100％で評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験問題と解答例は学内の取り決めに則って公開し、試験答案は希望者に開示する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

奥平(企業等の研究者)／公的研究機関での研究経験を活かし、レギュラトリーサイエンスの概念やこれに基づく医薬品開発
に関する基本的知識を指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特にレギュラトリーサイエンスを理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：薬事関連法・制度、医薬品安全性学、医薬品情報学など
臨床系関連科目・内容：薬剤師として医療に関わるための基本的知識として、薬の有効性や安全性について必要な知識を修得

する。
・教科書

『医薬品のレギュラトリーサイエンス』改訂２版　／豊島 聰　黒川 達夫(編)　南山堂
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 序論、レギュラトリーサ
イエンスの概念と意義

レギュラトリーサイエンスの概念および必要性
と意義について概説できる。【B⑵②-11】【E3⑴
①-5】

レギュラトリーサイエンスの概念と意義につい
て、教科書などを用いて予習する(1.5時間)。
講義内容を整理し、復習する( 2 時間)。

2 医薬品の開発プロセス 医薬品の開発から承認までのプロセスおよび関
連法規について概説できる。【B⑵②-1～1０】

医薬品の開発過程について、教科書などを用い
て予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、復
習する( 2 時間)。

3 医薬品の有効性と安全性 医薬品等における主作用と副作用、毒性、有害
事象等について概説できる。【E1⑷-1,2】 【E2⑻
①-1,2,3】

医薬品等のリスクについて、教科書などを用い
て予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、復
習する( 2 時間)。

4 医薬品の臨床試験 医薬品の臨床試験の意義や手法等について概説
できる。【E3⑴①-3,4】 【E3⑴⑤-1】 【E3⑴⑥-1～
9】

医薬品の臨床試験について、教科書などを用い
て予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、復
習する( 2 時間)。

5 医薬品の情報、レギュラ
トリーサイエンスの役割

医薬品に関する情報および添付文書等などの情
報源について理解し、概説できる。レギュラト
リーサイエンスの実際の役割について概説でき
る。【E3⑴①-1,2】 【E3⑴②-1～6】 【E3⑴⑦-1,2】

医薬品に関する情報、およびレギュラトリーサ
イエンスの現状と課題について、教科書などを
用いて予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、
復習する( 2 時間)。
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創薬薬理学	 Drug	discovery	and	pharmacology

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆大野　行弘　　大喜多　守　　清水　佐紀　　田和　正志 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
「創薬薬理学」では、代表的な 8 疾患を中心に新規医薬品の薬理作用と作用機序について、新薬の開発動向も踏まえながら概

説する。新規医薬品の薬理学的な特性を理解するとともに、日々進展している臨床での疾患治療について理解を深めることを目
的とする。
・一般目標（GIO）

代表的な 8 疾患(精神神経疾患、脳血管疾患、免疫・アレルギー疾患、高血圧、心疾患、糖尿病、感染症、がん)に対する最
新の治療薬について、専門的知識(疾患病態、薬理作用および作用機序)を修得する。
・授業の方法

教科書、プリントなどを用い、一部はパワーポイントによるプレゼンテーションで視覚的に理解が深まるよう解説しながら講
義を行う。※コロナウイルス感染症の影響により、授業の一部を遠隔講義で実施する場合がある。
・成績評価

定期試験結果(100％)により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

定期試験問題および模範解答は開示し、必要に応じて再試験対象者には解説を行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

大野(企業等の研究者)／企業での薬理学の研究経験を活かし、代表的な 8 疾患に対する最新の治療薬について専門的知識を
指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な科学的知識、薬剤師として医療に係るための基本的な知識、チーム医療や薬物治療に必要な専門的知
識として、薬物の作用機序を理解する。
・関連科目

関連科目：薬理学１・２・３・４、薬物治療学１・２・３・４・５、生物薬剤学、薬物動態解析学、機能形態学１・２など
臨床系関連科目・内容：臨床薬物動態学、臨床導入実習１、臨床導入実習２、病院実務実習、薬局実務実習薬剤師として医療

に関わるための基本的知識として各種治療薬の薬理作用と作用メカニズムを理解し、薬効および副作用発現を洞察するために必
要な知識を習得する。
・教科書

『New薬理学(第 7 版)』田中千賀子他編集　南江堂
・参考書

『図解薬理学』鍋島俊隆他編集　南山堂
『疾患薬理学　改訂版』成田年監修　ネオメディカル
『今日の治療薬2021』浦部晶夫他編集　南江堂

(☆印は担当代表者)
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 精神神経疾患に作用する
薬(大野)

精神疾患について、治療薬の薬理(薬理作用、
機序、主な副作用)および病態を説明できる。

【E2-⑴-③-1～6】
神経疾患について、最新の治療薬の薬理(薬理
作用、機序、主な副作用)および病態を説明で
きる。【E2-⑴-③-7～11】

予習( 1 時間)： 「授業計画」の次回該当項目に
ついて教科書で予習し、疑問点を整理しておく。
復習( 1 時間)：各回で受講した授業内容を復習
し、理解した内容を講義ノートに整理しておく。

2 免疫・アレルギー疾患
(アレルギー、自己免疫疾
患など)に作用する薬(清
水)

免疫・炎症・アレルギー疾患について、最新の
治療薬の薬理(薬理作用、機序、主な副作用)
および病態を説明できる。【E2-⑵-①-1、2】、

【E2-⑵-②-1～9】

予習( 1 時間)： 「授業計画」の次回該当項目に
ついて教科書で予習し、疑問点を整理しておく。
復習( 1 時間)：各回で受講した授業内容を復習
し、理解した内容を講義ノートに整理しておく。

3 高血圧・心疾患に作用す
る薬(田和)

循環器系疾患について、最新の治療薬の薬理(薬
理作用、機序、主な副作用)および病態を説明
できる。【E2-⑶-①-1～4】

予習( 1 時間)： 「授業計画」の次回該当項目に
ついて教科書で予習し、疑問点を整理しておく。
復習( 1 時間)：各回で受講した授業内容を復習
し、理解した内容を講義ノートに整理しておく。

4 糖尿病に作用する薬(大
喜多)

糖尿病について、最新の治療薬の薬理(薬理作
用、機序、主な副作用)および病態を説明でき
る。【E2-⑸-①-1】

予習( 1 時間)： 「授業計画」の次回該当項目に
ついて教科書で予習し、疑問点を整理しておく。
復習( 1 時間)：各回で受講した授業内容を復習
し、理解した内容を講義ノートに整理しておく。

5 感染症、がんに作用する
薬(大喜多)

感染症およびがん(悪性新生物)について、最
新の治療薬の薬理(薬理作用、機序、主な副作
用)および病態を説明できる。【E2-⑺-③-1～
1０】、【E2-⑺-④-1～6】、【E2-⑺-⑤-1、2】、【E2-
⑺-⑥-1、2】、【E2-⑺-⑧-1～13】

予習( 1 時間)： 「授業計画」の次回該当項目に
ついて教科書で予習し、疑問点を整理しておく。
復習( 1 時間)：各回で受講した授業内容を復習
し、理解した内容を講義ノートに整理しておく。
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薬学総合演習	 Comprehensive	Exercises	in	Pharmaceutical	Sciences

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

大喜多　守 6 年次・通年 3 必修

・授業の目的と概要
本学における 6 年間の薬学教育の集大成として設置された科目であり、薬学部卒業時に備えているべき知識およびそれに基づ

く総合的な判断力を身に付けることを目的とする。 6 年次までに修得した科目(特に「物理系」、「化学系」、「生物系」、「衛生
系」、「薬理系」、「薬剤系」、「病態・薬物治療系」、「法規・制度・倫理系」、「実務系」)についてオムニバス形式で講義、演習を
行い、重要項目の再確認と知識の整理によって、より高い論理的思考力、問題解決能力、実践力を身に付けることを目指す。
・一般目標（GIO）

薬剤師に必要な知識及びそれに基づく総合的な判断力を身に付けるために、薬学教育モデル・コアカリキュラム(平成25年度
改訂版)関連科目全般について重要項目を系統的にまとめ、整理し、理解を深める。
・授業の方法

講義、演習形式で授業を行い、随時補講を行う。※コロナウイルス感染症の影響により、授業の一部を遠隔講義で実施する場
合がある。
・成績評価

定期試験の結果に基づいて評価を行う(100%)。
・試験・課題に対するフィードバック方法

随時行われる確認テスト等により学習到達度をはかり、特別演習・実習担当教員、指導教員よりフィードバックを行う。な
お、定期試験に関しては、問題及び解答を開示する。
・学位授与方針との関連

薬学科の全ての学位授与方針と関連する。
・関連科目

関連科目：薬学教育モデル・コアカリキュラム(平成25年度改訂版)に関連する全ての科目
・教科書

各関連授業の教科書・参考書や配布資料
・参考書

各関連授業の参考書・問題集、「今日の治療薬2021(浦部昌夫 他、南江堂)」、「治療薬マニュアル2021(高久史麿 他、医学書
院)」
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 第 1 ～ 5 回
物理系

「物質の物理的性質」、「化学物質の分析」につ
いて基本的・応用的知識の定着と、論理的思考
力、問題解決能力、実践力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

2 第 6 ～10回
化学系

「化学物質の性質と反応」、「生体分子・医薬品
の化学」、「自然が生み出す薬物(天然物由来薬
物)」について基本的・応用的知識の定着と、論
理的思考力、問題解決能力、実践力を身に付け
る。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

3 第11～15回
生物系

「生命現象の基礎」、「人体の成り立ちと生体機
能の調節」、「生体防御と微生物」について基本
的・応用的知識の定着と、論理的思考力、問題
解決能力、実践力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

4 第16～20回
衛生系

「健康」、「環境」について基本的・応用的知識
の定着と、論理的思考力、問題解決能力、実践
力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

5 第21～25回
薬理系

「薬の作用と体の変化」、「薬の効き方(薬理)」
について基本的・応用的知識の定着と、論理的
思考力、問題解決能力、実践力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

6 第26～30回
薬剤系

「薬の生体内運命」、「製剤化のサイエンス」に
ついて基本的・応用的知識の定着と、論理的思
考力、問題解決能力、実践力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

7 第31～35回
病態・薬物治療系

「薬の作用と体の変化」、「病態・薬物治療」、
「薬物治療に役立つ情報」について基本的・応用
的知識の定着と、論理的思考力、問題解決能力、
実践力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

8 第36～40回
法規・制度・倫理系

「プロフェッショナリズム(薬剤師の使命や薬
剤師に求められる倫理観など)」、「薬学と社会」
について基本的・応用的知識の定着と、論理的
思考力、問題解決能力、実践力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。

9 第41～45回
実務系

「薬学臨床基本事項」、「薬学臨床実践」につい
て基本的・応用的知識の定着と、論理的思考力、
問題解決能力、実践力を身に付ける。

予習： 2 時間講義範囲について、これまで学ん
できたことを振り返り、わからない個所をあら
かじめ整理した上で講義に臨むよう準備を行う。
復習： 2 時間学習した内容について、これまで
に用いた当該分野の教科書・参考書や問題集等
を活用することにより知識の定着をはかる。
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312

特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
６年次前期 18 必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課
題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）
研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま
とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。　
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
配属した研究室における研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施
と「卒業論文」の作成を行う。評価項目として、配属期間における研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技
能」、さらに「研究発表」および「卒業論文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階
で評価する。「態度」、「技能」の評価項目では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業
論文」については、１点の評価の細目数が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。なお、「研究発表」の
評価に際しては、プレゼンテーション能力に関するルーブリック表を取り入れて実施する。
・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を養
う。さらに、医療の進歩と改善に資する研究を遂行する意欲を醸成するとともに、研究活動を通して科学的根拠に基づく問題発
見・解決能力を修得する。

IS5014
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薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳調

節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分子
レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発

アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造化
学的に解明する。
③放線菌におけるATP結合カセット(ABC)トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明

放線菌 S.thermoviolaceus OPC-520株由来キシロオリゴ糖トランスポーターは、微生物ABCトランスポ
ーターの一つであり、 4 種のBxlタンパク質群からなる。これらの各Bxlタンパク質の構造と機能を解析し、
本放線菌における糖輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明

病原細菌の一つである Vibriovulnificus M2799株は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り
込みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタン
パク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り
込み阻害物質の分子設計を行う。

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造が機能発現に大きな影響を与えることがある。これら
のペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を変化させ、構造と活性の関係について調べる。

②αヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすいアミノ酸配列が知られている。これらを基により
安定な構造や制御された会合体のデザインを行う。

③膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送するためのツールとして注目されている。天然のアミノ
酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新しいタイプの膜透過性ペプチドを設計し、その機能
評価を行う。

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤(分子イメージングプローブ)の開発研究：各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾
患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳神経疾患や、それら多くの疾患に共通す
る病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、
各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画像診断薬剤(分子イメージングプロー
ブ)の開発研究を行う。

②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究：これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤
(分子イメージングプローブ)と各種の病態モデル動物を用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡
の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージングバイオマーカーとした診断への応用可能性につ
いて検討する。

③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
ス研究：がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法(BNCT)は、革新的
な治療効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の
開発、および、その有効性を評価するための方法論開発にある。本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行
う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。

②複素環化合物の官能基導入反応の開発と医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した
新たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。

③合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発とその応用
④市販の原料から創薬研究で求められる非天然アミノ酸への直接変換を触媒する新反応の開発

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
�　核酸医薬の生体内安定性の向上と遺伝子発現抑制作用の両立を目指した新規プロドラッグ型修飾核酸
を設計、合成および活性評価を行っている。

②細胞内移送能を有するキャリアペプチドの開発
�　細胞膜を透過する機能を有するペプチド（細胞膜透過性ペプチド）は、極性を有する化合物（医薬品）
を細胞内に入れる有力なデバイスの 1つである。
　この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用いてその細胞膜透過能の評価を行う。

③細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用
�　アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通
過して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細
胞内への移行性を細胞を用いて評価する。

④がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発
�　�がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を
組み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子
の開発を行う。

⑤金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究
�　DNAの核酸塩基間に金属イオンが配位した金属錯体型塩基対がDNAポリメラーゼの複製反応により形
成されることを初めて見出した。この反応の金属選択性等について検討を行っている。

⑥天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の
開発
�　天然には存在しないL型リボースから成るDNAやRNAを化学合成し、その優れたな生体内安定性をを
利用してin�vivoで応用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

生薬・天然物科学
谷 口　 雅 彦
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②サプリメントの有用性に関する研究
③タンパク質間相互作用並びにエピゲノムを制御する天然成分の探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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臨 床 漢 方 薬 学
芝 野　 真 喜 雄

①　漢方生薬の薬能に関する科学的研究
　　滋陰生薬の老化細胞に対する抗炎症作用に関する研究
　　漢方製剤を用いたがん悪液質の予防・治療薬の開発に関する研究
②　生薬資源と品質評価に関する研究
　　ウラルカンゾウの育種研究と品質評価法の開発に関する研究
　　キキョウの品質評価と効率的栽培法の開発に関する研究
③　生薬の副作用に関する研究
　　シコンやオウゴンの肝機能障害原因成分の探索と評価法に関する研究

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
伊 藤　 千 紘

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明造血サイトカイン、特にＧ-ＣＳＦ（顆粒球
コロニー刺激因子）による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分化の分子メカニズムを明らかにするため
に、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内情報伝達に関わるタンパク質の分子機
能と生理的役割を研究する。
②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割
を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特にＭＡＰキナーゼカスケードに焦点を当て、
ＭＡＰキナーゼやＭｎｋキナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、その分子的・生理的機能を明らか
にする。
③ロイシンリッチα 2グリコプロテイン（LRG）の機能解明ほ乳類の血液中に存在するLRGは毒ヘビ血液中
に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を示す。LRGノックアウトマウスの表現形を野生
型と比較することによってLRGの生理機能を明らかにするとともに、哺乳類細胞発現系を用いて組換え
LRGを大量発現させて分子機能を明らかにする。
④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明本研究室で発見した 3種類のホスホリパーゼ
A2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組換えタンパク質の大量発現とX線結晶解析、部
位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の解析などについて検討する。
⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用い
た発現系を構築して精製し、酵素反応速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機
構で酵素が基質に作用するのかを明らかにする。
⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造の
よく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害作用、およびその物質と酵素との結合を酵素
反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質との結合様式を明らかにする。

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①脂質代謝異常疾患、特に肥満に関する研究肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･予防する薬
剤を開発する。
1）脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
2）NASH進展における脂質メディエーターの機能解明
3）筋細胞への糖取込み促進機構の解明
4）肥満のエピジェネティクス制御

②天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
1）肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
2）脂肪細胞の褐色化（ベージュ化）を誘導する成分の同定と作用機構の解析
3）筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
4）脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
5）活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析

③脂質メディエーターによる炎症制御に関する研究
1）肺炎などの呼吸器疾患における脂質メディエーターの機能解明
2）アスピリン喘息に関する研究

④マクロファージの機能制御に関する研究 1）マクロファージの活性化制御に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
 ( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
 ( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
 ( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
 ( 4 )病原微生物の分子疫学的解析

②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究

 ( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
 ( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
 　各種がん細胞の増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検討する。

②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。
 　細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用
を目指す。

③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。
 　生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗
がん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。

⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究
河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも

に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 剤 学
永 井　 純 也
本 橋　 秀 之
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究薬物動態
の主要な 4 つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素などの薬
物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御分子の発
現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。

②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究薬物が薬効を発現するためには、
作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因の一つに望まない部位への薬物の到
達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランスポーターなどの薬物動態制御分子が
関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標的とすることで、特定部位への効率
的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは副作用低減を目指した研究を行う。

③間葉系幹細胞を用いた新規薬物送達法及び治療法の開発間葉系幹細胞の一つである脂肪幹細胞は、がん
組織特異的な集積性を有するとされ、がん組織に抗がん剤を選択的に送達するためのDDS素材として注
目されている。一方、脂肪幹細胞は組織障害を軽減することも報告されており、細胞医薬としての応用も
期待されている。本研究では、抗がん剤のキャリアーとしての脂肪幹細胞の有用性評価に加え、薬剤性組
織障害に対する脂肪幹細胞の低減効果について、検討を進め、脂肪幹細胞を用いた新規治療法の開発に向
けた研究を行う。

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善新規の製剤設計あるいは機能性食品
開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。

②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノ
クラスター構造などを開発する。

③経肺投与に適した機能性微粒子の研究人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の
開発を目指す

④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品
や健康食品に有用な粒子開発を行う。

⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計数値シミュレーションを利用して高効率で肺内
に送達可能な粉末吸入製剤の設計

⑥in vitro-in vivoの関係性を精度よく予測できる試験系の構築 (注射および経肺投与に関して) in vitro-in 
vivoの関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミレーションによる予測の精度を高める研究 

(細胞および動物も使用予定)

病態分子薬理学
大 喜 多　 守
田 和　 正 志
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管作動性物質の産生調節機構
 　培養血管内皮細胞を用い、エンドセリンや一酸化窒素の産生調節機構について、遺伝子発現および転写
調節機構の観点から検討する。

②種々循環器疾患の発症と進展機構における血管作動性物質の病態生理学的役割
 　高血圧、急性・慢性腎臓病、虚血性・慢性心臓病などの疾患モデル動物を作製し、病態の発症と進展に
おける種々の生体因子(ノルアドレナリン・エンドセリン・一酸化窒素など)の役割を検討する。

③腎疾患と血管機能
 　急性・慢性腎障害モデル動物を用いて、尿毒症物質により誘発される血管機能障害発症メカニズムと
新たな治療法の確立について検討する。

④循環器疾患と性差
 　虚血性・慢性・薬剤性腎障害、虚血性心疾患、容量負荷心不全などの疾患モデル動物を作製し、病態の
発症・進展における性差メカニズムについて検討する。

⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構
 　腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観
点から検討する。

⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究
 　高血圧や糖尿病などの疾患モデル動物に対する抗酸化性機能性食品素材(天然物由来ポリフェノール
成分など)の病態改善効果について検討する。

⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療
 　種々の肺性高血圧実験モデル動物を用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討す
る。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患（統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など）の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患（パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など）の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル （Kir4.1チャネル）の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質2A （Synaptic vesicle glycoprotein 2A SV2A）の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」・酸化ストレスが動脈硬
化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性・睡眠時無呼吸症候群に関連す
る間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態
学的メカニズムと治療薬の開発・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解
明・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムに
よる重篤副作用の予測・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子
柳 田　 寛 太

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックアウト・イン細胞や生物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質（腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など）の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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社 会 薬 学・ 
薬 局 管 理 学
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

・多職種連携によるポリファーマシー対策
・薬局における副作用モニタリング
・服薬アドヒアランスの維持・改善
・薬剤師による在宅ケアサービスの推進
・生活習慣改善支援／生活習慣病の療養支援
・認知行動療法に基づく、うつ病患者の療養支援
・薬局における認知症への対応力向上
・セルフメディケーション支援
・薬局薬剤師業務に関する国際比較研究
・病院感染菌のバイオフィルム研究

臨 床 薬 学 教 育 
研 究 セ ン タ ー
岩 永　 一 範
中 村 　 任
中 村　 敏 明
矢 野　 良 一
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
羽 田　 理 恵
音 窪　 麻 衣

薬局・病院クリニカルリサーチ実務実習終了後に 6 か月以上、薬局や病院において臨床研修を継続し、臨
床の実践能力を培うと同時に、臨床研修の中から課題を見出し、研究する。研究室における研究下記のテー
マに関連した研究を主に研究室で行う。
①服用mediaが薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討(担当：岩永一範)ジュースをはじめ、様々

な飲料(服用media)を用いて医薬品を服用した際の薬物溶解性や小腸膜透過性に及ぼす影響について明
らかにすることにより、安全かつ有効な医薬品服用方法に関する情報提供を行う。

②がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価
(担当：中村任)がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の薬効や副作用の個体差を規定する因子の探
索を行い、医療機関とも連携しながら臨床上の有用性を検証する。

③医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究(担当：中村敏明、角山香織)１)いろい
ろな医療データベースの活用やアンケート調査などから、薬物療法のリスク最小化に必要な医薬品情報
を構築し、その有用性を評価する。２)医薬品の適正使用に不可欠な情報の効率的かつ効果的な提供方法

(お薬手帳の活用や患者向け情報資材の作成など)を開発し、患者さんが安心・安全に薬を使うための研
究を行う。

④教育プログラムの改善・充実や教育効果の評価に関する研究(担当：角山香織、矢野良一、中村敏明)１)
課題発見・解決能力の向上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築
とその評価に関する研究を行う。２)薬学生における基礎と臨床の知識統合プロセスを理解し、これを促
進する効果的な教育手法を開発するための研究を行う。３)経験学習の場の一つとして症例検討会に着目
し、臨床における薬剤師教育、あるいは薬学部教育への導入・展開を目指した研究を行う。)課題発見・
解決能力の向上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築とその評価
に関する研究を行う。

⑤医薬品の有効性および安全性の評価に向けた医療情報データベースの活用(担当：細畑圭子)実臨床から
構築されたデータベースを用いて、一般患者集団における医薬品の有用性や安全性、使用実態を解析し、
副作用重篤化回避や患者指導に有用な知見を得る研究を行う。

薬 学 教 育 研 究 
セ ン タ ー
大 桃　 善 朗
井 上　 晴 嗣
宮 崎 　 誠
佐 藤　 卓 史
長 谷 井　 友 尋
倉 田　 里 穂

(１)薬学教育研究
(２)学術調査研究(各教員の研究テーマキーワード)

① 分子イメージング、画像診断用医薬品
② 血清タンパク質
③ 薬理効果の速度論解析、薬物の最適投与計画、生体リズム
④ シスプラチン耐性がん、制がん性金属錯体
⑤ 疫学、環境、エピジェネティクス
⑥ 自己炎症性疾患、免疫

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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大阪医科薬科大学 学則 

 

（昭和２７年２月２０日施行） 

 

第１章 総 則 

 

（理 念） 

第１条 大阪医科薬科大学（以下、「本学」という。）は、建学の精神及び学是（至誠仁術）

に基づき、国際的視野に立った教育、研究或いは良質な医療の実践をとおして、人間性豊

かで創造性に富み人類の福祉と文化の発展に貢献する医療人を育成する。 

 

（目 的） 

第２条 本学は、前条の理念に基づき、豊かな人間性と国際的視野を備えた次の人材を育成

することを目的とする。 

(1)  人類共通の課題である健康の維持増進並びに疾病の予防と克服及び苦痛の軽減に努

める人材 

(2)  変化する社会に対応し最新の知識と最良の技術を生涯学び続ける人材 

(3)  地域医療から世界に通じる研究開発にわたる領域で探究心を持って活躍する人材 

 

（自己点検及び評価） 

第３条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するた

め、本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の方法等については、別に定める。 

 

（学部及び大学院） 

第４条 本学に、医学部医学科、薬学部薬学科及び看護学部看護学科を置く。 

２ 医学部医学科の入学定員は１１０名、収容定員は６６０名とする。 

３ 薬学部薬学科の入学定員は２９４名、収容定員は１，７６４名とする。 

４ 看護学部看護学科の入学定員は８５名、収容定員は３４０名とする。 

 

第４条の２ この学則に定めるもののほか、各学部の必要な事項は、本学医学部規程、薬学

部規程及び看護学部規程（以下、「学部規程」という。）に定める。 

 

第５条 本学に、大学院を置く。 

２ 大学院に関し必要な事項は、大阪医科薬科大学大学院学則の定めるところによる。 

 

（修業年限）  

第６条 医学部医学科の修業年限は、６年とする。 

２ 薬学部薬学科の修業年限は、６年とする。 

３ 看護学部看護学科の修業年限は、４年とする。 
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（在学年限） 

第７条 医学部医学科の在学年限は、第１・２学年次、第３・４学年次、第５・６学年次に

区分し、各区分において４年を超えることはできず、通算して１２年以内とする。 

２ 薬学部薬学科の在学年限は、第１学年次から第４学年次までは、同一年次に２年を超え

て在学することはできず、通算して１２年以内とする。ただし、同一年次の在学年数が年

度の途中で２年を超えることとなる者については、その年度が終了するまで当該学年に在

学することができる。 

３ 看護学部看護学科の在学年限は、通算８年以内とする。ただし、同一年次に２年を超え

て在学することはできない。 

 

（学 年） 

第８条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。 

 

（学 期） 

第９条 学年を、次の２学期に分ける。 

前期  ４月１日から９月３０日まで 

後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

 

（休業日） 

第１０条 定期休業日は、次のとおりとする。 

(1)  土曜日及び日曜日 

(2)  国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

(3)  本学創立記念日 

(4)  春季休業 

(5)  夏季休業 

(6)  冬季休業 

２ 学長は、前項に定めるもののほか臨時の休業日を定めることができる。また、教育上必

要と認めた場合は、定期休業日であっても授業及び試験を行うことができる。 

 

第２章 入学、再入学及び転入学 

 

（入学等の時期） 

第１１条 入学、再入学及び転入学の時期は、学年の始めとする。 

 

（入学資格） 

第１２条 本学に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1)  高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）を卒業した者 

(2)  通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により

これに相当する学校教育を修了した者 

(3)  外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文
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科学大臣の指定した者 

(4)  文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 

(5)  専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣の指定したものを文部科学大臣が定め

る日以後に修了した者 

(6)  文部科学大臣の指定した者 

(7)  大学入学資格検定規程（昭和２６年文部省令第１３号）により文部科学大臣の行う

大学入学資格検定に合格した者又は高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

(8)  本学の個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認められ、１８歳に達した者 

 

（入学志願手続） 

第１３条 入学志願者は、所定の入学願書及び学部規程に定める入学検定料を添えて学長に

願い出なければならない。 

 

（合格者の選考） 

第１４条 入学志願者に対しては試験を行い、その成績により合格者を選考する。 

 

（入学手続及び入学許可） 

第１５条 前条に定める選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに必

要書類を学長に提出するとともに、別表に定める入学金及び学費の一部を納入しなければ

ならない。 

２ 保証人は、両親又はこれに代る成年に達した親族とする。 

３ 保証人は、学生の在学中に係る一切の事項について、責任を負うものとする。 

 

第１６条 学長は、前条に定める入学手続を完了した者に、入学を許可する。 

 

（再入学） 

第１７条 本学を退学した者又は第３０条第４号により除籍された者で、再入学を志願する

者については、選考の上、相当の学年次に入学を許可することがある。 

２ 再入学に関し必要な事項は、学部規程に定める。 

 

（転入学） 

第１７条の２ 他の大学の学生で、当該大学長又は学部長の承認を得て転入学を志願する者

については、学長が入学を許可することができる。 

 

（転学部） 

第１７条の３ 転学部を願い出る者があるときは、選考の上、許可することがある。 

２ 転学部の取扱いについては、別に定める。 
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第３章 教育課程及び履修等 

 

（教育課程及び履修方法） 

第１８条 学生が履修すべき授業科目、単位数及び年次配当は、学部規程に定める。 

２ 総合的な学力等を判定する試験（統合的な試験）を所定の課程に加えることができる。 

３ 本学則に定めるもののほか、履修方法の細目については、学部規程に定める。 

 

（単位の計算方法） 

第１９条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容を

もって構成するものとし、次の基準により計算するものとする。 

(1)  講義、チュートリアル及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で学

部規程に定める時間の授業をもって１単位とする。 

(2)  実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で学部規程に定

める時間の授業をもって１単位とする。 

 

（１年間の授業期間） 

第２０条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原

則とする。 

 

（成績の評価） 

第２１条 授業科目の成績は、試験その他の評価により行う。 

２ 評価は原則として１００点法によって行い、６０点以上を合格、５９点以下を不合格と

し、９０点以上を秀(Ｓ)､８０点以上８９点以下を優(Ａ)、７０点以上７９点以下を良(Ｂ)、

６０点以上６９点以下を可(Ｃ)、５９点以下を不可(Ｄ)と表示する。 

３ 不合格となった授業科目については、再試験を行うことがある。 

４ 試験及び成績の評価の実施に関し必要な事項は、学部規程に定める。 

 

第２１条の２ 前条の評価に対してグレード・ポイント（以下、「ＧＰ」という。）を設定

し、ＧＰの平均値であるグレード・ポイント・アベレージ（以下、「ＧＰＡ」という。）

を算出する。 

２ ＧＰ及びＧＰＡの取扱いについては、学部規程に定める。 

 

（追試験） 

第２２条 病気その他やむを得ない理由により、試験を受けられなかった者については、追

試験を行うことがある。 

２ 追試験の実施に関し必要な事項は、学部規程に定める。 

 

（単位の認定） 

第２３条 授業科目の成績の評価を行い、合格とされた学生に対し、所定の単位を与える。 

２ 前項の単位認定は、学部長が当該教授会の議を経て学長に報告し、学長が決定する。 
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（既修得単位の認定） 

第２４条 他の大学を卒業し、又は中途退学し、新たに本学の第１学年次に入学した学生の

既修得単位については、教育上有益と認めるときは、その学力を確認した上で本学におい

て修得したものとして認定することができる。 

２ 前項の定めにより認定することができる単位は、合計３０単位を限度とする。 

３ 前２項の取扱いについては、学部長が当該教授会の議を経て学長に報告し、学長が決定

する。 

 

（他学部及び他大学等における授業科目等の履修） 

第２５条 本学が、教育上有益と認めるときは、本学の他学部及び他の大学等（外国の大学

等を含む。）との協議に基づき、学生に当該学部及び当該大学等の授業科目等を履修させ

ることができる。 

２ 前項の取扱いについては、学部長が当該教授会の議を経て学長に報告し、学長が決定す

る。 

 

第４章 休学、復学、転学、退学及び除籍 

 

（休 学） 

第２６条 病気その他やむを得ない理由により、休学しようとする者は、医師の診断書又は

詳細な理由書を添えて、保証人連署のうえ学長に願い出て、学期単位を原則として休学す

ることができる。 

２ 病気その他の理由により修学することが不適当と認められる者については、学長は休学

を命ずることができる。 

３ 休学に関する取扱いは、学部規程に定める。 

 

（復 学） 

第２７条 休学期間中に、その理由がなくなったときは、学長の許可を得て復学することが

できる。 

２ 復学は、原則として学年又は学期の始めでなければならない。 

３ 第１項の規定により復学が許可された場合には、休学前の既修得単位及び成績はそのま

ま認める。 

 

（転 学） 

第２８条 他の大学へ、入学又は転入学を志願しようとする者は、保証人連署の上、学長に

所定の退学願を提出しなければならない。 

 

（退 学） 

第２９条 病気その他やむを得ない理由により、退学しようとする者は、保証人連署の上、

学長に所定の退学願を提出しなければならない。なお、必要に応じその他書類の提出を求

める場合がある。 
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２ 学業成績の不振が一定期間続く学生に対しては、退学を勧告することがある。 

 

（除 籍） 

第３０条 次の各号のいずれかに該当する者は、当該教授会の意見を踏まえ、学長が決定し、

除籍する。 

(1)  第７条に定める在学年限を超えた者 

(2)  在学年限内に所定の単位を修得できないことが明らかな者 

(3)  学部規程に定める休学年限を超えてなお復学できない者 

(4)  第３５条に定める学費について、納入期限経過後督促してもなお未納の者 

(5)  長期間にわたり行方不明の者 

(6)  死亡した者 

 

第５章 進級及び卒業 

 

（進 級）  

第３１条 当該学年次又は当該学期の所定の課程を修了した者については、当該教授会の議

を経て、学部長が単位及び進級を認定し、学長が決定する。 

 

（卒 業） 

第３２条 第６条に定める修業年限以上在学し、医学部医学科においては学部規程に定める

所定の単位を修得し、かつ、総合試験に合格した者には、医学部教授会の議を経て、医学

部長が卒業を認定し、学長が決定のうえ卒業証書及び学士（医学）の学位を授与する。 

２ 前項の総合試験に関しては、医学部教授会の議を経て、医学部長が別に定め、学長が決

定する。 

３ 第６条に定める修業年限以上在学し、薬学部薬学科においては学部規程に定める所定の

単位を修得した者には、薬学部教授会の議を経て、薬学部長が卒業を認定し、学長が決定

のうえ卒業証書及び学士（薬学）の学位を授与する。 

４ 第６条に定める修業年限以上在学し、看護学部看護学科においては学部規程に定める所

定の単位を修得した者には、看護学部教授会の議を経て、看護学部長が卒業を認定し、学

長が決定のうえ卒業証書及び学士（看護学）の学位を授与する。 

 

第６章 賞 罰 

 

（褒 章） 

第３３条 成績優秀操行善良で他の模範であると学長が認めるときは、教授会の議を経て、

学生を褒賞することができる。 

 

（懲 戒） 

第３４条 教育上必要があると学長が認めるときは、当該教授会の意見を踏まえ、学生に懲

戒を加えることができる。なお、懲戒に関し必要な事項は、大阪医科薬科大学学生等懲戒
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規程に定める。 

 

第７章 入学金及び学費 

 

（入学金及び学費） 

第３５条 入学金及び学費の額は、別表に定める。 

２ 入学金及び学費は、原則として返還しない。 

３ 入学金及び学費は、経済事情の変化によりその金額を変更することがある。 

４ 第１項にかかわらず、入学時特待生制度等適用者の入学金及び学費については、別に定

める。 

５ 学費の納入に関する取扱いについては、学部規程に定める。 

 

（休学の場合における学費） 

第３６条 休学する者は、指定した期限までに学費のうち在籍料を納入しなければならない。

ただし、学期途中に復学した者は、当該学費を納入しなければならない。 

２ 在籍料の額は、学部規程に定める。 

 

第８章 研究生 

 

（研究生） 

第３７条 本学開設の授業科目のうち特定分野に関し、研究を行おうとする者があるときは、

選考の上研究生として許可することができる。 

２ 研究生に関し必要な事項は、学部規程に定める。 

 

第９章 委託生、聴講生等 

 

（委託生及び聴講生） 

第３８条 本学に委託生を託された場合は、その学歴を選考して許可することがある。 

２ 本学開設の授業科目の中から聴講することを希望する者があるときは、聴講生として許

可することがある。 

３ 委託生及び聴講生に関し必要な事項は、学部規程に定める。 

 

（単位互換履修生及び科目等履修生） 

第３９条 他の大学又は短期大学との協議に基づき、当該他の大学等に在学中の者を単位互

換履修生として、本学における授業科目を履修させることができる。 

２ 特定の授業科目のうち１科目又は数科目を選んで履修し、単位を修得しようとする者が

あるときは、科目等履修生として許可することがある。 

３ 単位互換履修生及び科目等履修生に関し必要な事項は、学部規程に定める。 

 

（外国人留学生） 
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第４０条 第１２条に定める入学資格を有する外国人が本学に入学を志願するときは、選考

のうえ外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生については別に定める。 

 

第１０章 公開講座 

 

（公開講座） 

第４１条 本学に公開講座を設けることがある。 

 

第１１章 学生の福利・厚生 

 

（学生の福利・厚生） 

第４２条 本学に福利・厚生施設を置く。その規則は、別に定める。 

 

第１２章 職員組織 

 

（職員組織） 

第４３条 本学に学長、学部長、附属病院長、図書館長その他の職員を置く。その規則は、

別に定める。 

２ 前項に定めるもののほか、本学に副学長、学長補佐を置くことができる。 

３ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

４ 副学長及び学長補佐は、学長の統督の下で教育及び研究に関する校務をつかさどる。 

５ 学部長は、学長の統督の下で学部に関する校務をつかさどる。 

 

第４４条 本学に教育及び研究のための教授、准教授、講師、助教、助手、技術職員等を置

く。これらの定員及び資格については、別に定める。 

 

第４５条 本学の事務を処理するため、一定数の事務職員を置く。 

 

第４６条 本学の教職員を専任兼任に区別し、その勤務規則は、別に定める。 

 

第１３章 教授会 

 

（教授会） 

第４７条 教育研究に関する事項の審議機関として、各学部に教授会を置く。 

２ 教授会に関し、必要な事項は、別に定める。 

 

第１４章 附属施設 

 

（附属施設） 
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第４８条 本学に図書館、その他の附属施設を設ける。その規則は、別に定める。 

 

第４９条 本学に附属病院を設ける。その規則は、別に定める。 

 

第１５章 その他の組織 

 

（その他の組織） 

第５０条 本学に教育研究に必要なその他の組織を設ける。 

２ 個々の組織の使命・構成等は、別に定める。 

 

第１６章 その他 

 

（改 廃） 

第５１条 この学則の改廃は、各学部の教授会の議を経て学長が理事長に提案し、理事会が

行う。 

 

附 則 

（中 略） 

 

附 則 

この改正は、令和２年４月１日から施行する。 

ただし、第３条第２項の規定にかかわらず、令和２年度から令和３年度までの医学部医学

科の定員は、地域枠の臨時定員２名を加え、入学定員１１２名、収容定員６７２名とする。 

 

附 則 

１ この改正は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条第３項の規定にかかわらず、薬学部薬学科の収容定員は令和３年度１，

７２１名、令和４年度１，７４０名とする。 

３ 改正後の第４条第１項及び第３項、第６条第２項、第７条第２項、第３２条第３項の規

定にかかわらず、令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生のうち、

平成２９年度以前の入学生が第４学年次進級時に選択可能な学科として、薬学部に薬科学

科（４年制）を置く。なお、同学科は大阪薬科大学において学生募集を停止していたこと

を受け、新規の学生募集は行わず、令和３年度における第４学年次の収容定員を２名、令

和４年度以降の収容定員を０名とし、在籍学生がいなくなった時点で廃止するものとし、

同学科の取扱いは薬学部規程及び薬科学科規程に定める。 

４ 令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生の大阪薬科大学における

修業年数及び在学年数については、改正後の第６条第２項及び第７条第２項に規定する修

業年限及び在学年限に継承する。 

５ 令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生のうち、平成２６年度以

前の入学生については、改正後の第７条第２項中の「２年」を「３年」に読み替える。 
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６ 薬学部規程に定めることとする取扱いのうち、改正後の第３章及び第５章に関する事項

の令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生への適用については、薬

学部規程細則に大阪薬科大学の入学年度に応じた個別の取扱いを定める。 

 

 

（別表） 

 

（１）医学部医学科 

項 目 金 額（年額） 備 考 
入学金 １００万円 入学手続時 

学費 

授業料 １８８万円  
実習料 ３４万５千円  

施設拡充費 １２６万円  

教育充実費 
２００万円 入学年次 
１５０万円 ２年次以降 

 
 
（２）薬学部薬学科 

項 目 金 額（年額） 備 考 
入学金 ４０万円 入学手続時 

学費 
授業料 １２０万円  

施設・設備費 ６０万円  
 
 
（３）看護学部看護学科 

項 目 金 額（年額） 備 考 
入学金 ３０万円 入学手続時 

学費 

授業料 １１０万円  

実習料 
２０万円 

公衆衛生看護学実習Ⅱ受講者及び 
助産学実習受講者を除く 

３０万円 公衆衛生看護学実習Ⅱ受講者対象 
５０万円 助産学実習受講者対象 

施設拡充費 ３０万円  
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大阪医科薬科大学 薬学部規程 

 

（令和３年４月１日施行） 

 

（趣 旨） 

第１条 この規程は、大阪医科薬科大学（以下、「本学」という。）に設置する薬学部薬学

科について、本学学則（以下、「学則」という。）に基づく必要な事項を定める。 

２ 本学に設置する薬学部薬科学科について必要な事項は、本学薬学部薬科学科規程に定め

る。 

 

（目 的） 

第２条 学則に定める本学の目的に基づき、薬学部薬学科の目的は、次の各号のとおりとす

る。 

(1)  生命の尊厳と人権の尊重を基本に、人々の生き方や価値観を尊重できる豊かな人間

性を育成する｡ 

(2)  多様な人材と共同し、薬学や医療の分野で国際的に通用する新しい知識や技術を創

造できる能力を育成する｡ 

(3)  科学的知識と倫理的判断に基づき、薬学に関する専門知識、情報や技術を効果的に

活用した医療が実践できる能力を育成する｡ 

(4)  薬剤師として地域社会の特性を学び、多職種と連携し協働してさまざまな健康課題

に取り組むことができる能力を育成する｡ 

(5)  薬剤師として専門能力と教育能力を自律的に探求し、継続的に発展させる基本的姿

勢を育成する｡ 

 

（授業科目、履修及び授業日程の公示） 

第３条 授業科目、単位数及び配当年次は別表１のとおりとする。 

２ 授業科目は原則として、配当されている学年次において履修しなければならない。 

３ 各学年次において履修する授業科目の内容、授業時間表及び担当教員はシラバスにより

公示する。 

４ 各学年次において学生が１年間に履修できる授業科目の単位数の合計は、原則として５

５単位を上限とする。なお、各学年次での履修単位数を算定する際、複数の学年次にわた

り配当されている授業科目は、その授業科目の単位数を各学年次に按分し算定する。 

５ 学業成績が優秀な学生は、前項に定める単位数の上限を適用しないことを認める場合が

ある。 

６ 第１項の授業科目は、多様なメディアを利用して、当該授業を行う本学の校舎及び附属

施設等以外の場所で学生に履修させることができる。また、学生に海外において履修させ

る場合においても同様とする。 

 

（必修科目・選択必修科目・選択科目） 

第４条 授業科目は必修科目、選択必修科目及び選択科目に分けて開講する。 
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２ 選択必修科目及び選択科目の履修届は、所定の期日までに提出しなければならない。た

だし、受講希望者が少ない場合には開講しないことがある。また、各選択科目で履修でき

る人数に制限を設けることがある。 

３ 履修届提出後の履修取消又は変更は、原則として認めない。ただし、授業科目によって

は所定の期間に履修取消又は変更を認めることがある。 

 

（授業時間・単位算定の基準）  

第５条 学則第１９条に定める授業時間は、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修を考慮して、次のとおりとする。 

(1)  講義及び演習による授業は、原則として１５時間の授業をもって１単位とする。 

(2)  実習及び実技による授業は、原則として４５時間の授業をもって１単位とする。 

(3)  前２号の規定にかかわらず、教育上必要があると認めたときは、講義及び演習につ

いては１５時間から３０時間までの範囲、実習及び実技については３０時間から４５

時間までの範囲の授業をもって１単位とすることができる。 

(4)  授業は、原則として９０分を１回とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、特別演習・実習の授業科目については、それに必要な学修等

を考慮して単位数を定める。 

 

（授業期間） 

第６条 学期における授業期間は、定期試験等の期間を除き、原則として１５週とする。た

だし、教育上特別の必要がある場合、この期間より短い特定の期間において授業を行うこ

とがある。 

 

（成績の評価） 

第７条 授業科目の成績の評価は、授業科目毎に担当教員が授業内容に対する学生の学習到

達度によって行い、到達目標及び成績評価方法はシラバスに示す。 

２ 前項の評価は、学則第２１条の規定に基づき、秀（Ｓ）100～90 点、優（Ａ）89～80 点、

良（Ｂ）79～70 点、可（Ｃ）69～60 点、不可（Ｄ）59 点以下とする。なお、不可（Ｄ）の

うち29点以下のものを特にＥとする。 

３ 前項の規定にかかわらず、一部の授業科目は、論文、報告書等の審査により合・否を判

定する。 

 

（単位の認定） 

第８条 前条の成績の評価により、合格とする者に所定の単位を認定する。 

２ 実習及び実技の単位の認定には、原則として授業回数のすべてに出席することを必要と

する。 

３ 前項の出席回数が不足し、所定の期日までに欠席届及び理由書を添えて願い出たときは、

補充の授業を許可することがある。 

 

（ＧＰＡ） 
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第９条 ＧＰＡは、各学期の履修科目によるＧＰＡ（以下、「学期ＧＰＡ」という。）、各

年度の履修科目によるＧＰＡ（以下、「年度ＧＰＡ」という。）及び入学時からのすべて

の学期の履修科目によるＧＰＡ（以下、「累積ＧＰＡ」という。）の三種類を算出する。 

２ 学期ＧＰＡは、当該学期に履修したすべての授業科目の、当該学期の最終の成績評定に

より算出する。年度ＧＰＡは、当該年度に履修したすべての授業科目の、当該年度の最終

の成績評定により算出する。また、累積ＧＰＡは、ＧＰＡ算出時点までに履修したすべて

の授業科目の、算出時点での最終の成績評定により算出する。 

３ 前項にかかわらず、次の各号に該当する授業科目はＧＰＡの算出対象外とする。 

(1)  合否で判定し、成績の評点を表示しない授業科目 

(2)  学則第２４条により本学における履修とみなし単位を与え、成績の評点を表示しな

い授業科目 

４ ＧＰＡの算出のためのＧＰは、授業科目履修の成績の評定ごとにＳが４点、Ａが３点、

Ｂが２点、Ｃが１点、Ｄ及びＥが０点とする。なお、試験を欠席した場合のＧＰは０点と

する。 

５ ＧＰＡは、次の計算式により算出する。なお、得られた数値に小数が生じた場合は、小

数点以下第３位を四捨五入し、通知する。 

ＧＰＡ＝「対象授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数」の合計／「対象授業科目の単

位数」の合計 

６ 各学期の成績が確定した段階で、学期ＧＰＡ、年度ＧＰＡ、累積ＧＰＡ、あるいはこれ

らの組み合わせが一定の基準を下回った場合は、成業の見込みを立てるため、当該学生に

対し面談等による修学指導を行う。 

７ 累積ＧＰＡが１未満の学期が３期続いた場合は、学則第２９条第２項により退学を勧告

する。 

８ 前項の期間には、休学した学期は含まない。 

９ 年度ＧＰＡは、指定する奨学金の選考に用いる。その他各種ＧＰＡは、学修成果の分析

等に用いるものとする。 

 

（試験の種類） 

第１０条 試験は定期試験、追試験、再試験及び特別再試験に分ける。 

 

（定期試験） 

第１１条 定期試験を学期末に各１回行い、それぞれ前期定期試験及び後期定期試験とする。 

２ 前項のほか、定期試験について必要な事項は別に定める。 

 

（追試験） 

第１２条 定期試験を欠席した者に対し、学期末に行う定期試験終了後に追試験を実施する

ことがある。 

２ 前項のほか、追試験について必要な事項は別に定める。 

 

（再試験） 
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第１３条 再試験は原則として学期末に行う定期試験終了後に行う。 

２ 前項のほか、再試験について必要な事項は別に定める。 

 

（特別再試験） 

第１４条 第４学年次の再試験終了後、別に定める進級に必要な履修授業科目のうち、単位

未修得科目について第４学年次特別再試験を行う。 

２ 第６学年次の再試験終了後、別に定める卒業に必要な履修授業科目のうち、単位未修得

科目について第６学年次特別再試験を行う。 

３ 前２項のほか、特別再試験について必要な事項は別に定める。 

 

（受験料） 

第１５条 再試験及び特別再試験を受験する者は、受験料を納めなければならない。 

２ 受験料の額は、１科目あたり１千円とする。 

 

（試験受験の心得） 

第１６条 試験に関して不正な行為があったと認められた者については、大阪医科薬科大学

学生等懲戒規程に基づき処分する。 

２ 試験受験に際しては、別に定める注意事項を遵守しなければならない。 

 

（進 級） 

第１７条 進級査定は、年度末に行う。 

２ 進級要件は、別に定める。 

 

（卒 業） 

第１８条 本学に６年以上在学し、別表２に定める履修すべき授業科目のすべての単位を修

得したとき卒業が認められる。 

２ 卒業の認定は、毎年度末に行う。ただし、やむを得ない理由により、この認定を受ける

ことができなかった者については、次年度においてこれを行うことができる。 

 

（留 年） 

第１９条 進級要件又は卒業要件に抵触し、進級又は卒業できない場合は、原級に留め置く。

その場合、既修得単位は認める。 

２ 原級に留め置かれた場合の必要な事項は、別に定める。 

 

（再履修） 

第２０条 進級要件に基づき進級した場合、原則として進級前年次までの単位未修得のすべ

ての必修及び選択必修科目を再履修するものとする。 

２ 原級に留め置かれた場合、原則として当該年次までの単位未修得のすべての必修及び選

択必修科目を再履修するものとする。 
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（休 学） 

第２１条 病気その他やむを得ない理由により、３か月以上修学することができない者は、

学則第２６条により休学を申請することができる。 

２ 休学を申請する者は、その理由を記した保証人連署の休学願を提出し、許可を得なけれ

ばならない。  

３ 前項の休学願には、医師の診断書又は詳細な理由書を添えなければならない。  

４ 休学中の在籍料については、月額２万円を納付しなければならない。 

 

（休学期間） 

第２２条 休学期間は１年以内の学期単位を原則とし、年度をまたぐことはできない。引き

続き休学しようとする者は、あらためて願い出て許可を得なければならない。  

２ 休学期間は通算して３年を超えることができない。  

３ 休学期間は学則第７条に定める在学年限に算入しない。  

 

（再入学） 

第２３条 本学を退学した者又は学則第３０条第４号により除籍された者が、退学又は除籍

の日から２年以内に再入学を願い出たときは、学力等について審議のうえ許可することが

ある。 

２ 再入学を願い出る者は、所定の書類に入学検定料を添えて願い出なければならない。 

３ 再入学を許可された者は、学則第１５条の規定により入学手続きをしなければならない。

ただし、学則第３０条第４号により除籍された者の再入学は、滞納した納付金を納付する

ことを条件とする。また、既に提出した書類について変更がない場合は、これを省略する

ことができる。 

４ 再入学を許可された者が退学前又は除籍前に修得した単位は認め、退学又は除籍までの

在学年数は学則第７条の在学年限に算入する。 

 

（入学検定料） 

第２４条 入学検定料は、３万５千円、ただし大学入学共通テスト利用入学試験は２万円と

する。 

 

（学費の納入に関する取扱い） 

第２５条 薬学部の学費の納入期日、その他納入に関する取扱いは別に定める。 

 

（研究生） 

第２６条 研究生を志願することができる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(1)  大学又は短期大学を卒業した者 

(2)  外国において学校教育における１４年の課程を修了した者 

(3)  その他本学において短期大学卒業以上の学力があると認めた者 

２ 研究生の指導教員は審議のうえ定める。 

３ 研究生は指導教員及び希望する科目の担当教員の許可を受けて講義を聴くことができる。 
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４ 研究生の研究期間は原則として１年とする。ただし、引き続き研究を必要とする場合に

はさらに願い出て、その許可を得なければならない。 

５ 研究生は、研究期間の終わりに当該研究成果について指導教員を経て、学長に提出しな

ければならない。 

６ 研究生で相当の成果をおさめた者には、審議のうえ、研究証明書を交付することがある。

ただし、正規の課程による在学年数又は履修単位としては認定されない。 

 

（委託生） 

第２７条 委託生を志望する者は、委託機関長からによる所定の願、その他必要書類を添え

て願い出なければならない。 

２ 委託生には、前条を準用する。 

３ 委託機関より特定事項について研究させるために受け入れる委託生を、委託研究生と称

する。 

 

（聴講生） 

第２８条 聴講生を志望する者は、所定の願、その他必要書類を添えて願い出なければなら

ない。 

２ 開講する授業科目のうち１科目又は数科目を選んで聴講することができる。 

３ 聴講生に対しては、試験及び単位の授与を行わない。 

４ 他の大学又は短期大学との協議に基づき受け入れる聴講生を、特別聴講生と称する。 

 

（単位互換履修生及び科目等履修生） 

第２９条 単位互換履修生及び科目等履修生は、履修した授業科目について試験を受けるこ

とができる。 

２ 前項の試験に合格した単位互換履修生及び科目等履修生には、所定の単位を与える。 

３ 単位を修得した科目等履修生には、願い出により単位修得証明書を交付する。 

 

（入学又は受入れ時期） 

第３０条 研究生、委託生、聴講生、単位互換履修生及び科目等履修生の入学又は受入れ時

期は学期の始めとする。ただし、特別の事情のあるときにはこの限りではない。 

 

（納付金） 

第３１条 研究生、委託生、聴講生及び科目等履修生の納付金は、別表３のとおりとする。

ただし、研究生又は委託生の研究に要する特別の費用は、それぞれ研究生又は委託機関の

負担とする。 

 

（学則の準用） 

第３２条 研究生、委託研究生、特別聴講学生、単位互換履修生、聴講生、科目等履修生及

び外国人留学生にはこの規程に定めるもののほか、学則を準用する。 
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（雑 則） 

第３３条 この規程の施行に際して必要な事項は、薬学部教授会の議を経て、学長が決定す

る。 

 

（改 廃） 

第３４条 この規程の改廃は、薬学部教授会及び法人運営会議の議を経て、理事長が行う。 

 

附 則 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 第３条、第７条、第９条から第１４条、第１７条、第１８条及び第２０条に定める事

項は、令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生には適用しない。

なお、これら事項については、大阪薬科大学の入学年度に応じた薬学部規程細則に個別

の取扱いを定める。 

３ 令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生の大阪薬科大学におい

て修得した単位等については、薬学部に継承する。 

４ 令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生の第２２条第２項に規

定する休学期間の上限の適用は、大阪薬科大学における休学期間と通算して取り扱う。

また、同転入学した学生の第２３条第１項に規定する再入学の願出期限の適用は、大阪

薬科大学における退学又は除籍の日から起算して取り扱う。 

 

附 則 

この改正は、令和３年４月１日から施行する。 
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（別表１）授業科目及び単位年次配当表 

＜薬学部薬学科：令和３年度以降入学者適用＞ 

区
分 授業科目 必

選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

基 

礎 

教 

育 

科 
目 

文学の世界 ◯ 1  1          

歴史と社会 ◯ 1  1          

地球環境論 ◯ 1  1          

政治と社会 ◯ 1  1          

基礎心理学 ◯ 1  1          

法と社会 ◯ 1  1          

経済の世界 ◯ 1  1          

数理論理学 ◯ 1  1          

社会分析の基礎 ◯  1  1         

人間と宗教 ◯  1  1         

文化人類学 ◯  1  1         

倫理と社会 ◯  1  1         

コーチング論 ◯  1  1         

スポーツ・運動２ ◯  1  1         

情報科学 ◯  1  1         

情報科学演習 ● 1            

アカデミックスキル ● 1            

身体運動科学 ● 1            

スポーツ・運動１ ● 1            

物理学１ ● 1            

物理学２ ●  1           

化学 ● 2            

生物学 ● 1            

数学１ ● 2            

数学２ ●  1           

数理統計学 ●    2         

英語リスニング１ ● 1            

英語リスニング２ ●  1           

英語リーディング１ ● 1            

英語リーディング２ ●  1           

英語スピーキング１ ●   1          

英語スピーキング２ ●    1         

英語ライティング１ ●   1          

英語ライティング２ ●    1         

ドイツ語１ ※１ ▲ 1            

ドイツ語２ ※１ ▲  1           

中国語１ ※１ ▲ 1            

中国語２ ※１ ▲  1           

ハングル１ ※１ ▲ 1            

ハングル２ ※１ ▲  1           

異文化言語演習１ ●     1        

異文化言語演習２ ●      1       

医療心理学 ●    1         

コミュニケーション ●       1      

キャリアデザイン概論 ●       1      
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区
分 授業科目 必

選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

基 

礎 

薬 

学 

科 

目 

薬学入門 ● 1            

医工薬連環科学 ◯   1          

物理化学１ ●  1           

物理化学２ ●   1          

物理化学３ ●    1         

放射化学 ●     1        

分析化学１ ●  1           

分析化学２ ●   2          

生物無機化学 ●   1          

基礎有機化学 ● 1            

有機化学１ ●  2           

有機化学２ ●   2          

有機化学３ ●    1         

有機化学４ ●     2        

有機スペクトル学演習 ●    1         

基礎細胞生物学 ●  2           

生化学１ ●  2           

生化学２ ●   2          

分子生物学 ●    2         

微生物学 ●   2          

免疫学 ●     2        

機能形態学１ ●  2           

機能形態学２ ●   2          

応 

⽤ 

薬 

学 

科 

目 

薬学英語 ●       1      

応用分析学 ●     1        

応用放射化学 ◯      1       

生物物理化学 ◯       1      

薬用植物学 ● 1            

薬用天然物化学 ●  2           

生薬学 ●   1          

医薬品化学１ ●      2       

医薬品化学２ ●       1      

精密有機合成化学 ◯      1       

衛生薬学１ ●    2         

衛生薬学２ ●     2        

衛生薬学３ ●      2       

分子細胞生物学 ●     2        

病原微生物学 ●      1       

先端分子医科学 ◯       1      

基礎漢方薬学 ●    2         

物理薬剤学 ●     2        

医療統計学 ●        1     
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区
分 授業科目 必

選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

医 

療 

薬 

学 

科 

目 

多職種連携論１－医療人マイ

ンド 
● 1            

多職種連携論２－医療と専門

職 
◯ 

 
  1         

多職種連携論３－医療倫理 ●     1        

医療と法 ●      1       

医療政策論 ◯        1     

多職種連携論４－医療安全 ◯           1  

早期体験学習 ● ← 1 →           

医療薬学導入学習 ●  1           

薬理学１ ●   2          

薬理学２ ●    2         

薬理学３ ●     2        

薬理学４ ●      2       

アドバンスト薬理学 ◯           1  

生物薬剤学１ ●    1         

生物薬剤学２ ●     1        

薬物速度論 ●      2       

製剤設計学 ●      2       

薬物治療学１ ●   2          

薬物治療学２ ●    2         

薬物治療学３ ●     2        

薬物治療学４ ●      2       

薬物治療学５ ●       2      

アドバンスト薬物治療学 ◯        1     

臨床化学 ◯      1       

臨床感染症学 ●       2      

医薬品安全性学 ◯       1      

漢方医学概論 ◯           1  

臨床薬学概論 ●     1        

医薬品情報学 ●      1       

個別化医療 ●       1      

コミュニティファーマシー ●        1     

臨床薬物動態学 ●       1      

臨床導入学習１ ●       3      

臨床導入学習２ ●        1     

薬事関連法・制度 ●       2      

社会保障論 ●       1      

薬学基礎演習 ●        1     

統合薬学演習 ●           2  

薬学総合演習 ●           ← 3 → 
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区
分 授業科目 必

選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

実 

習 

科 

目 

分析化学実習 ●   1          

物理化学実習 ●    1         

基礎有機化学実習 ●  1           

漢方・生薬学実習 ●    1         

有機化学実習 ●     1        

生物学実習 ●   1          

生物科学実習 ●     1        

衛生薬学・放射化学実習 ●      1       

薬理学実習 ●      1       

薬剤学実習 ●      1       

病院実務実習 ●         ← 10 →   

薬局実務実習 ●         ← 10 →   

特別演習・実習 ※２ ●       ←        14        →  

●：必修科目 ▲：選択必修科目 ◯：選択科目 

選択科目は、同時間に複数科目開講することがある 

※１ ドイツ語、中国語、ハングルより１カ国語を選択必修 

※２ 特別演習・実習は４年次前期から６年次前期の期間で行う 
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（別表２）卒業に必要な単位数 

＜薬学部薬学科：令和３年度以降入学者適用＞ 

種 別 区分等 単位数 備 考 

必修科目 

基礎教育科目 

基礎薬学科目 

応用薬学科目 

医療薬学科目 

実 習 

２７単位 

３４単位 

２３単位 

４９単位 

４４単位 

 

選択必修

科目 

基礎教育科目 

「ドイツ語１,２」「中国語１,２」 

「ハングル１,２」から１ヵ国語２科目 

２単位  

選択科目 

①基礎教育科目 

１・２年次配当 

「文学の世界」「歴史と社会」 

「地球環境論」「政治と社会」 

「基礎心理学」「法と社会」 

「経済の世界」「数理論理学」 

「社会分析の基礎」「人間と宗教」 

「文化人類学」「倫理と社会」 

「コーチング論」「スポーツ・運動２」 

「情報科学」     各科目１単位 

＜その他＞ 

「本学の他学部、他大学等との単位互換の

制度を利用して履修した科目」 

４単位以上 

・＜その他＞に区分す

る科目を除き、１年

次では各学期に１科

目、２年次では各学

期に２科目まで選択

して履修できる。 

②基礎薬学科目、応用薬学科目、医療薬学科目 

２年次配当 

「医工薬連環科学」 

「多職種連携論２－医療と専門職」 

３年次配当 

「応用放射化学」「精密有機合成化学」 

「臨床化学」 

４年次配当 

「生物物理化学」「先端分子医科学」 

「医薬品安全性学」「医療政策論」 

「アドバンスト薬物治療学」 

６年次配当 

「多職種連携論４－医療安全」 

「漢方医学概論」 

「アドバンスト薬理学」 

各科目１単位 

４単位以上 

（２～４年次配

当科目からは３

単位以上、６年

次配当科目から

は１単位） 

・３年次配当科目は、

２科目まで選択して

履修できる。 

・６年次配当科目は、

１科目選択して履修

する。 

合  計 １８７単位以上  

・各科目の配当年次学期及び単位数については本規程別表１を参照すること。 

・単位互換の取扱いについては「薬学部単位互換実施に関する規程」に定める。 
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（別表３） 研究生等納付金 

＜薬学部薬学科＞ 

費 目 金 額 摘 要 

研究生 

指導料（月額） 10,000円  

研究料（月額） 
20,000円 

10,000円 

 

本学卒業生 

委託生 

指導料（月額） 20,000円  

研究料（月額） 60,000円以上 
金額は研究内容その他を考慮し

て定める。 

聴講生 聴講料（１科目） 10,000円  

科目等履修生 

授業料（１科目） 20,000円 

講義・演習科目 

ただし、本学大学院薬学研究

科在籍学生が、薬剤師国家試験

を受験するために必要な学部講

義・演習科目を履修する場合

は、10,000円とする。 

授業料（１科目） 60,000円 

実習科目 

ただし、本学大学院薬学研究

科在籍学生が、薬剤師国家試験

を受験するために必要な学部実

習科目を履修する場合は、

10,000円とする。 

・本学卒業生には大阪薬科大学卒業生を含む。 
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大阪医科薬科大学 薬学部規程細則（平成２７～２９年度入学生適用） 

 

（令和３年４月１日施行） 

 

（目 的）  

第１条 大阪医科薬科大学薬学部薬学科における授業科目の履修に関しては、大阪医科薬科

大学薬学部規程（以下、「薬学部規程」という。）に定めるもののほか、この細則による。 

２ この細則は、令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生のうち、平

成２７年度から平成２９年度大阪薬科大学入学生に適用する。 

 

（授業科目、履修及び授業日程の公示） 

第２条  授業科目、単位数及び配当年次は別表１のとおりとする。 

２ 授業科目は原則として、配当されている学年次において履修しなければならない。 

３ 各学年次において履修する授業科目の内容、授業時間表及び担当教員はシラバスにより

公示する。 

４ 各学年次において学生が１年間に履修できる授業科目の単位数の合計は、原則として５

５単位を上限とする。なお、各学年次での履修単位数を算定する際、複数の学年次にわた

り配当されている授業科目は、その授業科目の単位数を各学年次に按分し算定する。 

５ 学業成績が優秀な学生は、前項に定める単位数の上限を適用しないことを認める場合が

ある。 

６ 第１項の授業科目は、多様なメディアを利用して、当該授業を行う本学の校舎及び附属

施設等以外の場所で学生に履修させることができる。また、学生に海外において履修させ

る場合においても同様とする。 

 

（成 績） 

第３条 授業科目の成績の評価は、授業科目毎に担当教員が授業内容に対する学生の学習到

達度によって行い、到達目標及び成績評価方法はシラバスに示す。 

２ 前項の評価は、学則第２１条第２項の規定にかかわらず、原則として１００点法によっ

て行い、６０点以上を合格、５９点以下を不合格とし、Ａ（８９～８０点）、Ｂ（７９～７

０点）、Ｃ（６９～６０点）、Ｄ（５９点以下）とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、一部の授業科目は、論文、報告書等の審査により合・否を判

定する。 

 

（単位の認定） 

第４条 薬学部規程第８条に定めるほか、第１１条の規定により必修科目、選択必修科目の

単位が未修得で進級した場合、次年度以降に実施される再試験又は４年次及び６年次の再

試験終了後に実施される特別再試験を受験し、単位修得の認定を受けるものとする。ただ

し、選択科目は次年度に再試験を実施しない。 

 

（ＧＰＡ） 
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第５条 原則としてＧＰＡは適用しない。ただし、指定する奨学金の選考にあたっては、薬

学部規程第９条の定めに基づき年度ＧＰＡを算定し、これを用いるものとする。 

 

（試験の種類） 

第６条 試験は定期試験、再試験及び特別再試験に分ける。 

 

（定期試験） 

第７条 定期試験を学期末に各１回行い、それぞれ前期定期試験及び後期定期試験とする。 

２ 出席回数が授業回数の３分の２に満たない者は、定期試験を受験することができないこ

とがある。 

３ 定期試験における成績の評点は、試験の評点により、又は試験の評点に平常の成績など

を含め、１００点を満点とした整数によって表示する。 

 

（再試験） 

第８条 再試験は原則として各学期末に行う定期試験終了後に行う。 

２ 定期試験を受験し、成績が合格と判定されなかった場合、再試験を受験しなければなら

ない。 

３ ２年次から４年次において、下位年次配当科目を受験する場合（再履修の場合を除く。）

は、別表１に規定する当該科目の配当年次に実施する定期試験を再試験として受験し、成

績が合格と判定されなかった場合、再度、再試験を受験しなければならない。 

４ 定期試験を欠席した場合、再試験を受験しなければならない。なお、次の理由により欠

席した場合、試験欠席届及び理由書を提出することができる。 

(1) 忌引（一親等又は二親等死亡の場合）又は就職試験、大学院入学試験の場合 

(2) 傷病（診断書を提出） 

(3) その他やむを得ない理由 

５ 再試験における成績の評点は、試験の評点により、又は試験の評点に平常の成績などを

含め、６０点を限度として表示する。ただし、前項第１号の場合は定期試験と同様に１０

０点、第２号の場合は８０点、第３号の場合は原則として７０点をそれぞれ限度とする。 

６ 選択科目の再試験は、履修した年度のみ受験することができる。 

 

（特別再試験） 

第９条 ４年次の再試験終了後、第１１条第５項に規定する進級に必要な履修授業科目のう

ち、単位未修得科目について４年次特別再試験を行う。 

２ 前項の単位未修得科目のうち、必修科目及び選択必修科目が５科目を超える場合は、４

年次特別再試験を受験することができない。また、選択科目の受験は、３年次又は４年次

に履修届を提出した科目に限る。 

３ ６年次の再試験終了後、別表２に規定する卒業に必要な履修授業科目のうち、単位未修

得科目について６年次特別再試験を行う。 

４ 特別再試験における成績の評点は、試験の評点により、又は試験の評点に平常の成績な

どを含め、６０点を限度として表示する。 
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５ 定期試験を実施せずに、他の適切な方法で学修の成果を評価し単位を与える科目（実習、

実技、演習等）については、特別再試験を実施しない。このほか、薬学総合演習は特別再

試験を実施しない。 

 

（受験料） 

第１０条 第８条第４項第１号から第３号のいずれかに該当する再試験の受験者は、薬学部

規程第１５条第１項の定めにかかわらず受験料を免除する。 

 

（進 級） 

第１１条 進級査定は、年度末に行う。 

２ １年次から２年次への進級は、１年次に課せられた必修科目及び選択必修科目のうち、

単位未修得科目が５科目以下のときに認められる。 

３ ２年次から３年次への進級は、次の各号すべてを満たしたときに認められる。 

(1) ２年次までに課せられた必修科目及び選択必修科目の単位未修得科目が５科目以下で

あること 

(2) 基礎教育科目の選択科目を５単位以上修得していること（ただし、教養科目は３単位

以上修得していること） 

４ ３年次から４年次への進級は、次を満たしたときに認められる。 

(1) ３年次までに課せられた必修科目及び選択必修科目の単位未修得科目が５科目以下で

あること 

５ ４年次から５年次への進級は、次の各号すべてを満たしたときに認められる。 

(1) ４年次までに課せられた必修科目及び選択必修科目をすべて修得していること 

(2) ３年次から４年次に課せられた基礎教育科目以外の選択科目を４単位以上修得してい

ること 

６ ５年次から６年次への進級は、１年以上の在学を満たしたときに認められる。 

 

（卒 業） 

第１２条 本学に６年以上在学し、別表２に定める履修すべき授業科目のすべての単位を修

得したとき卒業が認められる。 

２ 卒業の認定は、毎年度末に行う。ただし、やむを得ない理由により、この認定を受ける

ことができなかった者については、次年度においてこれを行うことができる。 

 

（留 年） 

第１３条 原級に留め置かれた場合、原則として当該年次までの単位未修得のすべての授業

科目を再履修するものとする。 

２ 原級に留め置かれた場合、当該年度に限り薬学部規程第３条第２項の規定にかかわらず、

一つ上位の学年次に配当されている授業科目の履修（先取り履修）を認めることがある。 

３ 前項に定める先取り履修についての取扱いは、別に定める。 

 

（改 廃） 
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第１４条 この細則の改廃は、薬学部教授会の議を経て、学長が決定する。 

 

附 則 

１ この細則は、令和３年４月１日から施行する。 

 ２ 令和３年４月１日に大阪薬科大学から薬学部に転入学した学生の大阪薬科大学におい

て修得した単位等については、薬学部に継承する。  
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（別表１）授業科目及び単位年次配当表 

＜薬学部薬学科：平成２７～２９年度入学生適用＞ 

区
分 

授業科目 必
選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

基 

礎 

教 

育 

科 
目 

文学の世界(教養）  ◯ 1  1          

歴史と社会(教養） ◯ 1  1          

地球環境論(教養） ◯ 1  1          

政治と社会(教養） ◯ 1  1          

基礎心理学(教養） ◯ 1  1          

法と社会(教養） ◯ 1  1          

経済の世界(教養） ◯ 1  1          

社会分析の基礎(教養） ◯ 1  1          

人間と宗教(教養） ◯  1  1         

文化人類学(教養） ◯  1  1         

倫理と社会(教養） ◯  1  1         

コーチング論(教養） ◯  1  1         

スポーツ・運動実習２(教

養） 
◯  1  1         

数理論理学(教養） ◯  1  1         

数学１ ● 1            

数学２ ●  1           

数理統計学 ●   1.5          

物理学１ ● 1            

物理学２ ●  1           

英語リスニング１ ● 1            

英語リスニング２ ●  1           

英語リーディング１ ● 1            

英語リーディング２ ●  1           

英語スピーキング１ ●   1          

英語スピーキング２ ●    1         

英語ライティング１ ●   1          

英語ライティング２ ●    1         

ドイツ語１      ※１ ▲ 1            

ドイツ語２      ※１ ▲  1           

フランス語１     ※１ ▲ 1            

フランス語２     ※１ ▲  1           

中国語１       ※１ ▲ 1            

中国語２       ※１ ▲  1           

ハングル１      ※１ ▲ 1            

ハングル２      ※１ ▲  1           

異文化言語演習１ ●     1        

異文化言語演習２ ●      1       

心理社会 ●    1.5         

コミュニケーション ●     1.5        

医療と法 ●      1       

身体運動科学 ● 1            

スポーツ・運動実習１ ● 1            

情報科学 ◯  1           

情報科学演習 ● 1            

化学 ● 1            

化学演習 ● 1            
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区
分 

授業科目 必
選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

基
礎
薬

学
科
目 

生物学 ● 1            

医工薬連環科学 ◯   1.5          

基礎有機化学 ● 1            

基 

礎 

薬 

学 

科 

目 

薬学入門 ● 1            

基礎細胞生物学 ●  1.5           

有機化学１ ●  1.5           

有機化学２ ●   1.5          

有機化学３ ●    1.5         

有機化学４ ●     1.5        

有機スペクトル解析学 ●    1.5         

物理化学１ ●  1.5           

物理化学２ ●   1.5          

物理化学３ ●    1.5         

分析化学１ ●  1.5           

分析化学２ ●   1.5          

放射化学 ●     1.5        

生化学１ ●  1.5           

生化学２ ●   1.5          

生化学３ ●    1.5         

微生物学 ●   1.5          

機能形態学１ ●  1.5           

機能形態学２ ●   1.5          

生物無機化学 ●   1.5          

免疫学 ●      1.5       

応 

用 

薬 

学 

科 

目 

薬学英語 ●       1      

医療統計学 ●      1       

生薬学 ●  1.5           

基礎漢方薬学 ●   1.5          

薬用天然物化学１ ●    1.5         

薬用天然物化学２ ●     1.5        

衛生薬学１  ●    1.5         

衛生薬学２ ●     1.5        

衛生薬学３  ●     1.5        

衛生薬学４ ●      1.5       

病原微生物学 ●    1.5         

分子細胞生物学 ●     1.5        

ゲノム医科学 ●     1.5        

応用分析学  ●     1.5        

応用放射化学  ◯      1       

生物物理化学 ◯       1.5      

物理薬剤学 ●     1.5        

合成化学 ●      1.5       

薬品合成化学 ◯       1.5      

医薬品化学１  ●       1.5      

医薬品化学２ ●        1     

薬局方総論 ●           1  

薬事関連法・制度 ●       1.5      

先端分子医科学１ ◯           0.5  

先端分子医科学２ ◯           0.5  

先端分子医科学３ ◯           0.5  
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区
分 

授業科目 必
選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

医 

療 

薬 

学 

科 

目 

早期体験学習１ ● ←  1  →           

早期体験学習２ ●  0.5           

人体の構造と病態１ ● 1.5            

人体の構造と病態２ ●  1.5           

病態生化学 ●      1.5       

薬理学１ ●    1.5         

薬理学２  ●     1.5        

薬理学３ ●      1.5       

薬理学４  ●       1.5      

製剤学 ●      1.5       

生物薬剤学１ ●    1.5         

生物薬剤学２ ●     1.5        

薬物動態解析学 ●      1.5       

臨床薬物動態学 ●       1      

薬物治療学１  ●   1.5          

薬物治療学２ ●    1.5         

薬物治療学３ ●     1.5        

薬物治療学４ ●      1.5       

アドバンスト薬物治療学１ ◯        1     

アドバンスト薬物治療学２ ◯           0.5  

アドバンスト薬物治療学３ ◯           0.5  

医療薬剤学 ●       1.5      

個別化医療 ●        1     

コミュニティファーマシー ●        1.5     

医薬品安全性学 ●        1     

医薬品情報学 ●      0.5       

医薬品情報演習 ●       0.5      

医薬品情報評価学 ●           1  

臨床栄養学 ◯       1      

臨床感染症学 ◯       1      

病態・薬物治療学演習 ◯       1      

生命医療倫理 ●       1.5      

制度経済 ●        1.5     

医療政策論 ◯           0.5  

医療倫理論 ◯           0.5  

医療情報学 ◯           0.5  

漢方医学概論 ◯           0.5  

レギュラトリーサイエンス ◯           0.5  

創薬薬理学 ◯           0.5  

薬学基礎演習 ●        0.5     

臨床化学 ◯        1     

臨床生理学 ◯        1     

薬学総合演習 ●           ←  3  → 
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区
分 

授業科目 必
選 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

実 

習 

科 

目 

基礎薬学実習 ● 0.5            

基礎有機化学実習 ●  1           

有機化学実習 ●     1        

漢方・生薬学実習 ●    0.5         

分析化学実習 ●   1          

物理・放射化学実習 ●    1         

生物学実習 ●   1          

生物科学実習 ●     1        

衛生薬学実習 ●      1       

薬理学実習 ●      1       

薬剤学実習 ●      1       

臨床導入学習１ ●       4      

臨床導入学習２ ●        1     

病院実務実習 ●         ←  10  →   

薬局実務実習 ●         ←  10  →   

特別演習・実習 ※２ ●       ←       18       →  

●：必修科目 ▲：選択必修科目 ◯：選択科目 

選択科目は、同時間に複数科目開講することがある 

※１ ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより１カ国語を選択必修 

※２ 特別演習・実習は４年次前期から６年次前期の期間で行う 
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（別表２）卒業に必要な単位数 

＜薬学部薬学科：平成２７～２９年度入学生適用＞ 

種 別 区  分  等 単位数 単位数計 

必 修 科 目 

 基礎教育科目 26.5単位 

177単位 

 基礎薬学科目 31単位 

 応用薬学科目 28単位 

 医療薬学科目 38.5単位 

 実 習 53単位 

選択必修科目 

 基礎教育科目 

 「ドイツ語1,2」、「フランス語1,2」、「中国語1,2」、「ハングル1,2」 

  から１カ国語２科目 

2単位 2単位 

選 択 科 目 

① 基礎教育科目 

5単位以上 5単位以上 

 「教養科目（1単位）」 

 「情報科学（1単位）」、「医工薬連環科学（1.5単位）」 

 「３大学連携、５大学連携、コンソーシアム大阪の各プログラム」の中から 

  ＊但し、「教養科目」からは3単位以上修得すること 

②基礎教育科目以外 

4単位以上 4単位以上 

 応用薬学科目 

 「応用放射化学（1単位）」、「生物物理化学（1.5単位）」 

 「薬品合成化学（1.5単位）」 

 医療薬学科目 

 「アドバンスト薬物治療学1（1単位）」、「臨床栄養学（1単位）」 

 「臨床感染症学（1単位）」、「病態・薬物治療学演習（1単位）」 

 「臨床化学（1単位）」、「臨床生理学（1単位）」 

  (計 10単位)の中から 

③基礎教育科目以外 

2単位以上 2単位以上 

 応用薬学科目 

 「先端分子医科学1（0.5単位）」、「先端分子医科学2（0.5単位）」 

 「先端分子医科学3（0.5単位）」 

 医療薬学科目 

 「アドバンスト薬物治療学2（0.5単位）」 

 「アドバンスト薬物治療学3（0.5単位）」、「医療政策論（0.5単位）」 

 「医療倫理論（0.5単位）」、「医療情報学（0.5単位）」 

 「漢方医学概論（0.5単位）」、「レギュラトリーサイエンス（0.5単位）」 

 「創薬薬理学（0.5単位）」 

  (計 5.5単位)の中から 

合    計 190 単位以上 

・選択科目は、各項目ごとに示された単位数以上の単位を修得すること。 

・選択科目の①の項目は、２年次から３年次への進級要件の一つである。 

・選択科目の②の項目は、４年次から５年次への進級要件の一つである。 

・３大学連携、５大学連携、コンソーシアム大阪の単位互換の取扱いについては別に定める。 
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大阪医科薬科大学薬学部 単位互換実施に関する規程 

 
（平成２２年４月１日施行） 

 
（趣 旨） 

第１条 大阪医科薬科大学学則（以下、「学則」という。）第２５条第２項の規定に基づき、

大阪医科薬科大学（以下、「本学」という。）の他学部及び他の大学等との単位互換を円

滑に実施するため必要な事項を定める。 

 

（大学間協議） 

第２条 他の大学等と単位互換を実施する場合は、必要な事項を協議の上、学長が当該大

学等との間で協定を締結する。 

２ 前項の大学等間の協議では、履修できる授業科目の範囲、認定される単位数、対象と

なる学生数、単位の認定方法、費用の取り扱い、その他必要な事項を決めなければなら

ない。 

３ 前項の授業科目は、文部科学大臣が定めるところにより、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

４ 本学の他学部との単位互換については、前２項の定めを準用するものとする。 

 

（出願手続等） 

第３条 本学の他学部及び他の大学等の授業科目の履修を希望する学生は、所定の期日ま

でに別に定める書類を添えて学長に願い出るものとする。 

２ 学長は、本学の他学部及び他の大学等から受入れの通知があった者について願い出を

許可する。 

 

（単位の認定） 

第４条 学生が本学の他学部及び他の大学等において履修した科目の単位については、当

該他大学等からの成績評価及び履修単位の報告に基づき、薬学部教授会（以下、「教授

会」という。）の議を経て、学長は本学薬学部の卒業の要件となる単位として認定する。 

２ 本学薬学部の卒業要件として認定する単位数は、２単位を限度とし、基礎教育科目の

選択単位として加算する。 

３ 前項の規定を超えて履修した科目の単位は、増加単位とし認定する。 

 

（受入れ学生の許可） 

第５条 他大学等の学生で本学薬学部の授業科目の履修を希望する者があったときは、教

授会の議を経て、学長は単位互換の受入れ学生（以下、「単位互換履修生」という。）と

して許可する。 

２ 前項により許可された学生は、単位互換履修生として所定の手続きを行わなければな

らない。 
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（履修期間） 

第６条 単位互換履修生の履修期間は、半年間（前期又は後期）とする。 

 

第７条 本学薬学部で受講する単位互換履修生には所定の単位互換履修生証を交付するの

で、当該科目受講や試験の際には携帯しなければならない。 

２ 単位互換履修生の有効期間は、当該科目の履修期間とする。 

 

（履修及び単位修得の方法） 

第８条 単位互換履修生の履修及び単位修得の方法は本学薬学部学生の場合と同様とする。

ただし、再試験の受験は科目担当者の判断によるものとする。 

 

（学業成績等の報告） 

第９条 単位互換履修生が履修を終了するときは、教授会の議を経て、学長は、当該学生

の成績評価及び修得単位について当該学生の所属する大学長に報告する。 

 

（その他） 

第１０条 単位互換履修生は所定の手続きを経て、図書館を利用することができる。 

 

第１１条 単位互換履修生は本学の学生に準じ、学則その他諸規程を順守しなければなら

ない。 

２ 前項に単位互換履修生が違反した場合は、履修の許可を取り消す場合がある。 

 

（改 廃） 

第１２条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長が行う。 

 

 

附  則 

この規程は平成２２年４月１日から施行する。 
～中 略～ 

附  則 

この改正は令和３年４月１日から施行する。 

諸

規

程
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薬学部 学内試験に関する注意事項 

 

（平成１０年１２月２１日施行） 

 

大阪医科薬科大学薬学部における学内試験の際、監督者の指示に従い、以下の注意事項

を厳守すること。 

 

１．受験方法について 

(1) 指定された座席に、試験開始５分前までに着席すること。 

(2) 試験開始後２０分を経過すれば、試験場へ入場できない。 

また、試験開始後２５分以内および試験終了５分前以降は退場できない。 

(3) 試験場では必ず学生証を提示しなければならない（学生証を忘れた場合は学生課で

仮学生証を受け取ること）。 

試験中は、学生証をケースから取り出し写真部分を示して机上の見やすい位置に置

くこと(学生証を入れていたケースはしまう)。学生証を所持せず、本人の確認が不

可能な場合は、直ちに退場を命ずる。 

(4) 学生証のほか、机上に置くことのできるものは、鉛筆、ペン類、消しゴム、時計（計

時機能だけのもの）、眼鏡、その他持ち込みを許可されたものに限定する。筆箱・

ペンケースはしまうこと。 

(5) 試験に持ち込みを許可されたものは、本人の氏名を明記したものに限定し、他人に

貸与してはならない。 

なお、持ち込みを許可された電子機器類は１台のみ机上に置いて使用することがで

きる。 

(6) 「試験に持ち込みを許可されたもの」とは試験中に机の上に置くことができるもの

で、それ以外のものは鞄などに全てしまい、座席の下に置くこと。許可のないもの

をポケットの中や、机の中に置くことも不正行為とみなす。 

(7) 携帯電話等電子機器は予備のものも含め、試験開始前に電源を切り、必ず鞄の中に

入れて座席の下に置くこと。 

(8) 試験用紙は原則として再交付しない。 

(9) 答案は試験場外に持ち出してはならない。答案の提出については、監督者の指示に

従うこと。 

(10) 一度退場した者は、再入場できない。 

(11) 再試験または特別再試験を受ける場合には、証紙（受験料）を答案用紙の所定の

位置に貼付すること。 

 

２．不正行為について 

(1) 試験中における次の行為は不正行為であり、厳禁する。 

試験中とは、「試験監督者が問題の配布を指示した時点から、答案用紙を回収後、

試験終了を宣告した時点まで」とする。 

① 本人に代わって受験する、または受験させる行為。 
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 ② 持ち込みを許可されていない書籍、ノートなどを持ち込む行為。 

 ③ あらかじめ試験科目に関係のある事項を記入した紙片やそれに類するものを

身につけたり、見たりする行為。 

机、用具などにあらかじめ試験科目に関係のある事項を記入する行為。 

    ④ 試験科目に関係のある事項に関する情報を伝える、または伝えさせる行為。た

だし、情報を伝える方法は問わない。 

    ⑤ 答案用紙をすり替える行為。 

⑥ 他の受験生の答案用紙を見る、または見せる行為。 

    ⑦ 携帯電話等、持ち込みを許可されていない電子機器を身につけたり、使用する

行為。 

    ⑧ 監督者の指示に従わない行為。 

(2) 不正行為を行った者に対しては、次のとおり処分する。 

    ① 試験場では、監督者は退場を命じる。 

② 定期試験、追試験、再試験、又は特別再試験のうち、不正を行った試験期間  

の受験科目はすべて無効とし、不正行為を行って以後の当該学期の定期試験、

追試験、再試験、又は特別再試験の受験を禁止する。 

    ③ 出席すべき日の７日間を停学とする。  

④ 保証人宛に通知を行う。 

 

３．その他 

 (1) 受験に際しては、「薬学部規程」「薬学部規程細則」「薬科学科規程」を熟読すること。 

(2) 忌引き、就職試験、大学院入学試験、病気、またはその他やむを得ない事情により

定期試験を受けることができない場合は教務課へ届け出ること。 

(3) 必要事項は、その都度掲示により指示する。 

                                       

附  則 

この規程は、平成 10 年 12 月 21 日から施行する。 

～中 略～ 

附  則 
この改正は、令和３年４月１日から施行する。 

 

諸

規

程
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薬学部 実習に関する注意事項 

 

 

大阪医科薬科大学薬学部における阿武山キャンパスでの実習の実施の際、以下の注意事項

を遵守すること。 

 

１．実習衣（白衣）を着用し、規定の名札をつける 

２．実習前に使用機械、器具、試薬などの点検を行い、余分な物はすべて片付ける 

３．実習中は原則として実験台から離れない 

４．備え付けの消火器の場所、使用法を平素より熟知し、引火性物質を用いる際、消化器

などを手元に置く 

５．ガスバーナーの炎を必要以上に大きくせず、使用しない場合必ず消し、特に引火性溶

媒を使用するとき、火気に注意する 

６．有毒ガスの発生の恐れのある場合、原則としてドラフトの中で行う 

７．爆発の恐れのある実習で異常を感じた場合、直ちに付近の者に知らせ、担当者に連絡

する 

８．火災の起きた場合、 

1）知らせる ― 通報 

2）消火 ― 初期消火 

3）逃げる ― 避難 

９．細菌類、各種動物を使用する際、その取扱いにあらかじめ注意項目を守り、事故の防

止に努める 

10．使用済みの有機溶媒、重金属などの廃液処分は各実習担当者の指示に従う 

11．負傷などをした場合、ただちに実習担当者に連絡し、その指示を受ける 

12．実習終了後、 

1）実験台の器具、薬品などを整理整頓する 

2）電気、ガスなどの熱源を切る 

3）水道栓が閉まっていることなどを確認した後、退室する 

 

附  則 

この改正は、令和３年４月１日から施行する。 
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薬学部 成績評価に関する確認について 

 
（平成３１年３月１１日施行） 

 
 
大阪医科薬科大学薬学部における成績評価に関する確認について、以下のとおり、取扱い

を定める。 

 

１．学生は、成績に関して疑義がある場合は、以下に該当する場合に限り確認の申請を行う

ことができる。 

(1) 試験問題やその解答例に誤りがあると思われる場合 

(2) 成績の誤記入など、明らかに授業担当教員の誤りであると思われる場合 

(3) シラバスに記載されている成績評価の基準及び方法に照らして、明らかな誤りがあ

ると思われる場合 

２．次のような内容の申請は受理しない。 

(1) 担当教員に救済措置を求めるもの（この単位があれば進級できる、など） 

(2) 具体的・正当な根拠や理由のない問合せ（根拠なく、評価に納得がいかない、など） 

(3) 他の学生との対比上の不満を訴えるもの（友人は 80 点だが、なぜ自分は 70 点なの

か、など、本人以外の学生の成績に関する問い合わせには応じない） 

３．確認申請の方法は、所定の期間に薬学学務部教務課に「成績評価確認願」を提出するこ

とにより行うこととする。申請期間等その他詳細は、各学期の定期試験開始前までに掲

示等により周知する。 

４．確認申請の結果は薬学学務部教務課より本人に通知する。この回答に対し重大な問題が

ない限りは再度確認の申請をすることはできない。 

 

附 則 

この規程は、平成 31 年 3月 11 日から施行する。 

～中 略～ 

附 則 

この改正は、令和３年４月１日から施行する。 

  

諸

規

程
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成績評価確認願 

 

学年    学籍番号     氏名          

科目名        科目担当者           

試験種別（下記のいずれかにマル） 

定期試験  追試験  再試験  特別再試験 

その他（具体的に；           ） 

問い合わせ内容（該当する項目にマルをしたうえで、具体的な内容を記載すること） 

(1) 試験問題やその解答例に誤りがあると思われる場合 

(2) 成績の誤記入など、明らかに授業担当者の誤りであると思われる場合 

(3) シラバスに記載されている成績評価の基準及び方法に照らして、明らかな誤りがあ

ると思われる場合 

次のような内容が含まれる申請は受理しない。 

(1) 担当教員に救済措置を求めるもの（この単位があれば進級できる、など） 

(2) 具体的・正当な根拠や理由のない問い合わせ（根拠なく、評価に納得がいかない

、など） 

(3) 他の学生との対比上の不満を訴えるもの（友人は 80 点だが、なぜ自分は 70点な

のか、など、本人以外の学生の成績に関する問い合わせには応じない） 

問い合わせ内容 
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